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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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超あとがき＋解説













超まえがき






「あなたは、バスの運転手です。

　その日、あなたのバスには五人のお客さんが乗っていました。

　最初の停てい留りゆう所じよで、新たに三人が乗り込んできました。

　次の停留所でふたり降りて、ひとり乗ってきました。

　さらに次の停留所で、三人降りてふたり乗ってきました。

　

　ではここで問題です、二〇秒以内にお答えください。




　バスの運転手の年齢は何歳でしょう？」




　今回のクイズは、自分で解くより、キミのまわりの誰かに出題する方が面白い反応を得られる類たぐいの問題だ。しかしまちがっても、女性に対して出題してはいけないぞ（←ヒント）。

　出題する時は、くれぐれも空気を読んでいただきたい！




　　　　＊　　　＊　　　＊




　さて、ちょっとばかり待たせてしまったが……ここに『無印』第一一巻をお届けしよう！

　世界をスリスやフェリタニアの仲間たちに任せ、ピアニィたちは歴史の裏側へ―――。

「アルディオン大陸を、エリンより切り離して新世界を創造する」……実兄ヒューバードを打ち倒し、その野望こそ防いだものの、さらなる敵がピアニィたちの眼前に現われた。

　―――名は、フェリタニア。

　アルディオンの闇に蠢うごめき、歴史を陰から操あやつってきた黒くろ幕まくと言える存在だ。

　そう、長く続いた『サガ』シリーズ、最後の敵である。

　前巻にもアナウンスしたとおり、すべての『サガ』シリーズはこの冬に……すなわち『無印』第一二巻をもっていよいよ終わりを迎える。

『サガ』が開始されてから五年……ここまで付き合ってくれた、キミ……っ！

　ぜひとも、最後まで共に歩んでもらえれば幸いだ。




　では、そろそろページを開いてほしい。

　最終決戦前の、最後の物語を始めよう……っ！











前回までのあらすじ






　帝てい紀き八一五年、秋。エストネル王国の崩ほう壊かいによって真の戦せん乱らん時代を迎むかえたアルディオン大陸。神喚者ヴァリエンスとなり、異い世せ界かいからの侵しん略りやく者しや―――来寇者マリジナントの脅きよう威いを退しりぞけたピアニィたちは、地上をスリスたちに託たくし、幽ゆう界かいにたゆたう防ぼう塞さい都市アヴァロンへと身を寄よせていた。

　そんなピアニィたちのもとに、ひとつの報しらせが届とどく。それはヒューバードの遠大なる計画に関わるもの。彼かれはアルディオン大陸をエリンから切きり離はなし、神々に干かん渉しようされることのない、選ばれた者だけが生きる新世界を生み出そうとしていたのだ。

　ヒューバードの野望を阻そ止しするため、再ふたたび地上に降おり立たった一行は、騎き士しとしての誇ほこりを取とり戻もどしたキンバリーと矛ほこを交え、これに勝利。ヒューバードへの想いを託たくされた。そして、エル・ウィン・フリットの地下遺い跡せきで、ヒューバードとの決戦に挑いどむ。

　激げき戦せんを制せいしたのは……ピアニィたちだった。

　しかし、勝利の喜びも束の間、バルムンクの首しゆ魁かい―――〝あの御お方かた〟が現あらわれる。その正体はフェリタニア統とう一いつ帝てい国こく皇こう妃ひフェリタニア。彼かの女じよはアルディオン大陸を世界から切きり離はなす一手を打ち、神々への復ふく讐しゆうを宣せん言げんする。

　世界をかけた戦いは、最さい終しゆう幕まくを迎むかえようとしていた。






































ＰＲＥＰＬＡＹ









◆Preplay 01◆思えば遠くへ来たもんだ？




「え、もうそんなに時間経たってるんだ……（笑）」

　

　それは、ある日のきくたけ（つまりは私わたしだ）と殺意様……もとい、大竹さんの会話の中で、彼かの女じよの口から飛び出したセリフである。

　他ふたりを合わせて四人でご飯を食べながらの昔話。その日の話題は、『アリアンロッド・サガ』シリーズの終しゆう了りようを二〇一三年末に控ひかえ、その始まりについてだった。




大竹：そっかー……『サガ』が始まったのってもう五年前なんだ……。

きくたけ：うん、一巻かんが発売されたのは二〇〇八年八月だからねー。セッションそのものは、その春だよ。企き画かくそのものは、二〇〇七年の年末には決まってたわけで……。

大竹：ひー。

きくたけ：おかしいなー、予定では二〇一二年の頭には終わらせるはずだったのになー。

大竹：って、言ってましたよね（笑）。いろいろ変わったなー。

きくたけ：うん。内ない容ようもさ、最初のイメージのひとつは、某ぼう『コーｄ……。

大竹：ああ！　言ってた言ってた！（笑）

きくたけ：（笑）。つまり、なにが言いたかったというと……。

店員さん：〝蟹かに味み噌その甲こう羅ら焼き〟、お待たせしました。

きくたけ：焼いた蟹味噌はたいそううまいということだ。

大竹：蟹味噌っ!?　話の続きはっ!?

きくたけ：焼いた蟹味噌がこうもうまいとは、思っていなかったんだ。

大竹：そっちの話を続けるのっ!?

きくたけ：もぐもぐもぐ（かにみそ）。




　そして、話題はあっちこっちに飛びまくり―――。




大竹：たしか、二〇〇七年の末にプレイヤーに誘さそわれたと思うんですけど、最初に会ったのっていつでしたっけ？

きくたけ：二〇〇七年の二月。

大竹：よくそこまで憶おぼえてますねっ!?

きくたけ：憶えてる憶えてる。

大竹：二〇〇七年の頭に会って、その年の末にはプレイヤーに選ぶとか……すごい度ど胸きようです。

きくたけ：度胸かよ（笑）。たしかさ、ある飲み会の席だよね、最初に会ったの。何十人か参加してる飲み会で、たまたま横にいて……。

大竹：あー、そうそう（笑）。

きくたけ：最初は「ああ、明るくて面白い子だ」って印象だった。

大竹：おお♪

きくたけ：もうね、一〇分しゃべってよくわかった。

同席人Ａ：これはプレイヤーとしてすばらしいと。

きくたけ：いや、変な人だと。

大竹：変な人っ!?

きくたけ：なにせ、『ＰＳＯ』の濃こい話に始まって、『（ピー）』や『（ピピー）』の話題をあけすけもなく……。

大竹：わあっ、し―――っ、し―――っ！（笑）




　ここでは書けない話題である。

　ちなみに、『ＰＳＯ』とは『ファンタシースターオンライン』というＭＯ型のＲＰＧである。彼女は、ヘビーゲーマーという言葉では片かた付づけられないレベルのプレイヤーだったらしい。




きくたけ：すごくゲームが好きであることは伝わったわけで……。

大竹：うう……（笑）。

きくたけ：ともあれさ、セッションはあと二回。長く続いた『サガ』ももうすぐ終わる。お疲つかれ様さま、というにはまだ早いけど、次のセッションはラストに向けての大事な回になる。

大竹：大事な回……。

きくたけ：そんなわけで―――。

大竹：はい……。

店員さん：〝蟹味噌の甲羅焼き〟、お待たせしましたー。

きくたけ：蟹味噌の甲羅焼きはお代わりするほどうまいということだ。

大竹：えぇ――――――っ!?　ここはいい話にするとこじゃないのぉっ!?

きくたけ：（もぐもぐもぐ）




　そして、その日はしこたま食べて飲んで、夜は更ふけていったのだった―――。







◆Preplay 02◆あと二回！




　時は流れて、二〇一三年の初夏。

　東京秋葉原の片かた隅すみにある、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の会議室に五人の男女が集まっていた。

　まずは、例によって集まっている面々を紹しよう介かいしよう。




きくたけ

　本名は、菊きく池ちたけし。

『アリアンロッド』を始めとして『セブン＝フォートレス』や『ナイトウィザード』シリーズ（いずれもエンターブレイン刊かん）など、ＴＲＰＧを糧かてに生きるゲームライター。

　とにかく読者を驚おどろかし、笑わせ、泣かせることに生命を懸かけており、毎日、いかに読者の予想の斜ななめ上うえを行くかを考えている。

　本リプレイでは、ＧＭと著ちよ者しやを務つとめる。




大竹みゆ（使用キャラ：ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア）

　フリーの女じよ性せい声せい優ゆうさん。

　常つねににこにこしているが、その笑顔の陰かげにはゲーマーという名の修しゆ羅らが潜ひそんでいる。

　殺意も潜んでいたのだが、最近ではネタにし続けたためか潜めることすらしなくなった。

　秋葉原の街中を歩けば「あ、殺意様だ」と呼よばれることもあるという。




大竹みゆblog*primlog+*　http://ameblo.jp/primlog/

ＴＲＰＧ部ルティナス　http://lutinus.jugem.jp/




鈴吹太郎すずふき・たろう（使用キャラ：ナヴァール）

　またの名を中島純一郎なかじま・じゆんいちろう―――すなわちＦ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]社の代表取とり締しまり役やくである。

　ＴＲＰＧ『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』シリーズ（いずれもエンターブレイン刊）のデザイナーだ。世界でもっともＴＲＰＧを愛する男のひとりだろう。




クレバー矢野（使用キャラ：アル・イーズデイル）

　本名は矢野俊策やの・しゆんさく……言わずと知れたＴＲＰＧ『ダブルクロス』のデザイナー。

　根っからのツッコミ体たい質しつで、人に隙すきあらばそこを突つかずにはいられない。

　今まで薔ば薇らだのアンドロメダだのウメボシだのキーボードを打つとピアノの音が鳴なり響ひびくだのいろいろ言われてきたが―――最終的には〝王子〟という愛あい称しように落ち着いた。




Ｏはた（使用キャラ：ベネット）

　本名は大畑顕おおはた・あきら―――Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]が誇ほこる最強の三下属ぞく性せいを持つ男。

　社内ですれちがいざまに「ていっ！」とチョップを繰くり出だすと「げばあ、ば、馬ば鹿かなっ!?私はあなたの右みぎ腕うでだったはず……っ！」とナチュラルに叫さけぶ。いや、ほんとに。

　仕事では主にさまざまなデータの作成を担たん当とうするＴＲＰＧ作りになくてはならない男だ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：じゃあさっそく今回予告、いこうか！




「……今回予告！

　帝てい紀き八一五年一〇月―――。

　ピアニィたちはヒューバードとの因いん縁ねんに決着をつけ、平和への新たな一歩を踏ふみ出だした……かに思われた。




[image: ]




　しかし、それは新たな破は滅めつの始まりに過すぎなかった。




　ついに姿すがたを現あらわしたバルムンクの首しゆ魁かいフェリタニア。




[image: ]




　彼女の企たくらみによって、アルディオン大陸はエリンより切きり離はなされようとしている。

　大地は震ふるえ、次元は引ひき裂さかれ、異い世せ界かいからの邪じや悪あくな者たちがなだれ込こむ。




　だが、絶ぜつ望ぼうに沈しずむのはまだ早い。

　希望を紡つむぐため、今こそ語ろう。

　帝てい王おうウルフリックの知られざる物語を―――。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ』

　第一五話「世界終焉のメシア」




　―――竜りゆうの石は散り、新たなる戦せん乱らんの時代へ。




Ｏはた：いかにも、最終回近づいてますよー、というタイトルだ。

矢野：いや、ほんとに近づいてるから（笑）。

ＧＭ：（笑）。では、次はハンドアウトにいこうか。今回は、ギルド全体に向けての内容になってるよん。

一同：はーい。




▼ギルド用ハンドアウト

コネクション：フェリタニア　　　関係：任にん意い

　バルムンクの首魁の正体は、かつてアルディオンを統とう一いつした帝王ウルフリックの妻つま、フェリタニアだった。

　だが、驚おどろく暇ひまもなく事じ態たいは劇げき的てきに動いていく。

　アルディオン大陸はエリンから切り離されていき、次元の裂さけ目めから邪悪なる者たちが流入―――世界は破滅の危き機きにさらされている。

　そんな絶ぜつ望ぼう的てきな状じよう況きようの中、キミたちは誰だれかが自分たちを呼よぶ声を聞いた。

　声に導みちびかれるようにキミたちは転てん移いする。そして、行きついた先は―――。




Ｏはた：はっ!?　川の向こうで、死んだはずのおばあちゃんが手を振ふっている……っ!?（笑）

矢野：どこに行くんだよっ!?（笑）

ＧＭ：なんで三さん途ずの川かわに行くという発想になるのか聞きたい。

Ｏはた：じゃあ、どこへ……。

ＧＭ：くわしくはシナリオが始まってからのお楽しみということで（笑）。ともかく、ハンドアウトは以上。では、キャラクターの成長報ほう告こくをしてもらおうか！　データ……作ってきたよね？

大竹：きました！　レベルアップも今回含ふくめて、あと二回……めちゃくちゃ悩なやみましたよー。




　さすがの高レベルにつき、セッション当日に時間がかかるのを懸け念ねんして、プレイヤーたちにはあらかじめキャラクターデータを作ってもらったのである。




ＧＭ：（笑）。ＯＫ、ではそれぞれ発表してもらおうか！




▼ピアニィ（24レベル）の場合

大竹（以下、ピアニィ）：パワーを取りましたよ！

ＧＭ：いきなり取得スキルの報告からか（笑）。

ピアニィ：いいじゃないですか！　《魔ま術じゆつの王》を取得したんです。

ＧＭ：《魔術の王》ってどんなパワーだったっけ？

ピアニィ：フェイト１点につき、魔ま法ほう攻こう撃げきのダメージが＋５Ｄされるんです！

鈴吹：これは強い！　フェイトさえあれば、ダメージがガンガンあげられる！

ピアニィ：でも、あたしはけっこうフェイトを消費するタイプだから、フェイトも上げておきました。

ＧＭ：フェイトは何点になった？

ピアニィ：14点です。

ＧＭ：14かあ……増えたもんだなあ（笑）。

ピアニィ：それから、装そう備びが変わりました。ファストハットから、ミスリルの髪かみ飾かざりに変わりました。

Ｏはた：ダメージを５点あげるために、ミスリルの髪飾りにしたと（笑）。

ＧＭ：ダメージ重じゆう視しスタイルに走ったんだな（笑）。

ピアニィ：ファストハットを外した分【行動値】が下がってしまうので、一いつ般ぱんスキルの《トレーニング：敏びん捷しよう》を取得して、【敏捷】を上げておきました。

ＧＭ：ピアニィは隙すきがないキャラになったなぁ。

ピアニィ：はい♪　成長報告は以上です。




▼アル（24レベル）の場合

ＧＭ：では、アル！

矢野（以下、アル）：はい。まず、フェイトを上げました。それから、命中を上げる《ファイティングロウ》と、判はん定ていにダイスボーナスがつく《ドラゴンソウル》を新しん規き取得しました。

ＧＭ：《ファイティングロウ》も《ドラゴンソウル》も今まで取ってなかったんだ？

アル：命中に関してはだいぶ強化してたんで、そんなに必要を感じてなかったんです。ただ、《ドラゴンソウル》は使う機会がありそうなんで、取っておきました。

Ｏはた：《ドラゴンソウル》は【ＭＰ】を９点使用、コストが重たいのが難なん点てんという……。

アル：うん。ただ、【ＭＰ】は[image: 180]点あるし、使用したラウンド中はコストを無む視しできる《クリアマインド》もあるから、なんとかなるよ（笑）。

ＧＭ：装備に変へん更こうはある？

アル：いえ、特にありません。以上です。




▼ベネット（24レベル）の場合

Ｏはた（以下、ベネット）：あっしの番でやんすな！　あっしは《神速の鼓こ動どう》を取ったでやんす！

ＧＭ：《神速の鼓動》って、どんな効こう果かだっけ？

ベネット：シナリオに一回だけ、メジャーアクションを２回行なえるパワーでやんす。ただし、同じスキルやパワーは使用できないので、四回攻撃とかはできないでやんす。

ＧＭ：なるほど。

ベネット：範はん囲い攻撃一回したあとに単体に二回攻撃するとか、ＦＳ判定を二回するとかができるようになったでやんす！

鈴吹：さすがベネット。動きが素す早ばやい（笑）。

ベネット：そうそう！　すごく速いでやんしょ？　あっしには誰だれも追いつけないでやんす！

ＧＭ：ベネットが無事にエリンディル帰き還かんを果たしたら、超ちよう人じん扱あつかいされそうだな。

ベネット：この超人ベネット様ならば、この世界だって統一してみせらぁ！　ふはは！　……はっ!?　バ、バカな！　お前は１レベルだったはず。どしゃあ（倒たおれた）。

鈴吹：勝手に１レベルキャラに負けたぞ（笑）。

ベネット：きっと「エリンディルに戻もどるために旅人の石を投なげ捨すてたのが失敗でしたね」とか言われたりするでやんすよ。

ＧＭ：すごかったのは旅人の石だったというオチかい！（笑）

ベネット：それから、あとひとつ、重要なものを取ったでやんす。

ＧＭ：重要なもの？

ベネット：《ストライダー》を取りました。これで、キンバリーに追いつかれることはないし、キンバリーのエンゲージからも離り脱だつできる！（笑）
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鈴吹：ようやく取ったか。

ベネット：ふっふっふ。これからはスピードの時代！　スピードマスターベネットと呼よんでいただきたい！　あっしは風になる……っ！

ＧＭ：……（笑）。

一同：…………（笑）。




　なぜかプレイヤー一同、一様に優やさしい笑顔である。




ベネット：なぜにそんな憐あわれむような表ひよう情じようを。

ピアニィ：いえ……（笑）。

ＧＭ：で、報告は終わり？

ベネット：あと、フェイトを上げたでやんす。以上でやんす。




▼ナヴァール（24レベル）の場合

ＧＭ：最後に、ナヴァール。

鈴吹（以下、ナヴァール）：私は、パワー《異い才さい：パラディン》で、《インペレイティブ》を取得しました。セットアップで二回動けるようになったので、《ヘイスト》と《スピリチュアルウェポン》を同時にかけられるようになりました。

ＧＭ：支し援えんがしやすくなったということですね。

ナヴァール：具体的には、アルのダメージを上げやすくなった。《スピリチュアルウェポン》は対象が単体だが、《コーデックス》と併へい用ようすればダメージを20点上げられる。

アル：俺おれは１ラウンドに最大６回攻撃できるんで、一回につき20点ダメージが上じよう昇しようしたとしたら……合計で[image: 120]点分のダメージ上昇ですか。すごいですね。

ＧＭ：敵てきのデータをいじりなおした方がいいんだろうか……（笑）。

ナヴァール：はっはっは、そこまでの効果ではないよ。

ＧＭ：他になにかありますか？

ナヴァール：一般スキルで《ベアアップ》を取ったくらいかな。装備に変更はなし。

ＧＭ：ＯＫでーす。では、ギルドサポート決めて、レベルアップデータの紹介にいこうか！

ベネット：あ、ちなみにギルドはレベルアップしなかったので、ギルドサポートの新規取得はなしでー。

ピアニィ：じゃあ、今回持っていくものを選せん択たくするだけですね。

ベネット：《蘇そ生せい》《祝福》《陣じん形けい》《限げん界かい突とつ破ぱ》《力の泉いずみ》辺りは定番でやんすな。

ナヴァール：《目利き》を持っていけば、最終回に二刀流ケセドの杖つえという夢ゆめが……（笑）。

ベネット：ケセドの杖は両手持ち武ぶ器きなので、二刀流は無理でやんす（笑）。




　そんなジョークを交えつつ、持っていくギルドサポートは次のページのように決まった。




















































　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、そろそろセッションに入る……前に！　ちょっと前回までのおさらいをしようか！　んと、前回の内容憶えてる？

ピアニィ：んー、エストネルの遺い跡せきでヒュー兄様と戦って、勝利して……そのあと、フェリタニアさんが出てきたんですよね。

ＧＭ：そう。ヒューバードの……というか、アルディオン大陸をエリンから切り離そうとしたレイウォール王家の計画。これを、裏で入れ知恵していたのがフェリタニアだって事実も判明してるな。

ナヴァール：で、出会って早々に遺跡が崩ほう壊かいを始めたから、逃にげ出だしたのだったな。

ベネット：でも、崩壊したと思っていた遺跡は、空に飛び上がっていたんでやんす。

ナヴァール：私は、ステラを取とり戻もどせなかったのが悔くやしい。助けると約束したのに……。
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ＧＭ：……ちなみに……ステラ不ふ在ざいの間に、レイウォールでは新しい国王が選出されてしまったという大だい惨さん事じが……。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・メイビー』でのことである。




ナヴァール：新しい国王を決めなければ、レイウォール自体の存そん続ぞくが危あやうくなっていたから、仕方ない。くわしい話は『メイビー』を読んでもらうとしよう（笑）。

ベネット：はっはっは、あっしも別ＰＣで『メイビー』に参加しているので、ぜひともその活躍っぷりを堪能してほしいでやんす……っ！（笑）

ピアニィ：で……ベルフト兄様はどうしていらっしゃるのでしょう？
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ナヴァール：レイウォールの新国王選出の裏うらで活かつ躍やくしてました。その後の足取りはわかりませんが。

ＧＭ：……うん。前巻以降の世界情勢の変化はそのくらいかな。……さてさて、ちょっとネタになるんだけど……ここで、関係表を振って、フェリタニアへのコネクションを取っておこうか。

アル：フェリタニアへの、コネ？

ＧＭ：うん、セッション中の演えん出しゆつに使えたら使ってみようかなと。まあ、まだくわしい人となりはわかってないから、基き本ほん的てきに彼女に対する第一印象ってことになるのかな。

ナヴァール：実は過か去こに会っていたとか、設せつ定ていがひねり出される可か能のう性せいもある（笑）。

ＧＭ：それはそれで！（笑）　えー、まずはピアニィから。

ピアニィ：（ダイスを振ふる）……55！

ＧＭ：（ルールブック２掲載の関係表に視線を落として）ええと、55は……。




　55―――［好こう敵てき手しゆ］




一同：わははははははは！（一同爆ばく笑しよう）

ナヴァール：さ、さすがというかなんというか……（笑）。

アル：（ゲラゲラ笑っている）

ベネット：会った瞬しゆん間かんにライバル認にん定てい……っ！

ピアニィ：いえいえ、前に夢の中で会ってますよ。そう、夢の中で見ていたフェリタニアさんは優やさしそうだったけど、実じつ際さい目の当たりにしたフェリタニアさんは冷たそうな人でした。……これはもう、殺すしかないっていう。

一同：なんでだよっ!?（笑）

ナヴァール：こ、好敵手なんですから、殺意を向けなくてもいいんですよ？（笑）

ベネット：「フェリタニアさんと戦えるんですか。わくわくしてきました！」とか、そういう感じでもいいでやんすよ？（笑）

ピアニィ：でも、レイウォール王家をこんな風に追いやったのは、フェリタニアさんだったんですよね？

ＧＭ：そうだね。レイウォール王家を裏から操あやつっていたのは、フェリタニアであると判はん明めいしてるのは、さっきも言ったとおり。まあ、たしかに明確な敵だな（笑）。

ピアニィ：じゃあ、やっぱり［好敵手］でいいです！（笑）

ＧＭ：お、おう（笑）。じゃあ、次はアル。

アル：（ダイスを振る）えー……24。




　24―――［取引］




一同：…………。

ピアニィ：アル、いったいなにを……。

ベネット：敵と取り引き……。

アル：いや、その……俺の背せ中なかにある神の武器っぽいものをくれてやるから、あんたはそのままラピュータに去ってくれないか？　と（笑）。

ピアニィ：その取引に応おうじて、フェリタニアさんは上空に去ってくれた！

ＧＭ：ちげーよ！（笑）

アル：取り引きの内容はセッション中にこじつけるということで……（笑）。

ＧＭ：うむ。……次は、ナヴァール。

ナヴァール：（ダイスを振る）14。

ＧＭ：んー、14は……。




　14―――［同どう志し］




一同：………………。

ナヴァール：…………。

ピアニィ：ナヴァール、いったいなにを……（笑）。

ベネット：ナヴァール殿どのは裏うら切ぎり者ものだった……（笑）。

アル：でも、ナヴァールにとって、フェリタニアは母親って設定になってたような……。

ナヴァール：おお、そういう意味では問題ない。

ＧＭ：だから読者投稿を採用した時……超やべえ！　って思ったんだよっ!?（一同爆笑）

ナヴァール：「アイムユアマザー」って言われたら「ノオォオオオ！」って答えなきゃいけないな、うん。……まあ、昔は目的を同じくしていた、過去の同志ということにしておこう。

ＧＭ：（笑）。最後に、ベネットいこうか。

ベネット：（ダイスを振る）52。




　52―――［忘ぼう却きやく］




一同：忘却っ!?

アル：会った瞬間から忘わすれてたっ!?（笑）

ナヴァール：遺蹟から脱だつ出しゆつする時に、落ちてきた瓦が礫れきに頭でも打って忘わすれた。

ＧＭ：「過去に会ったことがあるが、記き憶おくが消えてた」って発想はないんかい。

ベネット：頭を打って再さい生せいするを繰くり返かえすうちに、脳のうがダメになってしまいまして……。

ＧＭ：そっちを採さい用ようすんのかよっ!?（笑）

ベネット：（フェリタニアになって）「あながた落としたのはこの金の脳ですか、それとも銀の脳ですか？」（ベネットに戻もどって）どっちもあっしのもんでやんす。ひゃっは―――っ！ そして、あっしは、今までの脳を捨すてて、金の脳を手に入れたんで、クラスチェンジしてもいいでやんすか？（真顔）（一同爆笑）

アル：（笑いをこらえながら）……コネクションを結ぼうとして、クラスチェンジを迫せまるとか……斬ざん新しん過すぎる……（笑）。

ベネット：エネミーになろうとしたがＧＭに却きやつ下かされたあっしは、今までの流れは「という夢を見た」という設定にしたのであった……っ！

ＧＭ：（優しい笑顔で）満足したか？

ベネット：―――はい（土下座）。とにかくフェリタニアに対しては忘却でいいでやんす。なにかあった気がしたが、すべて忘れてしまった、と！

ＧＭ：うむ（笑）。では、ほんとに本ほん編ぺんに入ろう！
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◆Opening 01◆喚よぶ声、喚よばれた者




　帝てい紀き八一五年一〇月―――旧きゆうエストネル王国領りよう。

　遺い跡せきより命からがら逃にげ出だしたピアニィたちは、上空を見上げて呆ぼう然ぜんとしていた。

　視し線せんの先に浮うかぶのは、古代の……




　淡あわく、禍々しい光を纏まとった巨きよ大だいな城じよう塞さいだった。




ＧＭ：では、オープニングフェイズを始めよう！　最初のシーンは、全員が登場だ。場面は、『無印』一〇巻かんのラストからそのまま[image: ]つながっている。地上に降おり立たったキミたちが空を見上げると―――。

ナヴァール：私わたしは血を吐はくような声で、ステラ……！　と呼よびかけよう。

ＧＭ：当然、それに応える者はない。言葉の代わりに降り注ぐのは、宙ちゆうに浮かぶ城塞から[image: ]離した無数の瓦が礫れきばかり。大地に落下した無数の瓦礫は、轟音と共に砂塵を巻き上げる。
















アル：俺らの上から振ってくるのかよ！（笑）

ピアニィ：わ、忘れてたっ！（笑）

ベネット：よけるよけるよける―――っ！

ＧＭ：……などと右往左往する中、キミらはふと、遠くから聞こえ始めた地鳴りに気づく。

ベネット：地鳴り？

ＧＭ：そうだ。そして……視線を転じれば地平線の彼か方なたより一斉に、黒い霧きりのようなものが空に向かってゆらゆらと立ち上っているのが見える。

アル：瘴しよう気きのようなサムシングか。

ＧＭ：黒い霧は空へと流れ込み……月と星に彩られた宝石箱のような空を漆黒に染め、覆い隠していく。世界はしだいに昏く落ちゆき、少しずつ光を失って……。

アル：……不安がかき立てられそうな雰囲気だな。

ナヴァール：この世の終わりが来た、という雰ふん囲い気きがバリバリだ。

ピアニィ：なにが起こっているの？　これはやっぱり……。

ＧＭ：では、【知力】判はん定ていをしてもらおう。

ピアニィ：（ダイスを振ふる）達成値は29です。

ＧＭ：では、ピアニィは直感する。これは、ヒューバードの計画が実行された結果だ、と。

ピアニィ：これが、ヒュー兄様の計画の……？

ＧＭ：そう、アルディオンの周囲に結界を張はり、エリンから引きはがす……その行こう程ていの半ばじゃないかと推すい測そくできる。空を今一度見上げると、瘴気を背はい景けいとして、妙みような魔ま法ほう陣じんが浮うかび始めているのが見えて―――。

アル：まず、具体的になにが起こっているか確認したい。

ピアニィ：じゃあ、ヤンヤンに様子を見てきてもらいます。……ヤンヤン、お願いっ。

ＧＭ：「―――ふむ、いいだろう、見てこよう」　ヤンヤンは、こくりと頷くと、その白い翼を大きく広げ、虚空へと舞った。

ベネット：……相変わらず、お渋くていらっしゃる。

ＧＭ：……ややあって。大陸の端まで偵察に向かったヤンヤンは帰還した。

ピアニィ：おかえり、ヤンヤン！　なにが見えた？

ＧＭ：「……うむ、大陸の周囲の空間が切断されているようだ」

一同：え？

ＧＭ：「いや、正確に言えば……大陸を包み込む形で、球状の結界が張られていてな。その球体は、極めてゆっくりとだが……上空に持ち上げられているようだ」

アル：この世界から、大陸を引き抜くような感じか。地鳴りの原因は、これか。

ＧＭ：「―――うむ」

ベネット：しかし、そんな無理やり引っこ抜いたら、海水が流れ込んできて世界の海が大変なことに……。

ナヴァール：たしかにいきなり海の水が引いて、隣のエリンディル大陸は大惨事……。

ＧＭ：いや、ところがそうはならない。物理法ほう則そくを無む視しして、まるで水が固形物であるかのように結界で切断され……引っこ抜いても、海水は崩れずにその形を保っている。

アル：ふむ……。

ナヴァール：では、立ち上っているあの黒い霧は？

ＧＭ：「うむ、あの瘴気は結界によって切断されたその隙間より、噴き出しているようだ。球体を引き抜いたあとには、〝穴〟が空くのだろう。おそらく、世界の外へと[image: ]がる……〝穴〟が―――」

一同：…………え？

ナヴァール：すると、あの黒い霧は、エリンの外から流入しているのか。

ベネット：……なるほど。つまり、アルディオン大陸はお風呂の栓、ってわけでやんすな。その栓が今、抜かれかかった状態にある、と。

ＧＭ：その表現は正確だ（笑）。
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ピアニィ：その黒い霧みたいなのって、毒だったりする……？

ＧＭ：その霧そのものには毒性はない……が。

一同：が？

ＧＭ：〝穴〟の奥より地上に向けて……黒いなにかが無数に這はい出し始めている、とヤンヤンは付け加える。切断された断面をよじ登る無数の生物らしきものがいると……。

ナヴァール：それ、世界の外から侵入してくるなにかってことか。

ベネット：あっしらが〝魔ま族ぞく〟と呼よぶ者たちでやんすな。

ピアニィ：これ、あたしたちがラピュータで戦ったのと同じもの……？

アル：ああ、あのでかい魚みたいな奴か。

ＧＭ：そう、〝来寇者マリジナント〟というやつだ。もっとも、前に戦った〝魚〟よりもはるかに弱い種だと思われる。……現状では、ね。まだ強力な種が侵入してくるほど、〝穴〟は大きくないということだ。

ベネット：つまり、〝栓〟が完全に抜けたら……。

アル：……世界の終わりだな。

ピアニィ：ひょっとして、それがフェリタニアさんの目的……？

ナヴァール：……なるほど、ヒューバードは大陸を世界の外に持って行きたかった。フェリタニアは、エリンに穴を開けて〝来寇者マリジナント〟を呼び寄せたかった。両者の目的は合致する。

アル：というか、フェリタニアは自分の目的のために、レイウォール王家をそそのかしたってことだな……。

ピアニィ：これ、放っておけない……。

ＧＭ：そうね。敵は、大陸の全方位から上陸しようと迫ってくる。放置しておけば、ものの数時間で湾わん岸がん部ぶは交戦状態に入るだろう。

ベネット：ど、どうしろと……。

アル：栓が抜けたから敵が来るんだろう？　なら、栓を閉め直せばいい。

ナヴァール：問題は、どうやって栓を閉め直すか、だな。

ベネット：ふうむ……。

ピアニィ：……。

ＧＭ：あー、もしもし。あんまりゆっくり考えてる余裕はないぞ。今なお、キミらの頭上にフェリタニアの城塞はあり、次々と瓦礫が落下してるわけで―――。

一同：忘れてた―――っ！（笑）

アル：ともかく、ここから離れ……っ（笑）。

ＧＭ：と、アルが声を上げた時。キミたちは、頭上を見上げて絶望を感じた。城塞より[image: ]離したひときわ巨大な岩がん盤ばんが今、キミたちのすぐ頭上に―――あった。

一同：…………。

ベネット：おわた。

一同：終わるなあっ!?（笑）

ＧＭ：……と、総ツッコミ入れた瞬間だ。その言葉が響き終わるや否や……突然、時間が停止したかのように、周囲のすべてがその動きを止めた。

一同：へ？

ＧＭ：一秒後にはキミたちを押しつぶしたであろう岩盤も、四人の頭上で不自然に固定され……周囲のすべての色は消えた。白と黒だけの世界に書かき換かわり、場は静せい寂じやくに包まれる。そして……『神の戦士よ、我らに力を貸したまえ―――』　ピアニィの脳裏に、声が響いた。

ピアニィ：声……？

ＧＭ：『その大いなる力もて、救済の御手を差し伸べたまえ』

ピアニィ：え、えっと？

アル：ピアニィ、なにを呆然としてる！　よくわからんが、今のうちにここを離れよう！

ピアニィ：（アルをスルーして）あたしを呼んでいるのは、誰？

アル：………………あの、ピアニィさん？

ＧＭ：『どうか、我らの声をお聞き届けください―――』

ピアニィ：あ、あなたは、誰だれ？

ＧＭ：『私は、あなたに力を求める者。私は―――』

ピアニィ：あたしに力を求める……？

ＧＭ：『そうです』

一同：…………。

アル：……これさ、俺おれらからしたら、ピアニィが虚こ空くうに向かってひとり言をブツブツ呟つぶやいているようにしか見えないよな……（笑）。

ベネット：ピアニィ様の脳がついに限げん界かいを迎むかえてしまったでやんす。

ピアニィ：脳がっ!?

ナヴァール：あー、謎なぞの声の人。申もうし訳わけないのだが、こちらは立たて込こんでいるので……話はあとにしてもらえないか？（笑）

ＧＭ：しません（断言）。

ベネット：いかん、その声が聞こえないと話に介入できない！（笑）　〝旅人の石〟に、お前ちょっとなんとかしろよと無茶振ぶりするでやんす。

ＧＭ：〝旅人の石〟は言った。「……簡かん単たんなことさ、彼かの女じよの肩かたに触ふれてみればいい」

ベネット：おお！　では、ピアニィ様に触さわるでやんす。ぺた。

ＧＭ：触さわった瞬しゆん間かん、腕うでを通してキミの脳にも声が流ながれ込こんでくる。「……我わが言葉に応こたえよ。我に助力を与えたまえ」

ナヴァール：では、触ってみよう。―――失礼します、と肩にそっと手を添そえる。

アル：声を聞かないと話にならないだろうから、ピアニィに触ふれよう。

ＧＭ：では、キミたちはピアニィが聞いたのと同じ声を聞くことができた。アルたちは初めて聞く声だけど……。

ピアニィ：あたしは聞いたことがある？

ＧＭ：そう、どこかで聞いた声だ。いや、正確には発した声というか……。

ピアニィ：は……？

ＧＭ：そしてさらには、こんな声も流れ込んでくる。『喜べ、我が声は届とどいた』　それに反はん応のうするように『おお……』と感かん嘆たんするいくつかの声。

ベネット：おや。向こうには、何人かいらっしゃるようでやんすな。

ＧＭ：そして……静まりかえった空間に、最後の声が響ひびき渡わたる。『神々の戦士よ。我が声に応じ、我らのもとへ……！』

ピアニィ：えっ!?

ＧＭ：その声が心の中に響くと共に、キミらの足下から光が溢あふれ出だした。光は、視界を遮るほどに強さを増まし、四人を包つつみ込こんで……次の瞬間、その空間からキミたちはかき消えた。

一同：消えたっ!?

ＧＭ：そうだ。キミたちの意い識しきも一いつ瞬しゆん途と切ぎれ……しかし視し界かいはすぐに取とり戻もどされる。周囲の風景は一変していて、そこが、どこか巨大な神しん殿でんの一室に飛ばされたとわかる。足下に視線を転じると、巨大な魔法陣が柔やわらかな光を噴ふき上あげており……。

アル：……どこかに召しよう喚かんされた、か。

ＧＭ：そのようだ。ちなみに、足下に描えがかれた魔法陣はキミらが見たこともないような、古い形式の魔法陣だね。

ピアニィ：古い形式……。

アル：過か去この世界？　それとも、どこかの遺跡か？

ナヴァール：周囲には誰かいるのか？

ＧＭ：いる。部屋の中にはキミたち以外に五人―――まず目につくのは、眼がん前ぜんに立つひとりの金髪の青年。おそらく、この青年が五人のリーダー格だろうとわかる。年齢は二七、八くらいか。優しげな表情だが、威厳というか、風格のようなものが圧倒的だ。

ナヴァール：ふむ。他は？

ＧＭ：そうだな、どっちから説明するか。そうだな……彼の背はい後ごにはその部下とおぼしき三人が跪ひざまずいている。

ピアニィ：三人……どんな人？

ＧＭ：性別、体格は様々だが三人とも同じデザインを踏とう襲しゆうした服を纏まとっている。……ひとりはウェーブがかったロングヘアの三〇歳さいくらいの男。もうひとりは、褐かつ色しよくの肌はだの精せい悍かんな男だん性せい。そして、理知的な面立ちの女じよ性せいだ。

ピアニィ：え？　それ……。

ナヴァール：我々はその三人に見覚えはないか？

ピアニィ：もしかして、ヒュー兄様と、ベルフト兄様と、ステラ姉様……？

ＧＭ：そのとおりだ。

ピアニィ：どういうこと!?（笑）

ベネット：どうやらあっしらは死後の世界に飛ばされたようでやんす。




　ステラとベルフトは死んでません。




ＧＭ：ああ、正確に言っておく。その三人は、よくヒューバードたちによく似ているが、明らかに別人だ。ウェーブの掛かった長髪の男が、どこかキザな口調で問う。「……おや？　神の戦士よ、なぜそのように怪訝な顔を？」

ピアニィ：あ、いえ……（笑）。

アル：なんか口調もヒューバードに似てるな。

ＧＭ：ただし、邪悪さや胡散臭さ……それをまったく感じさせない。

一同：別人だっ!!（笑）

アル：ぜんぶで五人だっけ。あとひとりは？

ＧＭ：さて、残るひとりは……ある意味でもっとも気になる人物。最前列に立つリーダーの青年、そして部下とおぼしき三人のさらにうしろ……控えめな微笑みを浮かべている女性だ。やはり、どこか見覚えのある感じの人だな。

ナヴァール：どんな印象だ？

ＧＭ：うん、その印象……いや、顔立ちは……ピアニィに似ている。

一同：…………。

アル：………………フェリタニア？

ＧＭ：正せい解かい。

一同：なんでだよっ!?

ナヴァール：いったい、どういう状況に置かれてるのだ、これは（笑）。

ピアニィ：あの、そのフェリタニアさんは微笑ほほえんでいるんですか？　邪じや悪あくな感じは……。

ＧＭ：しない。ほんの一〇分ほど前に邂かい逅こうした彼女とは、あきらかに雰囲気がちがう。

ナヴァール：ううむ、さすがの私も状況が[image: ]つかめない……（笑）。

ピアニィ：えっと、あの……？

アル：リーダーの青年以外、みんなやばそうなのばっか……（笑）。

ＧＭ：アルの逡巡した様子を見て、青年は微笑ほほえむ。「神々の戦士を召喚することに成功したようだ。我われ々われの前途は明るいよ、フェリタニア」「―――ええ」

ピアニィ：ほんとにフェリタニア本人だ……。

ナヴァール：で？　私たちが神の戦士、だと？

ベネット：神喚者なのはまちがいないでやんすが……（笑）。

ナヴァール：さすがに困こまった顔で、周りを観察し、状況を把は握あくしようとする。ここが〝魔族〟の巣そう窟くつではないと言い切れないからな。

アル：俺は「状況がさっぱりわからん」って顔をしている。〝魔族〟が化けているかもしれないとか、そんな疑うたがいすら抱だけない感じだ。

ベネット：あっしは「ここは誰？　あなたはどこ？」って感じでやんすよ！（笑）

アル：でも、そこにいるのがフェリタニアだとすると……。

ピアニィ：で、ですね。ええと、あなたは？　と聞いてみますが……。

ＧＭ：青年はこくりと頷うなずき、穏おだやかな表ひよう情じようで跪いてキミたちに礼を取る。「我が召喚の声にお応こたえいただき、感かん謝しやの極みです。私は、このフェリタニア国の王……」




「―――名を、ウルフリックと申します」











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆ウルフリックとの邂かい逅こう




　英えい雄ゆう王ウルフリック。

　火の時代が始まりの頃ころ、エリンディル大陸にてセインらと共に魔ま族ぞくとの戦いにその身を投じた英雄である。

　その労をねぎらうべく、神しん竜りゆう王おうセフィロスは憩いこいの場として、アルディオン大陸を彼かれらに与あたえた。アルディオンに渡わたってのち、ウルフリックはその地にひとつの国を創つくった。

　アルディオン大陸の基き礎そを形成したこの国は、のちにこう呼よばれることとなる。




　―――フェリタニア統とう一いつ帝てい国こく、と。




ＧＭ：では、ミドルフェイズに入ろうか。最初のシーンは、オープニングフェイズからダイレクトに[image: ]つながっている。

ナヴァール：そのウルフリックはたしかに本物なのだな？　とするなら、ここは七、八〇〇年前の世界ということになるが。

ＧＭ：おお、そのとおり。ここは、七〇〇年ほど前のアルディオン大陸。帝紀一〇〇年くらい？　ウルフリックが、フェリタニアと呼ばれる国を興おこして間もない頃だな。

ナヴァール：まだ統一帝国を名乗る前、か。

ＧＭ：そうそう。つまりこのシーンの舞ぶ台たいは、ウルフリックを王とした、七〇〇年前のフェリタニア国の王都……そこに建立された宮きゆう廷ていの一室となる。

アル：つまり、今ここにいる奴やつら全員、この時代の人間ってことか。

ＧＭ：そういうこと。おさらいしておくと……キミたちのすぐ眼がん前ぜんには、ウルフリック。フェリタニア、それから……ヒューバード、ベルフト、ステラによく似にた人物がいる。その三歩うしろ、控ひかえめな雰ふん囲い気きで微笑ほほえんでいるのは王おう妃ひであるフェリタニア、そして……さらにその背はい後ご、傅かしずいているのはウルフリックの部下であろう三人だ。

ナヴァール：ヒューバード、ベルフト、ステラによく似にてるという三人だな。名前は？

ＧＭ：え？

ナヴァール：名前は？

ＧＭ：…………。

一同：…………。

ＧＭ：ちがうんだ。

アル：なんで言いい訳わけから入るんですかっ！（笑）

ＧＭ：ほら、ここでいきなり、新キャラが三人も登場すると名前を覚えるのも大変だろう？　かといって、「ヒューバードによく似た人」って言うのもおかしい。ので、今回はヒューバード、ベルフト、ステラと呼よぶことにしようと思ってたんだ。

ピアニィ：な、なるほどっ。

ベネット：だ、だと思ってたでやんす……っ。

アル：そうしてもらえると、やりやすい…………のはたしかだが！（笑）

ナヴァール：…………（笑）。

ピアニィ：あ。とりあえず、自じ己こ紹しよう介かいをしておきましょう。

ナヴァール：では、我々も名乗ったということで（笑）。

ピアニィ：ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアです♪

ＧＭ：ざわ……っ。ピアニィが名乗ると、五人は怪訝な表情を見せた。

ピアニィ：あ。

ＧＭ：ウルフリックは、怪訝な表情のまま……「フェリタニア？　我が妻と同じ名前を持つのですね……？」

ベネット：ふっふっふ、ちなみに未来では、あっしらは英雄と呼ばれているでやんすよ？

ＧＭ：「……は？　未来？」　ヒューバードが怪訝そうな表情を見せる。

アル：あ、いやいやっ！　将来、英雄って呼ばれたいというこいつの妄想の話だっ！　名前も偶然だ！　……とりあえず、ごまかしておく（笑）。状況がまだよくわかってないので！

ピアニィ：あれ？　この人たち、あたしたちが未来から来たって知らないの？

ＧＭ：みたいだね。必要な能力を持った戦士を召喚はしたんだろうが、その素性は理解していないようだ。彼は、アルの苦しいごまかしに対しても爽やかに笑って答える。「ああ、そういう意味でしたか。ははは」

アル：なんかこのヒューバードはさわやかだなあ！（笑）

ＧＭ：さて、それはともかく。ウルフリックたちを見てて、キミたちはふと気付く。ウルフリック以外の四人は、ヒューリンではないようだ。

一同：え？

ＧＭ：ぱっと見、どこがどうちがうのか言い表わしにくい。が、肌はだの色や顔の作り、骨こつ格かく……どこかがヒューリン……いや、ルールブックに掲けい載さいされる種族のどれともちがう。

アル：なんだそのメタな説明は（笑）。

ナヴァール：ああ、つまり……？

ＧＭ：そう、フェリタニアを含ふくめ、この四人の種族はエルダだ。




エルダ

　風の時代、精せい霊れいや動物に続いて創つくられた旧ふるき種族。

　彼らは繁はん栄えいを極め、ひとつの時代を築きずいたが、自らが神に創られた存そん在ざいを忘わすれ、驕おごり、増ぞう長ちようしていった。造ぞう物ぶつの権けん能のうを備そなえていたエルダはやがて〝邪じや神しん〟を創つくり出だし、神々との戦いへと突とつ入にゆうした。

　しかしその戦いの末、エルダは神々に滅ほろぼされ、〝邪神〟は世界の外へと放ほう逐ちくされた。




アル：フェリタニアがエルダだって話は前に聞いたな。

ナヴァール：そっちの三人もエルダってことは……フェリタニアがウルフリック側に寝ね返がえったあともついてきた部下かなにかってことか。

ＧＭ：そのとおり。フェリタニアと一いつ緒しよに、ウルフリック側へ寝返ったのだ。

ナヴァール：なるほど、納なつ得とくした。ところで、この場にいる人たちは、ピアニィ様の吸きゆう収しゆう能のう力りよくにやられてしまったりしないのか？

ＧＭ：この場にいるのは、〝神喚者〟と同じくらい強い人ばかりなので、大だい丈じよう夫ぶです。

ナヴァール：とりあえずは逃にげ出ださなくても大丈夫そうですよ、ピアニィ様。

ピアニィ：よかった！（笑）

ＧＭ：説明はこのくらいにしておこう。キミたちが突とつ然ぜんの出来事に戸と惑まどっていると、ウルフリックは跪ひざまずいたまま、あらためて言う。「神々の戦士よ、どうか我われらに助力を」

ピアニィ：助力といきなり言われても……いったいなにをお困りで……？

ＧＭ：「今、アルディオン大陸は、未み曾ぞ有うの危き機きに瀕ひんしております。この窮きゆう地ちを救うには、神々の戦士の力が必要なのです。何とぞお力をお貸かしください」そして彼は今のアルディオンがいかなる事じ態たいに陥おちいってるのか、くわしく語り始める―――。




　平和だったアルディオン大陸を、魔族の軍勢が突如襲撃したのは一年ほど前のこと。

　海を超えてやってきた彼らの強さは圧倒的で、人類が魔族に滅ぼされるのは時間の問題だった。現げん在ざい、〝神竜王〟セフィロスが率いるセイン軍は必死の抵抗を試みているが、〝邪神の御み子こ〟を基幹とする魔族軍はあまりに強大で劣れつ勢せいを強いられ続けている。

　敵数は無尽蔵にその数を増しており、戦いがこれ以上長期化すれば、敗北は必ひつ至しだ。

　傾いた戦局を挽回すべく、ウルフリックは〝力を持った戦士〟を時の彼方かなたから召しよう喚かんすることにしたのだという―――。




ナヴァール：……魔族との抗争？　我々の時代に残された文献では、アルディオンに魔族が攻めてきたのは、ウルフリックの死後と記述されていたような。

ＧＭ：現代に残された記録が、過去の歴史を正しく書き記しているわけではない……そういうことですよ。ウルフリック帝紀七五年頃に死んだとされていたが……それは表向きのことだったんだ。だが、魔族と戦っているこの帝紀一〇〇年頃、彼はまだ生きている。

一同：なにいっ！（笑）

アル：なんでわざわざ死んだことに……？

ＧＭ：アルディオンに対する魔族の来襲は、神竜王に予言されていた。その対策に集中するべく、彼は王位を退いたんだよ。王として生きているうちは、自由に動くことは難しかったゆえ、表向き死んだことにすることを思いついた……そういうことだ。このことは、エル・ウォーデンと一部のセインだけが知っている。

アル：なるほどな。それで？

ＧＭ：「……そして、我われ々われは考えました。とある儀ぎ式しきを用いて、敵を一いち網もう打だ尽じんにようと。その儀式のために、あなた方に力をお呼びしたのです」

ナヴァール：我々は〝神喚者〟だから、このように召喚されるのは、あり得ぬ話でもない。

ピアニィ：でも、タイミングが微び妙みよう過すぎます。

アル：そうだな。俺おれらには、他にやるべきことがある……が、だからと言って、簡かん単たんに断ことわれる話でもなさそうだ。

ピアニィ：どうしましょう……。

ベネット：ちょっと、あっしらだけで相談するタイムを設もうけてほしいでやんす！

ＧＭ：「わかりました。極力早く、できれば三分以内でお願いします」

一同：三分っ!?


ＧＭ：冗談です。でも、ウルフリックたちに時間があまりないってことだけはうかがえる。

アル：じゃ、壁かべ際ぎわに固まって俺らだけでちょっと相談しよう。……おい、どうするよ。俺はなにがなんだかよくわからねぇんだけど。

ベネット：くくく、つまりでやんすな？　あっしらは時間を飛び、過か去こにやってきて……このウルフリックと出会ったでやんす。

一同：そこからっ!?（笑）

アル：お、おう……（笑）。過去、ねえ……と、あえて言ってみる（笑）。

ベネット：ほう、時間跳躍を信じないと！　ふっふっふ、あっしはこれが初めてじゃないから、素直に理解できるでやんすよぉ？

ピアニィ：なんでドヤ顔……（笑）。

アル：ベネット……。

ベネット：ふあ、信じてない？　信じてないでやんすね？　では、これを読むといいでやんす……と、『アリアンロッド・サガ・ファンブック　Heartbreak Memory』を渡わたすでやんす。




　メタなことすんな。




ナヴァール：では、その本をめくって、ベネットの手をガシッと握にぎり……ベネットが過去に行ったという話は、本当だと思っていた……！　と、言おう。うん。

ベネット：つまり、今まで信じてなかったでやんすね……？（笑）

ナヴァール：ともかく、ベネット殿どのは〝旅人の石〟の力で過去へ飛んだことがあるようだが、今回は、それとはちがう。ウルフリック殿が、我らを召喚したらしいからな。

アル：……まあ、過去に飛ばされたのはわかった。でも、俺らは過去にかまってる場合じゃねぇだろ？　一いつ刻こくも早く俺らの時代のアルディオンをなんとかしないと……。

ベネット：それはそのとおりでやんすが、前に過去へ飛んで現在へ戻もどってきた時には、時間の経けい過かはなかったでやんす。すさまじく焦あせる必要はないと思うでやんすよ。

アル：その辺の難むずかしい話はよくわからねぇ。それに、今回もそうだとは限らないだろ？

ベネット：そりゃまあ……。

アル：それ以前にな、俺は過去がどうなっているかより、現在のことの方が大事だって言ってんだ。

ナヴァール：アル殿の言い分にも一理ある。……ウルフリック殿、私たちは他になすべき使命がある。すぐにでも元の場所に帰りたいのだが。

ＧＭ：ウルフリックは困こまった顔になる。代わりにヒューバードが代弁するように言った。「申もうし訳わけありませんが、あなた方に選せん択たくの余よ地ちはありません」

ナヴァール：……我々の帰し方がわからないとか、そういうオチか？

ＧＭ：「いいえ。ただ、あなた方の助力を得られなければ、儀式ができず、我々は魔族軍に敗北するでしょう。そうなれば、アルディオンは滅ほろびてしまうかもしれない。だから、おいそれとお帰しするわけにはいかないのです」毅き然ぜんとした顔で言う。

アル：状じよう況きようが切せつ迫ぱくしているのは、俺らも同じだ！

ナヴァール：アル殿の言うとおり。私たちには、帰き還かんの手しゆ段だんがない。ウルフリック殿、これでは脅迫に等しい交渉ではありませんか？

ＧＭ：「それだけ、我々も必死なのです」

ベネット：くっくっく、ご安心めされい。こんな時のために、あっしは〝旅人の石〟を持っているわけで……っ！　さあ、今こそあっしらに協力すべきところでやんす……っ！

ＧＭ：〝旅人の石〟は黙もくして語らない。

ベネット：おい―――っ!?（笑）　お前、本当に自分の都合でしか動かない奴だなっ!?（笑）

アル：ベネット……（笑）。でも、ナヴァールの言うとおり、交渉にならないな。

ピアニィ：（ちょっと考えてから）でも、協力は必要だと思う。もし、過去の世界でウルフリックさんたちが負けたら、あたしたちの……現代の世界もひどいことになりませんか？

ナヴァール：……それはなんとも言えないな。我々の知る歴史では、魔族の侵攻は、ウルフリックの死後に起こった出来事だからな。そのうえで、彼を失えば魔族に対してさらなる劣勢を強いられるのはまちがいなかろう。

アル：……まあな。

ピアニィ：そこでどうでしょう、ウルフリックさん。交こう換かん条じよう件けんを飲んでいただけませんか？

ＧＭ：「交換条件？」

ピアニィ：あたしたちがウルフリックさんに協力して問題が解かい決けつしたら、ウルフリックさんもあたしたちに協力してくれるっていう……。

ナヴァール：それはいい案です、ピアニィ様。あとでウルフリック殿が手伝ってくれるのならば、こちらとしても心強い。

アル：なるほど。俺、フェリタニアへのコネクションを［取引］で取得してるから、この案はおいしい（笑）。直ちよく接せつ的てきな協力でもいいし、アイデアを出してくれるだけでもいい（笑）。

ＧＭ：では、ピアニィの提てい案あんに、ウルフリックは少し考え込み、小声でフェリタニアとなにやら言葉を交わす。

ピアニィ：……ダメ、ですか？

ＧＭ：「……いいえ、ただそれに返答するには、お聞きしなければいけないことがあります」　そう語る彼の言葉を継いで、フェリタニアが不安げな表情で尋ねる。「……あなた方が抱える窮地とは、いったいどのようなものですか？　おそらくは、みなさんの世界に起こった災厄なのでしょうが……」

ナヴァール：……ええ。我々の世界では、国家同士……すなわち人間同士が相争っております。だが、歴史の裏には魔族や妖よう魔まが存在し、戦乱を作り出しています。今、我々は歴史の陰に蠢く敵と戦っているのです。

アル：……おい、フェリタニアに「お前がすべての黒くろ幕まくなんだ」と言わないのか？

ナヴァール：その件に関して話すのだとしたら、もう少し様子を見てからにした方がいい。今ここにいる彼女が味方と決まったわけではない。伝えるのはいつでもできる。

アル：……たしかに。

ナヴァール：ともかく、聞かせたくない話だけよけて、起こっている事象を正確に伝えたということでいいかな。

ＧＭ：ＯＫ。ナヴァールの説明を聞くと、フェリタニアは悲しげな表情を見せる。「……そう。とても大変な事態になっているのですね」

アル：元げん凶きようはお前なんだよ……っ！（笑）

ベネット：殴なぐりたくなる……っ（笑）。
















ナヴァール：まあまあ。この時代のフェリタニア様は、我々が出会ったフェリタニアとはちがうようなので、我が慢まんするのだ（笑）。

アル：で！　回答は！（笑）

ＧＭ：相談中だ。フェリタニアが、ウルフリックの耳元に口を寄せてなにか呟くと、彼は優しい微笑を浮かべて応える。「……うん。そうだね、フェリタニア」　そして、彼女の肩かたを抱だき寄よせ……「わかった。そうしよう」　その言葉に、上目遣いに微笑み返すフェリタニア。いちゃいちゃ。

ベネット：くっ、目の前でいちゃつきやがって！　ふたりとも爆ばく発はつしてしまえ……っ（笑）。

アル：今はいちゃついてる場合じゃないだろ！（笑）

ナヴァール：ピンチの時ほど、家族愛を確かく認にんするのが大事なのだよ。ほら、アメリカンドラマの展てん開かいだと、よくあるだろう？（笑）

アル：まあ、いいや（笑）。で、こっちの状況はわかったな？　こんどはそっちの番だ。俺たちもあんたらに協力できるかどうか、具体的な話を聞かせてもらえないと返事できない。

ピアニィ：あ。さっき魔族と戦ってるって聞いたけど、あたしたちが具体的になにをすればいいのか、聞いてませんね。

ＧＭ：「……たしかに」

ナヴァール：必要な情報を、まとめてもらえると助かります。

ＧＭ：「先ほど話したとおり、我々は魔族との抗争に突入しています。そして、人類勢は窮地に立たされており、近く大決戦が行なわれます」

アル：近くというと？

ＧＭ：「具体的には、明日です」

一同：明日ぁっ!?


アル：早いよっ!?（笑）

ベネット：ちょっと！　準じゆん備びとか間に合うんでやんすか!?（笑）

ＧＭ：「こちらの準備は、すでに整っています。むしろ、決戦に必要なもの……その最後のピースがあなた方なのです」

ピアニィ：あたしたちはなにも準備してないんですけど……（笑）。

ＧＭ：「いえ、みなさんの役目は、儀式の最中に私を守っていただくこと。ですから、大がかりな支し度たくは必要はありません」

ナヴァール：……儀式？

ＧＭ：「ええ。先ほどお話したとおり、魔族……〝邪神の御子〟の勢せい力りよくに対し、我々は劣勢を強いられています」

ナヴァール：……それに対抗するための、〝儀式〟ですな。

ＧＭ：ウルフリックは、こくりと頷いて言葉を続ける。「敵勢力の中心には、〝邪神の御子〟の存在があります。〝邪神の御子〟が、敵全体の統制を取っているゆえ、あれだけの力を発揮できている、と言っていいでしょう。逆に言えば……」

ナヴァール：〝御子〟さえいなくなれば、統制は取れなくなる。

ＧＭ：「そのとおりです。頭を失えば、敵勢力は瓦が解かいしましょう」

アル：頭を失えば……って、どんな儀式だ。

ベネット：呪い殺すとか。

ＧＭ：ちげえ！（笑）　殺さなくても方法はあるだろう！

ピアニィ：……あ。もしかして〝邪神の御子〟を……封ふうじる？

ＧＭ：「さすがですね。そのとおりです」

ベネット：〝御子〟を封じる……どこかで聞いた話でやんすが……（笑）。

アル：ああ……（笑）。で、どこに、どうやって封ふう印いんするんだ……？

ＧＭ：「封ふうじる場所は……私の体内です」

アル：やっぱりそう来るのか！

ＧＭ：「ええ。竜りゆう輝き石せきの力を使い、私の中へ封ふうじ込こめます。……ただし、セフィロスも一緒に、となりますが」

ナヴァール：体内に〝邪神の御子〟と〝神竜王〟セフィロスを取とり込こみ、〝邪神の御子〟の力を〝神竜王〟の力で相殺し続ける……そういうわけですな。

ＧＭ：「……？　あまり驚かないのですね。この世界の守護竜たるセフィロスを封じる計画だというのに」

ピアニィ：いえ……（笑）。

ナヴァール：理屈は、理解できますゆえ……（笑）。

ベネット：あー……ピアニィ様が〝四宝の試み〟をした時、セフィロスと〝邪神の御子〟がからみあうように開封されたのは、このウルフリックの計画によるものだったでやんすか。

ＧＭ：おお、そういうこと。




　第七巻『終末のエンプレス』参照である。




ナヴァール：神と魔の封印、か。この謎の技術はいったい誰が……。

ＧＭ：「技術の根幹は我が妻、フェリタニアがもたらしたものです」

ナヴァール：エルダの知識か……。

ベネット：ともかく、ウルフリック殿。〝邪神の御子〟がいなくなったところで魔族軍を一気に叩たたこうって策でやんすな？

ＧＭ：「そうです。ただ……儀式の間、私やフェリタニア、そして部下の三人は儀式に集中するため、身動きできない状況となります。当然、儀式の中心にある私への攻こう撃げきは熾烈を極めるでしょう―――」

ピアニィ：あ、だからその間、あたしたちが守ると……。

ＧＭ：「はい。運命をひっくり返すほどの力を持つ、神の戦士が必要だったのです」

ナヴァール：だが、ウルフリック殿には、力ある部下がたくさんいるだろう？　たとえば、エル・ウォーデンとか。
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アル：……それから、テオドールとか、な（ぼそ）。
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ＧＭ：「……テオドール？　なぜその名を？」

ナヴァール：神の戦士ですし、そのくらいの知ち識しきはあるのだよ（きっぱり）。

ＧＭ：「なるほど」と納得し、ウルフリックはステラに目配せをする。彼女はそれを受けて……「儀式を行なうことを知っているのは、実はこの場にいる者だけなの」

ピアニィ：え？

アル：隠かくしているのか？

ＧＭ：「そうよ。セフィロスごと封じようという計画よ？　伝えれば、おそらくは反対する者も出てくるわ。でも、これ以外の打だ開かい策さくは浮うかばない。ゆえに、みなには内ない緒しよで、儀式を決行しようと考えているの」

ナヴァール：このステラ、しゃべりかたがフランクだな（笑）。

アル：だが、テオドールや、エル・ウォーデンにまで伏ふせる必要は……。

ＧＭ：「堅かた物ぶつのエル・ウォーデンや、我の強いテオドールは、他の手段を執とるべきだと言うでしょう。議ぎ論ろんとなれば、儀式が遅おくれてしまう。戦局が取り返しのつかないところまで進んでしまう前になんとかする必要があるのです」

アル：……。

ナヴァール：当事者のひとりであるセフィロスは、それでいいと？

ＧＭ：「ええ」

ピアニィ：ひどい目に遭あわされたあたしとしては、ちょっと考えちゃいますが……（笑）。

ナヴァール：ちょっと相談するシーンはほしいな。決行は明日だったな。今こん晩ばんは自由に時間が使えるのか？

ＧＭ：うん。このあと、ウルフリックたちと接せつ触しよくするシーンや、ＰＣ同士で相談するシーンは設もうけるつもりだったんだ。

ナヴァール：了解。では、それで。

ＧＭ：他に聞くことは？

アル：とりあえずないかな？

ピアニィ：では、ウルフリックさん。今はこれで……。

ＧＭ：「わかりました。部屋を用意させます。そこでご相談ください。返事は明日の朝までに聞かせていただきましょう」

アル：……わかった、いいだろう。

ＧＭ：では、ここでシーンを終しゆう了りようしよう！







◆Middle 02◆七〇〇年前の夜に




　七〇〇年前の世界―――決戦前夜。

　ピアニィたちは、旧フェリタニア国・宮廷の一室にて顔を付き合わせていた。

　選ぶべき道はひとつであると、各々が確信するままに。




ＧＭ：では、次のシーンに入ろうか。キミたちは個こ別べつに寝しん室しつをあてがわれるが、相談をするための大きな部屋も一緒に貸してくれたことにしよう。

ピアニィ：はーい。

ＧＭ：ここはＰＣ同士で相談をするシーンだ。イベントも用意してあるけど、先に相談からいっちゃおうか。

ナヴァール：では、私が口火を切ろう。……私はずいぶんと長く生きておりますが、この時代に関する知識はございません。ウルフリック殿たちが秘ひ匿とくしていることもあって、後世に伝わらなかった情報もある。従したがって、どのような結果になったのか、わかりません。ウルフリック殿たちがどうなったのかも含めて、です。

ピアニィ：あたしが知っている「ウルフリックの死し因いん」って、どうなってます？

ＧＭ：記録では、今から二五年前に死んだことになっている。死因について記述はない。

アル：つまり、この戦いの結果どうなるかわからない、か。フェリタニアについては？

ＧＭ：歴史書には「フェリタニア帝国は、ウルフリックの妻つまの名前から取ったと言われている」以外の記き述じゆつは見つからないね。

アル：実際にどんなことをした人か、記述はないのか。

ベネット：つまりそこまで歴史に影響はしないということ！　やはりここは、あの女をぶち殺して未来を変え……。

ナヴァール：いや……その点は考えないことといたしましょう。

ピアニィ：というと？

ナヴァール：たとえば、フェリタニアをここで暗殺したとしても、未来ではちがう誰だれかが同じ役やく割わりを担になっていることも考えられます。もちろん、未来が良くなる可能性もあるにはありますが……。

ベネット：なるほど、それにフェリタニアを暗殺しようとしたら、ウルフリックたちがまちがいなく敵に回るでやんすな。それは避けたいところ（笑）。

ナヴァール：未来が救われる保証があるのならともかく、確実なリターンが見込めない以上、この選択肢はないかと。

ピアニィ：……わかりました。そもそも、あのフェリタニアさん、どうしても悪い人に見えないんですよね……（笑）。それだけでも、倒そうって気にならないですよ。

ナヴァール：は、シナリオの展開的にもありえないかと……（一同爆笑）。

アル：で、ナヴァールの旦だん那なからの話はそれだけか？　俺は、あいつらがやろうとしてる儀式……あれがどうかって思ってるんだが。

ピアニィ：儀式が？

アル：〝邪神の御子〟と〝神竜王〟を人の体内に封ふうじ込こめて相殺する。本当に、魔族軍を瓦解させる方法は、それしかないのか？

ベネット：未来を知ってるあっしらには、よい方法とは思えないという（笑）。

アル：ああ。たしかに封印はできるんだろう。だが、そのせいで、俺らが現在進行形で苦労している。

ナヴァール：ただ、封印をしなければ、魔族軍かセイン軍、どちらかが滅ほろびるまで戦いは続くでしょう。そして、滅びる可能性が高いのが、セイン軍となれば……急いで儀式をしようとしているウルフリック殿たちの気持ちも、十分理解できます。

一同：う～ん……（考かんがえ込こむ）。

ピアニィ：……封印をしたせいであたしがどんな目にあったか、ウルフリックさんに話してしまったら、思いとどまってくれるんじゃないかな？

ナヴァール：それはないでしょう。

ピアニィ：どうして？

ナヴァール：もうひとりの当事者であるセフィロスの賛同を得ていますから。そして、ウルフリック殿はセイン軍が勝てるのならば、自分はどうなってもいいと思っているでしょうな。

ＧＭ：ウルフリックは〝邪神の御子〟を封印して、セイン軍が勝てるのならば、それでいいと思っているだろうね。そして、そのせいでウルフリックが犠ぎ牲せいになったとしても、部下のヒューバードたちは、その遺い志しを継つぐ覚かく悟ごができている。

ナヴァール：そのため、ピアニィ様から助言を受けても「そうなるならば、仕方ない」という反はん応のうしか引き出せないでしょう。

ピアニィ：そうか……。

アル：俺が納得し切れないのは、理り論ろんじゃなくてな。ウルフリックがこんな儀式をしようとしたから、ピアニィを窮地に追い込んだんじゃないかってところなんだ。

ナヴァール：たしかにな。ウルフリックの儀式はきっと成功するのだろうな。〝神竜王〟と〝邪神の御子〟が封印されるのはまちがいなかろう。先ほども話題に出たが、そうでなくては我々の時代で〝神竜王〟と〝邪神の御子〟が封印されていた理り屈くつがつかん。

アル：で、最終的にピアニィが〝神竜王〟と〝邪神の御子〟を吸収してしまうことも確定する、と……。

ベネット：やはり今回は協力せず、儀式を止めた方が（笑）。

ナヴァール：……いや、何度も言うが、ちがう選択肢をとったからと言って、未来……我々の状況が好転するとは限らない。ウルフリック殿が儀式を取りやめたからと言ってピアニィ様が吸収してしまうのを回かい避ひできるとは限かぎらない。

アル：でも、いい方に変わる可能性だってあるぞ。封印されていた〝邪神の御子〟と〝セフィロス〟をエル・ウォーデンが開封しようとしたから結果的にピアニィが吸収能力を得ちまったんだろ？　なら、最初からが封印されてなけりゃ……。

ベネット：アル殿にしては、理り論ろん的てきに考えているでやんすなあ。もっと気分的に考えてもいいんじゃないでやんすか？

アル：気分的？

ベネット：そうそう。フェリタニアを敵だと思っているんだから、敵に協力したくない。そういう感じでやんしょ？

アル：うん、そうだな。そもそも、フェリタニアだけじゃなくて、ヒューバードにベルフトも、俺らにとっては敵だったじゃないか。だから、感かん情じよう的てきになって、ＮＯをつきつけたくなるという……（笑）。

ベネット：そうそう（笑）。




　ほんとに感情だけじゃねえか（笑）。




アル：ちなみに感情的に信しん頼らいできるのは、ウルフリックだけ。なぜなら、あいつだけは敵に回った経けい験けんがないからな！（一同爆笑）

ベネット：それから、もうひとつ。封印っていうのはつまり、きっとピアニィ様の持つ吸収能力と同じもの。あっしらにとって忌いまわしきものゆえ、使ってほしくないでやんしょ？

アル：そうだな。正直、気持ちいいもんじゃないな。

ナヴァール：ならば、素す直なおにウルフリック殿にそのことも説明するのがよいでしょう。儀式の仕組みというか、技術を理解しているフェリタニアがいるのだ。ピアニィ様の吸収能力を解除する方法とかも教えてくれるやもしれん。

ピアニィ：たしかに！　でも、今は現代の世界に戻ることを優先して考えましょう。あたし的には、どうしてもこの時代のフェリタニアさんが悪いことを考えてるように見えません。できれば協力してあげたいです。

ナヴァール：であれば、まず彼らが悪しきことを考えていないと、確信を得る必要がありますな。確信が持てれば協力する……そんな方ほう針しんでよいかと。

ピアニィ：そうですね！　部下の三兄妹からも話を聞いてみたいです。

ＧＭ：ＯＫ。では、それを先にやるかな。方針が決まったところでシーンを終了しよう！







◆Middle 03◆晩ばん餐さん




　ウルフリックたちを信じるに値する、なにか。

　それを得るために、もっと言葉を交わしたい―――。

　ピアニィは素直にそう感じた時、誘いの手はもたらされた。




ＧＭ：では、次のシーンに入ろうか。キミたちが相談を終えた頃……ふいに、部屋のドアがノックされ……。

ベネット：いないでやんす。

アル：間髪いれずてきとーなこと言うなよっ!?（笑）

ベネット：はっ、つい……っ!?（笑）

ＧＭ：……ゴンゴンっ。

ベネット：入ってます。

一同：なんでだよっ!?


ＧＭ：どんどんどんどんどんっ!?


ベネット：ひっ、ひいっ!?　すみません、いるっ、いるでやんす！　丁てい寧ねいにドアを開けるでやんす!!（一同爆笑）

ＧＭ：ベネットがドアを開けると……そこにあったのは、巨体。

一同：巨体っ!?


アル：ああ、ベルフトか（笑）。

ＧＭ：そうだ。そーっと顔を上げれば……仁王立ちするベルフトがギョロリと鬼おにのような形相で見下ろしていた。

ベネット：は、ははは。ご機き嫌げんいかかでやんすかね……？（手もみをしながら）

ＧＭ：「明日は、魔族どもとの決戦だぞ？　もちろん最高の気分さ。なあ、ベネット殿」

ベネット：そこでベルフトにポンと肩を叩たたかれ、壁かべまでふっとびます。ぐはっ、ぐしゃあっ!?（←潰つぶれたらしい）

ピアニィ：え、ええと……ご用はなんでしょうか？

ＧＭ：「明日は当然、我らと共に出しゆつ撃げきされるのだろう？　出撃前夜に酒くらい交わして……と言いたいところだが、ウルフリックから、ピアニィ様たちをもてなしてやってくれと頼たのまれてな。俺は、今晩は酒なしだ」と笑う。

ベネット：え、ええと、あっしらが出撃するかどうかは……。

ＧＭ：「出撃するよな？」

ベネット：その件に関しては、現在検けん討とう中でして……。

ＧＭ：「出撃するよな？」

ベネット：いや、だから、検討中……。

ＧＭ：「なら、あと五秒で結けつ論ろんを出せ。５、４……」（笑）

ベネット：こ、コイツで勘かん弁べんしてくだせぇ！　……と、〝旅人の石〟を差し出すでやんす！

ＧＭ：「おお、竜輝石を持っているとは、さすがは神の戦士。……３、２……」

ベネット：す、ストップ！　ほ、ほら、あっしはこの中で一番の小物！　もっともえらいピアニィ様の意い志しに従したがうしかないでやんすよ！

ＧＭ：「たしかに下したっ端ぱというのは、上の決定には従うしかない。つらいもんだ」

ベネット：わかってくれるでやんすか！

ＧＭ：「わかるぞ。俺も三国一の下っ端と呼ばれる男だからな」

ベネット：あのベルフトがっ!?　うっそぉ！（一同爆笑）

ＧＭ：おい、くだらない話ばかりで、ベルフトが部屋に入れないじゃないか！（笑）

ベネット：「そろそろ部屋に入らせろ」「いや、そういうわけには……」　ぐしゃ。あっしはベルフトに押おしのけられ、赤い染しみになりました。ささ、中へどうぞ（一同大爆笑）。

ピアニィ：ベネットちゃん……（笑）。

ナヴァール：ベネットは、死なないと相手を部屋にいれることさえできないのか（笑）。

ＧＭ：「あー、おくつろぎのところを、大変失礼」　そう言いながら、ベルフトは室内に入る。「我が兄ヒューバードが、神々の戦士たちをもてなしたいと言っていてな。別室で待っているのだが」

アル：ヒューバードとお前は、やっぱり兄弟なのか。

ＧＭ：「ああ」

ナヴァール：ステラも妹君なのか？

ＧＭ：「そうだ」

ナヴァール：四人目のご兄弟はいらっしゃらないのですか？

ＧＭ：「いない。なぜそのようなことを？」

ナヴァール：いえ、別に大した意味はないが……（笑）。

ＧＭ：ベルフトはあらためて、誘さそってくる。「で、いかがかな？」

ピアニィ：あたしが決めちゃっていいのかな……？

アル：いいと思うぜ。リーダーはピアニィだからな。

ピアニィ：忙いそがしくはないのですが、その……。

ＧＭ：「なにか問題が？　この俺にできることがあれば、なんでもするぞ」

ピアニィ：で、では、編あみ物ものをお願いしてもいいですか？（笑）

アル：なんでだよっ!?（笑）

ＧＭ：「ほほう！　神々の戦士は、編み物が趣しゆ味みか。素す晴ばらしい趣味をお持ちだ！」　ベルフトは目を輝かがやかせている（一同爆笑）。

アル：その話題に乗るのかっ!?


ピアニィ：ベルフト兄様を見ているみたいで、あたし、ちょっと嬉うれしいです。あたしたち兄妹がもう一度、仲良くすることは難しいだろうから……。

ＧＭ：では、ピアニィの脳のう裏りに、子こ供どもだった頃に優やさしく編み物を教えてくれたベルフトの姿すがたが過よぎるよ。

ピアニィ：あなたは、あたしの兄にそっくりです。

ＧＭ：「ほう？」

ベネット：この戦いが終わったら、ぜひ会わせてみたいでやんすなあ（笑）。

ピアニィ：趣味も一緒だから、きっと話があうと思うの（笑）。

ＧＭ：「なるほど。では、戦いが終わったらぜひ」　……で、お誘さそいに乗る？　乗らない？

ピアニィ：みんなに「せっかくだから、行ってみたいけど、いい？」って目配せする（笑）。

ナヴァール：では、小さく頷うなずきましょう。せっかくのお誘い、断ことわるわけにはいきませんな。

ＧＭ：「では、こちらの部屋へ」とベルフトが案内するよ。

ピアニィ：ついていきまーす♪
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ＧＭ：とある部屋の前までくると、ベルフトは「連れてきたぞ！」と言いながらドアを開けた。そこで待っていたのは、ヒューバードだ。くまがない、あごひげもない、澄すんだ目をした、奇き麗れいなヒューバードの方だ。（超★さわやかな声で）「お待ちしていました」（一同爆笑）

ベネット：かえってうさんくさいんじゃぁああああああああああぁあっ！（笑）

ＧＭ：そして……「どうぞ、中へ」と、ヒューバードが言った次の瞬しゆん間かんだった。ドン……っ、部屋の奥おくから爆ばく発はつ音おんが響ひびき。黒煙が噴き出した。

アル：敵てき襲しゆうか!?

ＧＭ：ヒューバードは至し極ごく冷静な顔で答える。「―――ああ、いつものことです」

一同：へ？

ＧＭ：部屋の中は爆発による黒こく煙えんで満たされている。豪奢な部屋は一瞬ですすだらけに……。

アル：……一いち応おう、聞こうか。敵襲じゃないなら、この煙けむりはなんなんだ。

ナヴァール：オチが見えたぞ。

ＧＭ：おそらく、ナヴァールの直感は正しい。もうもうと部屋を侵しん蝕しよくする煙の中より、ぶすっとした顔のステラが現あらわれる。

一同：…………。

ＧＭ：ちなみに、その両手は、なにやら焦げた黒い塊かたまりを載せたプレートを持っている。

ピアニィ：やっぱり、ステラ姉様は料理が下手なんですね……（笑）。

ナヴァール：前ぜん巻かんでの回想シーンでは登場できなかったから、今度こそ、私はステラの手料理を食べるぞ！（笑）

ピアニィ：あたしはステラさんを励はげまします。……ステラさん、ドンマイです！

ＧＭ：ステラはうつろな目で、ギギギ……と、ピアニィに顔を向けた。

ピアニィ：ここにいるナヴァールが食べますので、悲しまなくていいんですよ！

一同：押おしつけたっ!?（笑）

ナヴァール：まあ、言い出したのは私自身ですが……（笑）。

ＧＭ：ステラは一〇秒ほど経たってから、無言でナヴァールの方へと視し線せんを向ける。

ナヴァール：……わかりました。ステラ殿の手料理、いただきましょう。判はん定ていだってどんとこい！（笑）

ＧＭ：では、難なん易い度ど20の【精せい神しん】判定をしてもらおうか！（笑）

ナヴァール：ステラが《破は壊かい的てきな料理の腕うで前まえ》というオリジナルスキルを使ってたりしない？　それなら、《ベアアップ》が使えるんだけど（笑）。

ＧＭ：じゃあ、オリジナルスキルを使っていたことにしよう。

ナヴァール：【精神】は14。（ダイスを振ふる）……成功だ。むしゃむしゃ[image: ]ほお張ばる。―――うむ、美味い。

ＧＭ：では、それを口に入れた瞬間、脳天を貫くほどの衝撃が走るが、ナヴァールは見事に耐えきった（一同大爆笑）。むしゃむしゃ食べるナヴァールを見て、どんよりしていたステラの表ひよう情じようが、徐じよ々じよに明るくなっていく。

ナヴァール：完食して……ごちそうさま、と微笑ほほえみかけよう。

ＧＭ：ステラはプレートを落とし、ふるふると震えながらナヴァールの手を取る。「お前は、私の運命の人であるにちがいない……！」（一同爆笑）

ナヴァール：は、きっとそうにちがいないな（笑）。

ＧＭ：ステラはさっと[image: ]ほおを染そめる。「あっ……そ、その、兄が隣の部屋に晩餐を用意しているから、そちらへ……」

アル：お前ら、わかってて料理作らせたのかよっ！（笑）　もう作るなよっ!?（笑）

ピアニィ：ステラさんなりにがんばってるんですよ、きっと！（笑）

ＧＭ：ヒューバードは部屋の惨さん状じようをあらためて見直し、言う。「ははは、この部屋はもう使えそうにありません。別室にておもてなしさせていただきたく思います」（一同爆笑）

ベネット：このヒューバード、やる……っ！　なんと気配りのできる男！（笑）

ＧＭ：では、みんなで別室に移い動どうする。ステラは[image: ]を染そめながらチラチラとナヴァールを見ており、さらにベルフトがニヤニヤしながらその光景をを見守っている（笑）。

ピアニィ：兄妹仲、いいんですね。見ていて嬉しいな……（笑）。
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ＧＭ：さて。別室に案内されると、所とこ狭ろせましとシェフ顔負けの豪華な料理が並ならべられている。

ベネット：そういえば、ヒューバード殿は料理が得意でやんしたなあ。

アル：おい、自分で用意してたなら、わざわざステラに料理させる必要ないだろ……（笑）。

ＧＭ：「我が妹は、手料理で人をもてなすのが好きでして。その厚こう意いを否ひ定ていするのは、兄として忍しのびなく……」ヒューバードは、悲ひ痛つうな表情で目をそらす。

アル：……兄妹関係について、深く突つっ込こむのはやめておくよ（笑）。ちゃんと自分で対たい策さく済ずみなあたりはさすがだ。

ＧＭ：「ウルフリック様から〝客人をもてなせ〟と使命を与あたえられましたゆえ、失敗は許ゆるされぬと。ステラの料理の成せい功こう率りつは一桁けたを切りますので、私が先の先を読み……」

ベネット：あの……ヒューバード殿は、もうちょっと気楽に生きてもいいかと……。

ＧＭ：「ははは、エル・ウォーデンからよく言われます」

ナヴァール：ステラはどうしている？

ＧＭ：すばらしい料理の数々を見て、ステラはどんよりとまた落おち込こんでいる。「兄はいつも、私の料理を独どく創そう的てきだとほめてくれていたのだが」

ナヴァール：お兄様の腕前は特別なので、あなたが悲ひ嘆たんにくれることはない。

ＧＭ：「そ、そうか？　そうだな、ありがとう！」目を輝かせてナヴァールを見るステラ。

ベネット：ステラ殿は、すっかりナヴァール殿に懐なついたようで（笑）。

ＧＭ：では、おいしい食事をとりながら、みんなで談笑をすることに。料理は、キミたちから見れば、古くから伝わる伝でん統とう料理ばかりだが、味はとてもいい。

ベネット：ああ、七〇〇年前の料理しかないってことでやんすな（笑）。

ＧＭ：食事の最中、ヒューバードたちは「ふだんはどのような生活を？」「そちらはどのような冒ぼう険けんを？」などなど……興きよう味み深ぶかそうにいろいろ聞いてくるな。

ナヴァール：重要な部分は伏ふせつつ、こちらの事情を大おお雑ざつ把ぱに説明したりしよう。そちらと大差ない生活かと思う。宿しゆ敵くてきが魔族なことも変わらない。

ＧＭ：「……なるほど、そちらも魔族と戦いをしていると。お互い大変ですな」

ナヴァール：ところで、あなた方は強いのか？　ヒューバード殿が魔ま術じゆつに長けていたり、ベルフト殿は武ぶ力りよくに優すぐれていたり、ステラ殿は戦せん略りやく家かだったりしないか？（一同爆笑）

アル：おい、指摘が具体的すぎるだろう（笑）。

ＧＭ：「ははは、まるで見てきたかのように語りますね。まあ、たしかにおっしゃるとおりですよ」と笑う。

ピアニィ：……本当に、ヒュー兄様とそっくり。

ＧＭ：そのピアニィの発言に、ステラが笑顔で問う。「ほう、あなたにも兄上が？」

ピアニィ：ええ。兄や姉がいまして……ちょうど、みなさんにそっくりなのです。

ＧＭ：「なるほど。きっと、その三人もさぞかし兄妹仲がいいのだろうな」

ピアニィ：え、ええと……は、はい、そうなんです！（視線を逸そらす）

ＧＭ：「我が兄ヒューバードは、人々の信頼が厚あつくてな。ウルフリック様がいなければ、兄がこの世を統すべていたと思っている。……まあ、身内びいきの感想だが」

ピアニィ：…………そ、そうですね！

ＧＭ：「今の相づち、ためらいがなかったか？」（笑）

ピアニィ：い、いえいえ。あたしの兄も、きっと立派に国を治めるようになっていたかもしれません。（小声で）……ちゃんと悔くい改あらためることができていたなら。

ＧＭ：「なっていたかもしれない？」　小声の部分は聞き取れなかったようだ。

ナヴァール：ピアニィ様は少々わけがあり、ご兄姉と離はなれているため、近きん況きようを知らないという意味だ。深い意味はない。

ベネット：ナヴァール殿、ナイスフォロ―――っ！

ピアニィ：あ、そ、その……昔は、みなさんみたいに、仲良しだったです！

ＧＭ：一方……ベルフトは、じっとアルを見ていた。「……ところでそこの無口な御ご仁じん」

アル：……アル、だ。

ＧＭ：「アル殿は、剣けん士しとお見受けするが、ちがうか？」

アル：いや、正せい解かいだ。

ＧＭ：「やはりか。俺は強いヤツに興きよう味みがあってな」

アル：こっちの世界にも、お前によく似たヤツがいるよ。

ＧＭ：「ほほう？」とずいっと身を乗り出すベルフト。「そいつは、どれくらい強い？」

アル：けっこう強いが……ま、どちらが強いかはわからねえな。ただ、あんたの方が話しやすいな。

ＧＭ：「はっはっは！　では、そいつより俺が勝っているということだな」

一同：なんでっ!?（笑）

アル：なんでも勝たないと気が済すまないのか（笑）。

ＧＭ：「ところでお前……珍めずらしい剣けんを持っているな」

アル：あ、しまった、という顔になる。……これは師し匠しようから受うけ継ついだものなんだ。

ＧＭ：「ほう。さぞかし名のある師匠だったのだろう。それと同じ剣を、仲間のテオドールって奴が持っていてな。その二刀───それぞれ世界にひと振ふりしかない剣だと思っていたが……まさか、もうひと振りずつあるとはなあ」

アル：そ、そうだな……（小声で）……きっとお前が見たのと同じ剣だ……（笑）。

ＧＭ：「俄が然ぜん、お前に興味が湧わいてきたぞ！　なにしろ、最高の剣士の証あかしであり、選ばれた戦士のみが持てるはずの剣を、持っているのだからな！」

アル：えーと……俺も、似たような話を聞いている（笑）。でもひと振りしかないと言われてたって、案外偽にせ物ものが出回ってたりするもんだろ？

ＧＭ：「む？　そ、そうなのか……？」　ベルフトは、ガッカリした（一同爆笑）。

ピアニィ：ベルフトさん、かわいいです（笑）。

アル：かわいそうだから……ほ、ほら、別の世界だから、似たような剣があってもいいんじゃないか？　とフォローしておく（笑）。まさか、あんたの知り合いが俺の師匠なんだよとも言えないしな。

ＧＭ：「なるほど、そういうものか。だが、お前がすばらしい剣士であることはまちがいないだろう？　もしよかったら、明日の戦いが終わったあとに、一度剣を交えてくれないか？」

アル：ああ、それくらいおやすいご用だ。

ＧＭ：ベルフトは小指を差し出した。「……約束だ」

ベネット：指切りげんまん!?（笑）

アル：なんで……っ!?


ＧＭ：しかも、なぜか[image: ]を赤く染めながら。

アル：なんでだあっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：「好きなのよぉ……強い、男が」

アル：その口調はなにっ!?（笑）

ベネット：や、やばいでやんす……っ！　こ、このままではアルが危険な世界に！（笑）

ピアニィ：そ、そっちの趣味の人ぉっ!?（大爆笑）　なんかオネエっぽいよっ!?

ナヴァール：というか、この時代にも指切りなんてものがあるのだな（笑）。

アル：こ、これは恥はずかしい……。だが、やらないともっと大変なことになりそうだから、ゆ、指切りするさ……！（笑）

ＧＭ：（ドスのきいた声で）「[image: ]ついたら針はり千せん本ぼん飲ますっ!!」（一同爆笑）

アル：指切りはいいが……俺たちも、自分たちの世界の危機に直面してる。もし、明日の戦が終わったあと、すぐに帰還なんてことになっても恨うらまないでくれよ？

ＧＭ：「その場合は、残念だが諦あきらめるさ」

ピアニィ：ベルフト兄様がアルと指切りした！　あたしでも、ベルフト兄様とやったことないのに……っ!!（笑）

ＧＭ：「なんだ、仲間はずれが寂さびしいか？　お前も俺とひと勝負するか？」と小指をピアニィに差し出す（一同爆笑）。

ピアニィ：優やさしいの？　恐おそろしいの!?（笑）

ＧＭ：「俺は強いヤツと戦うのが好きなだけだ」

ピアニィ：ううう～……（笑）。

ＧＭ：賑にぎやかなピアニィたちを見ていたヒューバードは、一番年長者であるナヴァールに向かって話しかける。「なかなか面白い方々ですね」

ナヴァール：ヒューバード殿は、年の割わりに落ち着いていらっしゃるようだ。

ＧＭ：「いえ、それほどでも」

ナヴァール：あなたはいい王になれただろうに。……いや、どちらかといえば、あなたは宰さい相しように向いている、か？

ＧＭ：すると、ヒューバードはくすりと笑う。「初めて会うというのに、あなたはよくわかっていらっしゃる。自分でも、そう思っています」

ナヴァール：ほほう。

ＧＭ：「ウルフリック様がいらっしゃるからこそ、私の能力も輝かがやく。彼には、とても感かん謝しやをしています」　ヒューバードは穏おだやかな表情をしている。

ナヴァール：ところで、ヒューバード殿の目は、人を操あやつる能力を持ってそうだったりしないか？（一同爆笑）

ピアニィ：ナヴァール……そんなことを気にしてたの!?（笑）

ナヴァール：前の巻かん、ヒューバード殿の《人形遣つかい》によって、私はピアニィ様から攻撃を受けましたからな。気になって当然かと（笑）。

ＧＭ：ヒューバードの目はとても澄んでいる。邪念の欠片もない！（断言）

ナヴァール：《人形遣い》を持っているかどうか、教えてもらえないかな？　ほら、今回は協力者だから、ね？（笑）

ＧＭ：「敵を欺あざむくには、まずは味方から。私がどのような能力を持っているかお教えできないのは、仲間を戦いを勝利に導みちびくため。ご容よう赦しや願いたい。ええ、決して、持っている能力が考えられてないとか、そういうことではございません」（一同爆笑）

ナヴァール：わかりました（笑）。……なるほど。私とあなたが戦うことは、永えい遠えんにない。聞く必要もなかったな。失礼した―――と、苦笑しよう。

ＧＭ：「ええ、そうありたいものです。あなた方がどういった結論を出すのかはわかりませんが……我々は、あなた方から助力をいただきたく思っています」

ナヴァール：ヒューバード殿……。

ＧＭ：「なんらかの決意を胸むねに、ウルフリック様は明日の戦いと儀式に赴おもむかれようとしています。決意の固さは、あなた方を召喚したことからも、わかるかと思います。……どのような結末が待ち受けているかはわかりませんが、どうか、ウルフリック様にお力添えを」

ナヴァール：ん？　どのような結末が待ち受けているかはわからない、と言っているということは、ヒューバード殿は、儀式が成功しないかもしれないと思っている？

ＧＭ：そうだね。その可能性は考えているようだ。

ナヴァール：……ヒューバード殿は、なぜ、ウルフリック殿の願いが実じつ現げんしてほしいと思っているのだ？

ＧＭ：「ウルフリック様こそが王の中の王だからです。ウルフリック様を王とすることは、私の目的であり、願いでもあるのです」

ナヴァール：だが、邪神を呼よび込こんだのはエルダ……つまりあなた方の同どう胞ほうでは？

ＧＭ：「そうかもしれません。ただ、ウルフリック様と出会った瞬間に、わかったのです。彼に従したがい、尽つくすことが、我が使命であると。私の直感なのですが」　もちろん、口先ではそう言っているだけで、ウルフリックの言動に感かん銘めいを受けたのかもしれないけどね。

ナヴァール：なにごとにも、失敗の可能性はつきまとう。儀式が失敗する可能性もあるだろうに、それでも、儀式の決行を願うのか？

ＧＭ：「ウルフリック様を王と崇あがめると決めた時から、なにがあってもあの方の決定に従い、支ささえ続けようと決めたのです。彼こそが、アルディオンに真の平和を……ひいては、すべての人に希望をもたらす存在になると思っています。それは、私だけではなく、ベルフトもステラも同じです」

ナヴァール：……なるほど。

ＧＭ：「私が死して、生まれ変わったとしたら……再ふたたび、ウルフリック様に仕えたい。そんな夢ゆめを抱だいていますよ」と意味ありげなことを言う。もちろん、ヒューバードに他意はなさそうだけどね。

ナヴァール：そうか。

ＧＭ：「ええ。……私からお伝えできるのは、このくらいです」と笑う。ベネットは……さっき、ベルフトと攻こう防ぼう戦せんを繰くり広ひろげたし、今さら話すこともないな（笑）。

ベネット：ええっ、なんたる扱あつかい!?　……ふっ、いいでやんす。あっしはパインサラダを食べる約束をしておくでやんす。それだけで十分でやんすよ……。

ピアニィ：ベネットちゃん、さりげなく死し亡ぼうフラグ立てないで!?（笑）

ベネット：だって、ピアニィ様が置かれている状況を考慮すると、明日の儀式は絶ぜつ対たい失敗するでやんすよ！　だったら、今のうちにいっぱいフラグを立てておきたいでやんすよ！（一同爆笑）

ＧＭ：フラグ立て遊びか……突然言われても、ぱっとは浮かばないぞ？（笑）

ベネット：そうでもないでやんすよ？　ベルフト殿に向かって……儀式を無事終えたら、故こ郷きように帰って結けつ婚こんするとかしないでやんすか？

ＧＭ：「結婚には興味がない。俺が興味あるのは、強者との戦いのみ」

ナヴァール：マジレスだ。

ベネット：ちょっとくらいフラグ立て遊びにつきあってくれぇっ!?（笑）

ＧＭ：「……ふうむ」と、ベルフトはベネットの要求を真しん摯しに受け止めて考かんがえ込こみ……。

ベネット：あ、いや、そこまでマジにならなくとも……。

ＧＭ：「うむ、そうだ」　ぽんと手を叩たたくと、ベルフトは奥の部屋にひっこみ、がさがさとなにかを物色し……戻ってくる。力強くにかっと笑いながら……どん！　と、彼がテーブルに置いたのは、一本の酒さか瓶びんだ。

ベネット：酒……？

ＧＭ：「こいつはな、この戦いが終わり、世界が平和になったら開けようってウルフリックと約束していたとっておきの酒だ」　ちなみに、古エルダ酒という。

ナヴァール：もっともらしい名前だ（笑）。

ＧＭ：「今こ宵よいは飲み明かそう！」　酒をつぎ分けていく。

ベネット：ふふふ、飲のみ比くらべでやんすな？　立ち向かうでやんす！　……でも、今飲んだらフラグ立てにはならないような……。

ＧＭ：「ははは、この酒は二本あってな。一本は今日。もう一本は……明日、すべてが終わってから、飲もうじゃないか」

ベネット：よし、立りつ派ぱにフラグが立ったでやんす。

ナヴァール：ベネット……。

ピアニィ：えっと、あたしはヒューバードさんとお話したいです。ほら、ヒュー兄様の暴ぼう走そうを止められなくて、あんな別れになっちゃったから……ちがう人だってわかっていても、もう一度言葉を交わしたくて……。

ＧＭ：じゃあ、兄との確かく執しつから別れについて、話す？

ピアニィ：はいっ！　かくかくしかじかと。

ＧＭ：ヒューバードは、視線も外さずピアニィの話を真摯に聞いて……しばし考えてのちに答える。「あなたの兄君がどのような方なのか、私はわかりませんが……きっと、心のどこかで、あなたが止めてくれるのを望んでいたと思いますよ」

ピアニィ：で、でも……。

ＧＭ：「もし、私があなたの兄君と同じ立場にあったなら、最愛の妹が自分を止めてくれたことを、感謝します。おそらく」

ピアニィ：……。

ＧＭ：「道を誤あやまってしまったことすら気づけなくなっていた兄を、あなたは止めてあげた。そういう風に思うのがいいでしょう」

ピアニィ：「ありがとう、ございます」と呟つぶやいて、ヒューバードさんの手を取って、ポロポロ泣きます。そして、心の中で「ヒュー兄様、ちゃんと止めてあげられなくて、ごめんなさい」って謝あやまります。

ＧＭ：それにはただ微笑み、頷くのみ。「……おっと、スープが冷めてしまいましたね。熱い物に装い直してきましょう」　ピアニィの分のスープを手に取り、席を立つ。歓かん迎げいの晩餐は穏おだやかに進んだということで、シーンを終了しよう。







◆Middle 04◆ウルフリックの部屋で




　楽しい晩ばん餐さん会かいのあと、ピアニィには思うことがあった。

　英えい雄ゆうウルフリック―――彼かれがその心のうちに秘ひめる、真実を。




ＧＭ：次のシーンに入ろうか。キミたちは、ヒューバードたちとの晩ばん餐さんを終え、部屋へと引き上げ……。

ピアニィ：あ、あたし……ウルフリックさんと話がしたいです。廊ろう下かで出会ったり……。

ナヴァール：むしろ、こちらからウルフリック殿どのに会いに行こう。きちんと話がしたいところだ。

ＧＭ：では、そうしよう。ヒューバードたちからウルフリックの部屋を教えてもらい、キミたちはその部屋へと向かっている。宮きゆう廷ていの奥おくまったところにその部屋はあるため、薄うす暗ぐらい廊下を歩いていく―――のだが。

ベネット：だが？

ＧＭ：目的の部屋に近づくにつれ、赤あかん坊ぼうの泣き声が大きく聞こえるようになってくる。

ナヴァール：ふむ、少々嫌いやな予感がしますな（笑）。

ベネット：どうしたでやんすか？　さっさと行くでやんす。

ＧＭ：やがてキミたちは、「ウルフリック＆フェリタニア」と名前が書かれたハート型プレートがかかったドアの前にたどりつく。

一同：…………。

ピアニィ：そ、想そう像ぞうよりもバカップルかも。すごくノックしにくい！（笑）

ベネット：ピアニィ様、ちょっとこのプレート破は壊かいしてもいいでやんすかね？（笑）

ピアニィ：だ、ダメよ、ベネットちゃん。ちゃんとノックして？（笑）

ベネット：オラぁ、ウルフリック！　いるのはわかってんだ、出てこいやコラァ！　ガンガン！（ドアを蹴ける）

ＧＭ：すると、赤ん坊の泣き声に混まじって、バタバタと音が聞こえて……ややあって、中からドアが開かれて、ウルフリックが顔を覗のぞかせる。

ベネット：（きりっと姿し勢せいを正して）は、こんばんはでやんす。

ＧＭ：「―――おや、みなさん。ようこそおいでくださいました」

ピアニィ：夜分遅おそくに突然で申もうし訳わけございません。お話がしたく―――。

ＧＭ：「とんでもない。どうぞお入りください」と、キミたちは部屋の中に招まねかれる。……室内では、むずがる赤ん坊をあやすフェリタニアの姿すがたがあった。その姿は母ぼ性せい愛あいに満ちていて、とても優やさしく感じる。

ピアニィ：わ、赤ちゃんですか？　と、赤ちゃんを見に行きます！

ＧＭ：「ええ。かわいいでしょう？」と、赤ん坊をピアニィに見せるよ。
















ピアニィ：わあ♪　男の子ですか？　女の子ですか？

ＧＭ：「男の子ですよ」

ピアニィ：ね、これって…………ナヴァールなのかな？（笑）

ナヴァール：た、たぶんそうでしょうな（笑）。

ベネット：ナヴァールはドラゴネット。どう考えても実子ではないでやんすな。

ＧＭ：「……ええ。私わたしはエルダ、ウルフリックはセイン。血の絆きずなによる子こ供どもを授さずかることはできなかったの。けれど、〝神竜王〟からこの子を授さずかったんです。これからの時代を担になう、平和の象しよう徴ちようとして」　そう言って優しく笑う。

ピアニィ：おふたりの実子ではないのですか……。

ＧＭ：「血の絆がないだけよ。私たちの子であることに変わりはないわ」　そんな彼女の言葉を受けて、ウルフリックが言葉を継ぐ。「そう。我われ々われが作り出す平和な世界で生きていく、大切な我わが子こ―――次の時代を担う子です」

アル：次の時代を担う子……（笑）。

ベネット：ナヴァールが……（笑）。

アル：ま、まあ、まちがってないが……（笑）。

ナヴァール：今、その子の命を奪うばえば、私の悩なやみも苦しみもすべて消えるのだろうか。

ピアニィ：え、苦しんでたのっ!?　あたしなにかしましたかっ。

ナヴァール：いえ、ステラをいまだ救えてないから、ちょっといじけているだけです（笑）。楽しい思い出もたくさんあるのですから、消えてしまいたいなんて思ってませんよ。

ピアニィ：よ、よかった……！　あの、抱だっこしていいですか？　って、フェリタニアさんに聞きます。

ＧＭ：「ええ、どうぞ」

ピアニィ：ありがとうございます♪　……ナヴァールも、抱だきます？（笑）

ナヴァール：あ、私は気まずくて部屋の隅すみの方にいるので、お気になさらず（笑）。

ＧＭ：では、ピアニィが赤ん坊を抱だくと、むずがっていた赤ん坊はおとなしくなる。

ピアニィ：わ、いい子♪

ＧＭ：その様子を見ていたフェリタニアは、楽しそうな笑顔を見せて……こう言い出した。「いいことを思いつきました！　ピアニィさん、この子の名づけ親になってくれませんか？」

ナヴァール：なんだとっ!?（笑）

ピアニィ：ちょ、ちょっと待って!?　この子、過か去このナヴァールでしょ!?　あたしがちがう名前つけちゃったら、どうなるの!?

ナヴァール：過去か、過去が変わったことにより、私の名前が変わってしまうでしょうな。

ピアニィ：そ、それは困るっ！　いきなり名前と言われも……ア、アルっ、パス！

アル：「ふーみん」とか。




　なんで細川ふみえだ。




ベネット：「とんぬら」とか。




　それは人間の名前ではない。




ナヴァール：そんな名前は嫌だぁあああぁああぁあっ!?（笑）

ＧＭ：「他には？　他人のＰＣの名前を勝手につけるとかなかなかできない体験ですよ？」

アル：菊きく池ちさん！　それ、菊池さんの思いをフェリタニアに代だい弁べんさせただけでしょ!?（笑）

ピアニィ：自分の仲間の名前を挙げるのって、恥はずかしくないですか？　出会い頭に自じ己こ紹しよう介かいしちゃったから、お互たがいの名前わかっちゃってるし。

ベネット：だが、ちがう名前を挙げてしまうと、歴史が変へん更こうされてしまうでやんす。

アル：リプレイ一一冊さつ目にして名前が変更になるとか、斬ざん新しんだ。

ピアニィ：じゃ、じゃあ……この子の名前は……（思案する）。

一同：……。

ピアニィ：ナーヴァスチャン・スタイナール。

一同：ナーヴァスチャン・スタイナールっ!?（笑）

アル：どこから出てきたんだそれはっ!?（笑）

ベネット：よもや、ナヴァールが略りやく称しようだったとは……っ（笑）。

ＧＭ：「な、長い名前ですね……」　困った笑顔を見せるフェリタニアさん。

ナヴァール：……あ、いえいえ、それは我々の世界で「聖せい灰はい竜りゆう」という意味を持つ名前でして。セフィロス様の使徒として、ふさわしき名前かと。

ピアニィ：ええっ！　そうなの!?

ナヴァール：……という風に、でっちあげておけば、向こうも納なつ得とくするだろうと（笑）。

アル：まあ、呼よびづらければ「ナヴァール」って呼よぶといいさ。

ＧＭ：「聖灰竜、ですか。すばらしい名前ですね」ウルフリックは感動しているようだ。

ベネット：ああ、今ここに、ひとりの竜人の人生が決まったでやんすなあ（笑）。

アル：お、面白い……（笑）。

ピアニィ：ナヴァール、ごめんね！　これがあたしの精せい一いつ杯ぱいなの！

ナヴァール：……は、はい（笑）。

アル：俺おれは好きですよ、えーと……ナーバンス……チャン・スタイナー…………ルでしたっけ？（笑）

ピアニィ：憶おぼえてもらえてないっ!?（笑）




　憶えられるか。




ＧＭ：「さて、赤ん坊のことはちょっと横に置いておいて―――」

ナヴァール：お、おいっ！　扱あつかいがぞんざいすぎるだろう!?（笑）

ＧＭ：ウルフリックは「いやいや、超ちよう溺でき愛あいしてますよ？　名前が覚えられなくて面めん倒どうだとか思ってないですよ？」と視し線せんを泳がせる（笑）。

ピアニィ：やっぱり憶えてもらえてない～っ！（笑）




　名前ひとつで大だい惨さん事じである。




ＧＭ：「と、ともかく。なんでしたっけ、なにかご用があって来たのではないですか？」と、ウルフリックは話題を切り替える。なお、フェリタニアは赤ん坊を寝ねかしつけに奥おくの部屋へと去って行った。

ベネット：そうだった。危あやうく真の目的を乗っ取られるところでやんした！（笑）

ピアニィ：……これって、単刀直入に言っちゃっていいかな？

ナヴァール：ええ。その方が話し合いがスムーズに進むと思います。

ピアニィ：では……ウルフリックさん、あたしは儀ぎ式しきを行なうことにあまりいい感情は持っていません。

ＧＭ：まるでピアニィの回答が予よ測そくできていたかのように、ウルフリックは静かに「なぜでしょう？」と問い返す。

ピアニィ：あたしの世界でも、同じような儀式が行なわれたことがあって……。

ナヴァール：もっとも、同じような儀式と言いつつ……我々がやろうとしたのは〝封印〟ではなく、〝開封〟だが（笑）。

ベネット：〝邪神の御子〟と〝セフィロス〟を吸収した、って点は同じでやんす（笑）。

ピアニィ：で、その儀式の終わりに爆発が起こって、国がひとつなくなったことも話す。

ＧＭ：では、彼はキミの言葉を真しん摯しに聞き入った。「なるほど。……では、その結果、どうなりました？　〝神竜王〟、そして〝邪じや神しんの御み子こ〟は封ふうじられましたか？」

ピアニィ：はい。結果的に、ですが。

ＧＭ：ピアニィの言葉を聞いて、ウルフリックは安堵の笑みを浮うかべる。「それを聞いて安心しました。ならば私はなにも迷まよわず、儀式に挑いどめます」

ピアニィ：安心？　迷わず？　なぜですか？

ＧＭ：「アルディオン大陸に人の時代を作り上げるために、〝邪神の御子〟を封じるは必須。あなたのお話で、その確信を得られたからです」

ピアニィ：ウルフリックさん自身に、ひどいことが起こるとしても？

ＧＭ：「私は〝御子〟の封印を成し遂げることができるなら、この身が滅ほろんでもいいと思っています。残していく妻つまと我わが子には、申もうし訳わけないことをしてしまいますがね」と苦笑する。

ナヴァール：ただ、あくまで封ふう印いんであり、〝邪神の御子〟が滅ほろびるわけではない。

ＧＭ：「だが、少なくとも、神魔が多くの人を巻まき込こみ戦いあうという状じよう況きようは回かい避ひされます。それだけでも、価か値ちはありますよ」

ピアニィ：でも、戦いの場が表おもて舞ぶ台たいから裏うら舞台へと変わっただけ。争いの原げん因いんは消えないんです。そして、表舞台で生きる人たちのために、裏舞台でひっそりと犠ぎ牲せいとなって死んでいく人たちが、たくさん出るんです……！

ナヴァール：そしてその表舞台も、人間同士が争う戦乱世界になっているわけだが。もっとも、エストネルの作ったルールに則った戦乱だがね。




　なお、その戦乱世界の主役とも言うべきレイウォール王国と、グラスウェルズ王国の始祖は、共にウルフリックの子孫である。

　帝紀二〇〇年頃、フェリタニア統一帝国の第二王子グリスがレイウォール家を、そして第三王子ベルオートが、グラスウェルズ家を名乗ったのが始まりだ。




アル：……なあ、ピアニィ。

ピアニィ：なに？

アル：この場にはフェリタニアはいない。もう、ぜんぶ話しちまおう。

ＧＭ：「ぜんぶ、とは？」

アル：俺らが「未来」からやってきたってことを話す。これで、ウルフリックたちがやったことが、どんな未来を引き起こしたのか、理解できるよう話せるだろ。

ＧＭ：「あなた方は……未来からやってきた、と？」

アル：ああ。あんたがやったことの影えい響きようを、七〇〇年先で受けるはめになったのが、そこにいるピアニィだ。こいつは今、〝神竜王〟と〝邪神の御子〟を宿している。

ＧＭ：「なるほど、そういう因いん縁ねんによって、あなた方が召しよう喚かんされたのですね―――」

ナヴァール：我々の知っている歴史と、今の状況との間には、若じやつ干かんの差さ異いがある。だから、なにが真実かを話すのは難むずかしいのだが……知っている限かぎりのことは話そう。かくかくしかじかと、概がい要ようをかいつまんで説明する。

ＧＭ：「ほう……〝神竜王〟と〝邪神の御子〟は封印され、魔族のいない大陸として、アルディオンは七〇〇年の時を過すごす。ただ、裏で魔族に率ひきいられた〝バルムンク〟という集しゆう団だんと、セインたちとの暗あん闘とうが繰くり広ひろげられていた、と……？」

ナヴァール：理解力が高くて助かるぞ（笑）。

ＧＭ：「……その未来の大陸では、人々は幸せに暮くらしていましたか？」

ナヴァール：幸せな人もいれば、不幸な人もいる。

ＧＭ：「未来のアルディオンで、人が人として生きているのであれば、私はそれでいい。闇やみに蠢うごめく勢せい力りよくがあろうと、闇に潜もぐり払はらおうとする人々がいる。それで、十分です」

ピアニィ：……。

ＧＭ：「……私ひとりの力で、この世界すべてを平和に導みちびけるなどとうぬぼれてはいません。私の意い志しを継つぐ者たちがいるとわかっただけでも十分。そのためなら、私は犠牲になってもいい」

ベネット：待った！　たったひとりを犠牲にしなきゃ創つくり出だせない平和なんて、あっしは認みとめないでやんす！

ピアニィ：ベネットちゃん……。

ＧＭ：「落ち着いてください。私はなにがなんでも犠牲になろうというわけではない」

ベネット：しかしでやんすな……っ！

ＧＭ：「私は犠牲になる覚かく悟ごもある。ただ、そうならないために、あなた方を召喚したのですよ？　言ったでしょう？　魔族軍の攻こう撃げきから私を守って欲ほしいと」

ナヴァール：……一いち応おう、我々の時代に伝わる伝でん承しようでは、ウルフリック殿が治めていた時代は平和だった、となっている。

アル：たしか、死後もしばらくは平和だったはず。

ベネット：つまり、ウルフリック殿は、七〇〇年間の表面上の平和のために、命を賭とすが、むざむざ犠牲になるつもりはない、と？

ＧＭ：「そのとおりです」

ベネット：……むう。ならば、あっしは一いつ旦たん引き下がるでやんす。

アル：まあ、儀式のせいでウルフリックが死し亡ぼうするわけでもなく、少なくとも七〇〇年、表面上の平和を望むってんなら、俺は明日の儀式に手を貸かしてもいい。

ＧＭ：「ありがとう、アル・イーズデイル」

アル：ただ、七〇〇年後にはすべておじゃんにされちまう。今、アルディオンはエリンから引きはがされようとしている。俺たちは、それをなんとしても食い止めなければならない。

ＧＭ：「……」

アル：七〇〇年後のアルディオンを救うその方法……ヒントでもいい。それを教えてほしい。これが、俺があんたらに手を貸かすための条じよう件けん……提てい案あんできる取引だ。

ＧＭ：「七〇〇年後、また同じことの繰くり返かえし、か……」　ウルフリックは、呟つぶやく。

ナヴァール：むしろ、悪化している。地下に埋うめられた古代兵器を利用して、〝敵〟は大陸をエリンより引きはがそうしています。そうなれば、そこに空いた〝穴〟より魔族が大量に流入してきましょう。そうなれば、世界は終わりです。

ＧＭ：「先ほどから、〝引きはがす〟とおっしゃられていますが……そこがにわかに信じられません。アルディオンには〝偉大なるヒース〟が根付き、大陸をエリンに[image: ]ぎ止めているはずですが……」

ナヴァール：いや、残念ながら……七〇〇年後に〝偉大なるヒース〟は枯かれてしまうのだ。……ま、枯からした犯はん人にんは『ブレイク』のＧＭである鈴吹太郎すずふき・たろうだがな！（笑）

ＧＭ：ウルフリックは笑顔のまま、固まった（一同爆笑）。

ナヴァール：どんなものにも寿じゆ命みようはある。〝偉大なるヒース〟は七〇〇年後に一度枯かれ、新芽が芽め吹ぶいて世代交代をするのだ。だから今も―――。

ＧＭ：「それを聞いて安心しました。ならば、その新芽を植え直せばいい。もし、〝ヒース〟が見つからなければ、偉大なる力を持つ〝もうひとつの石〟……これでも状況は打開できるかと思います。あ、〝もうひとつの石〟について知りたい人は『ゲッタウェイ』第四巻をごらんになっていただければ……」

アル：メタなこと言うなよ！（笑）

ＧＭ：「とにかく〝偉大なるヒース〟を見つけ出し、再ふたたび根づかせること。それでアルディオンはエリンから引きはがされることはなくなりましょう」

アル：だが、ヒースを探し出すのに時間がかかりそうだな。すでにアルディオンは[image: ]はがされかけている。悠ゆう長ちようなことしてる時間はないんだが。

ＧＭ：「ならば、〝神竜王〟の力をお借りしなさい。〝神竜王〟を宿したピアニィさんなら、不可能ではないはずです。大陸を[image: ]はく離りしようとする力を。押おさえ込こむことができるはず」

アル：それは有益な情報だ！（笑）

ピアニィ：でも、どうやってですか？　そんな力を使えと言われましても……。

ＧＭ：「私が〝神竜王〟から授かった、〝神竜王の鱗うろこ〟という神具があります。これを使えば、〝神竜王〟の力を引き出し、増ぞう幅ふくすることができます。〝神竜王〟を宿すあなたならば、とてつもない力を発揮できましょう」

ベネット：そのアイテムを、あなたがお持ちであると。

ＧＭ：「はい。明日の儀式で使用するため、今はお貸かしできませんが……儀式が終わった時にお渡わたししましょう」

ベネット：おお！　ならば儀式は成功させなくちゃいけないでやんすな！

アル：こっちの状況を打開できそうな神具を借りられるなら、全力で協力するさ。

ベネット：モチベーションが上がってきたでやんすよ！

ピアニィ：……最後にひとつだけ、質しつ問もんしてもいいですか？　儀式が失敗したり、ウルフリックさんが亡なくなったり……明日は、悲しい結果が待っているかもしれない。

ＧＭ：「……そうですね」

ピアニィ：それは、フェリタニアさんも、わかっていらっしゃるんですか？　覚悟は、できているんですか？

ＧＭ：「我が妻ならば、覚悟はできていましょう」

ピアニィ：そう、ですか……。

ナヴァール：だが、七〇〇年後のフェリタニア様はバルムンクの〝あの御お方かた〟になっている。一番考えられるのが、負の感かん情じようによって堕おちてしまうことだが……。

ＧＭ：ん？　そのこともウルフリックに話す？

ナヴァール：あ、いや。これはピアニィ様にのみこっそり話す形で。

アル：うん、まだフェリタニアがほんとに味方かわからないからな。

ピアニィ：あとで、ウルフリックさん抜ぬきで、フェリタニアさんと話し合いをしてみません？　その方がよさそう。

ＧＭ：では、このあとにシーンを作るということで……他に、ウルフリックと話したいことはない？

ナヴァール：ピアニィ様、私にはこのふたり……信用できそうに思いますが。

ピアニィ：ですね……しゃべった感じ、なにかを企んでるとか、隠してるとか感じられませんね、ふたりとも。

アル：じゃあ、信じて協力するか？　ヒースのことも教えてくれたしな。

ナヴァール：ピアニィ様がご決断なさっていいのです。いかがしますか？

ピアニィ：うん（ちょっと考えこんで……）。

アル：ま、お前の判断にまかせるよ。俺らはそれに全力でついていくだけだ。

ＧＭ：ウルフリックは、ピアニィを真摯な表情で見て……言葉を待っている。

ピアニィ：ウルフリックさん。

ＧＭ：「―――はい」

ピアニィ：明日、あたしたちは、ウルフリックさんに全力でお手伝いさせていただきます。ちゃんと、協力すべき理由もできましたしね（笑）。

ＧＭ：ウルフリックはほっとしたように笑って……「心の底から感かん謝しやします。そして、あなた方に、期待しています……今も、未来も」　そう述べて、頭を下げた。

ピアニィ：協力すると決めたら、全力でいきますよ？（笑）

ＧＭ：「……では、明日の昼前には出立いたします。今日はごゆるりとおやすみくださいませ」と言ったところで、フェリタニアさんが戻もどってくる。「やっと寝ねてくれたわ。なんだか微び妙みような顔をしていたけど、どうしたのかしら？」（一同爆笑）

ベネット：名前が気に入らなくて、大おお騒さわぎしてたでやんすな……（笑）。

ＧＭ：では、シーンを終しゆう了りようしよう。次は、フェリタニアと会話するシーンを入れよう！

ピアニィ：はーい！







◆Middle 05◆フェリタニアの想い




　約束は、交わされた。

　だが、ピアニィは後ろ髪を引かれるような気持ちが、心のどこかにあると気付く。

　それは、フェリタニアの微笑を見て、気付いたこと。

　ピアニィは、彼女の優しげな微笑に。今は亡き母の面影を見つけていたからだった。




ＧＭ：では、フェリタニアと話すシーンを挿そう入にゆうしよう。

ピアニィ：はーい！　あたしひとりで行きますね。

ＧＭ：全員で割り当てられた寝しん室しつへと戻もどる時に、ピアニィだけが「あたしちょっと寄るところがあるから」と言って抜ぬけ出だした……そんな感じかな？

ピアニィ：はい、そんな感じで！

ＧＭ：一方、フェリタニアも……「あの子もぐっすり眠ねむっていますし、ちょっと外の空気を吸すってきます」と言って、部屋を出る。

ピアニィ：じゃあ、声をかけます。あの……ご一いつ緒しよしてもよろしいですか？

ＧＭ：「いいですよ。じゃあ、参りましょうか」　そう言って、キミはフェリタニアのあとをついて、案内された先は―――。




　フェリタニアが案内したのは、ピアニィにも憶えがある、城しろのテラスだった。

　天を仰げば、満天の星空が世界を覆っていた。

　夢ゆめの中で、ウルフリックとなったピアニィが、民みん衆しゆうへと語りかけていたその場所。

　町まち並なみを見下ろしてみれば、すっかり寝ね静しずまっている。

　フェリタニアは今、ピアニィの隣となりでゆったりと伸のびをしている。

　その横顔を見て、ピアニィは亡なき母、ティナを思い出した。

「なにか、お話したいことがおありのようですね？」

　ピアニィの心中を察しているかのように、フェリタニアはそう切り出した。




[image: ]




ピアニィ：……あたし、見み透すかされてる!?（笑）

ＧＭ：「不思議ですね。あなたを見ていると、とても親しみを感じます」

ピアニィ：そ、そうですか？

ＧＭ：「ええ、とても」

ピアニィ：ちょっと話題を逸そらします！（笑）　その……奇き麗れいな夜景ですね。

ＧＭ：「ええ。これが、私たちが守りたい世界なのです」

ピアニィ：あたしのいる世界では、奇麗な景色は、徐じよ々じよに減へってきています。

ＧＭ：「でも、あなたは平和な風景を取とり戻もどすために戦っているのでしょう？」

ピアニィ：はい。……実はあたし、ここに召喚される前に、夢でこの風景を見ました。その時、「あたしが望んでいる平和とは、このような風景だ」って思ったんです。

ＧＭ：フェリタニアは、ピアニィの言葉を静かに聞いているよ。

ピアニィ：あたしのいる世界では、アルディオンは戦せん乱らんの地になってしまいましたけど……あたしは、あたしがいるべき世界を、平和に導みちびこうと思います！

ＧＭ：「世界から争いが完全に消え去ることはないでしょう。ただ、平へい穏おんを願い、平和を築きずき上あげようとしている人がいるということは、とてもすばらしいことです。数百年先がどうなっているかはわかりませんが、少なくとも、私たち以外の〝平和を願う者たち〟とお話しできたことは僥ぎよう倖こうです」

ピアニィ：フェリタニアさん……。

ＧＭ：「明日の儀式は成功し、戦いに勝つ。そういう希望が持てました」と、彼かの女じよは微笑ほほえむ。

ピアニィ……フェリタニアさんは、この世界が平和であり続けることを、望んでいますか？

ＧＭ：「もちろん。ここからの風景こそ穏おだやかですが、魔族との戦いは続いています。平和な未来を勝ち取るために、私たち……ウルフリックはもとより、ヒューバードたちも戦っています。あなたたちも、同じようなものでしょう？」

ピアニィ：……はい。聞きたいことは聞けたので、話し合いはこんなところです。

ＧＭ：本当にこれだけでいい？（笑）

ピアニィ：え、えっと……ああ、そうだ！　なんだか、実の母と話をしている、そんな気持ちになります。

ＧＭ：「神の戦士から、母のようだと言われるなんて、光栄です」と笑うよ。「風も冷たくなってきました。明日は激げき戦せんになるでしょうし、今こ宵よいはゆっくりとお休みください」

ピアニィ：はい、ありがとうございます。




　冷たくなってきた夜風から逃にげるように、ピアニィとフェリタニアは室内へと戻っていく。

　ピアニィは、先せん導どうするように歩くフェリタニアの背せに、亡き母ティナの姿を重ね見た。

　胸むねに湧わき上あがったのは、懐なつかしい気持ち。それから……えもいわれぬ、不安だった。




ピアニィ：なるほど、お母様の面おも影かげを重ね見ればいいんですね！　じゃあ、部屋への帰り道は……一番やっかいなのは神官ですよね！　だから、最初に狙ねらって……と、意気投合します！（一同爆笑）

アル：なに話してんだよ！（笑）

ＧＭ：「なるほど！　たしかにそのとおりです……っ！」　フェリタニアは、ぽむ、と手を鳴らして微笑んだ。うむ、納得したようだ。

一同：…………。

アル：そ、そうか……きっとこれが代々受うけ継つがれていくんだな……（笑）。

ベネット：ティナ様からの教えは、実はピアニィ様からの……って、タイムパラドクスが起きてしまうでやんすよ！（笑）

ＧＭ：と、とにかく、ピアニィたちが部屋に戻もどり、夜が更ふけていったところで、シーンを終了……。

ピアニィ：あっ、ちょっと待って！

ＧＭ：まだやりたい演えん出しゆつがある？

ピアニィ：いえ。あたし、フェリタニアさんに［好こう敵てき手しゆ］でコネクション取ってるのに、ぜんぜんそれっぽくない関係になっちゃったんで、シーンをやり直ししません？（一同爆笑）

ＧＭ：今さらかよっ!?（笑）

ピアニィ：じゃ、じゃあ、関係を変えてもいいですか!?（笑）

ＧＭ：いいよ。ロールしてもいいし、チョイスしてもいい（笑）。

ピアニィ：（ダイスを振ふる）61。

ＧＭ：えー……［保ほ護ご者しや］？（笑）

ピアニィ：「お母様みたい」って感じているところですから、ちょうどいいですね！

ＧＭ：（笑）。では、ここでシーンを終えて次にいこう！







◆Middle 06◆儀式の日




　翌よく日じつ―――決戦の朝。

　ピアニィたちは、ウルフリックの出しゆつ撃げきに同行していた。

　崖がけの下に広がる平原にて、両軍が相対しているその風景に……ピアニィはかつての戦いを思い出さずにはいられなかった。




ＧＭ：では、次のシーン。時間が一気に進んで、決戦の日。キミたちは、戦場を見下ろす崖の上に立っている……そんな場面からスタートしよう。

ベネット：早っ！（笑）

ＧＭ：崖の上から見下ろす光景は、圧巻のひと言。そう、眼前に広がるのは―――。




　白銀の鎧よろいをまとったセインたちが、平地を埋うめ尽つくしている。

　セインたちが作り上げる白銀の風景の向こう側には、漆しつ黒こくの風景が広がっていた。

　漆黒を形成しているのは、魔族と妖よう魔まの軍ぐん勢ぜい。

　大木のような巨きよ体たいから、人と変わらぬサイズの妖魔まで、数も形も無数。

　……それは、ピアニィたちが〝四し宝ほうの試み〟を行なった時に見た光景と重なって見えた。




ベネット：敵てきが小さく見えるぜ、げへへ。

ピアニィ：七〇〇年前の世界でも、あの時と同じような風景が広がってるんですね……。

ＧＭ：ああ。そして、崖の上は戦場から少し離はなれているのだが、キミたち以外に、ウルフリックとフェリタニアがいる。それから、彼らの護ご衛えいとして、ヒューバード、ベルフト、ステラの三名もいるよ。

ベネット：ここは、儀式の関係者しかいないでやんすな？

ＧＭ：うん。なお、エル・ウォーデンは、戦場の後方で全体の管理をしているので、この場にはいない。

ベネット：というか、この場にいるとうるさいことを言いそうなので遠ざけた……そういうことでやんすな、わかります。

ＧＭ：ノベル版『サガ』の著者である矢野くんとしては、テオドールが今どうしていると思う？

アル：ここにはいないでしょう。戦場はひとつじゃないでしょうから……ちがう戦場にいるはずです。そして、そのことでのちのち後こう悔かいすることになります。

ナヴァール：きっとテオドールは「俺は敵の背はい後ごを突つく」とか言って、離はなれた場所にいたんだな。

ＧＭ：了りよう解かい。前線はまさに戦せん端たんが開かれようとしているよ。




　崖の上からウルフリックが無言で手を挙げると、それを合図として、眼がん下かの平原では戦いが始まった。

　ピアニィたちとなんら遜そん色しよくのないような強さのセインたちと、魔族たちがぶつかり合う。

　剣けんを軽く薙なぐだけで数十体の妖魔を吹ふき飛とばすセインがいるかたわらで、魔族が別のセインを踏ふみつけて殺害する。

　七〇〇年後の人間が見たら卒そつ倒とうするような、地じ獄ごく絵図のような戦場になっていた。




ＧＭ：一方、視し点てんをキミたちに戻もどそう。今のところ、崖の上に敵がやってくる様子はない。

アル：さっさと儀式をやっちまおうぜ。

ベネット：そうでやんすな。

ＧＭ：了解。キミらのかたわらには、つるつるした石で作られた台だい座ざがあるよ。おそらく、キミたちは見たことがあるね。

ピアニィ：見たことがある？

ＧＭ：その台座には装そう飾しよくが施ほどこされ、竜りゆう輝き石せきがはめ込こむ穴あなが七つ空いている。周囲の風景はかなりちがうのだが……かつてピアニィが〝四宝の試み〟に挑いどんだ時に見た、あの台座だ。

ピアニィ：この儀式にあわせて、作り上げたんですね……。

ＧＭ：台座の前には、ウルフリックたちが整列している。「では、儀式を始めましょう」とウルフリックが言うと、みんながいっせいにうなずく。ウルフリックはヒューバードに開始の合図をした後に、キミたちに対してもひとつ礼をして、台座のほうへ向き直った。

ピアニィ：〝四宝の試み〟経けい験けん者しやから申し上げますと、戦せん闘とうになりますよ♪（一同爆笑）

アル：待った！　俺たちがこのあとなにをすればいいか、具体的な説明は受けてないぞ？

ＧＭ：「儀式を始めればヒューバードたちを含ふくめ、私たちは、儀式を成功させるために力を尽くすことになり、他のことに気が回らなくなるでしょう」

アル：ああ、それはわかる。

ＧＭ：「ですが、おそらく、敵も我々の存そん在ざいに気づいてしまうでしょう。そして、儀式を失敗させるために、この場に踏ふみ込こんでこようとするはずです。それを、防ふせいで欲しいのです」

ピアニィ：つまり、この場を守ればいいんですね？

ＧＭ：「ええ、そのとおりです」

アル：敵を蹴け散ちらせばいいんだな。わかった。

ＧＭ：現げん代だいでやったものと少々ちがいはあるが、儀式の進め方は同じようなやり方だね。そう、すなわち―――。




　ヒューバードたちは台座の周りに立ち、魔ま法ほう陣じんを地面に描えがき始めた。

　ウルフリックは、王おう威いの竜輝石をひとつずつはめ込こんでいく。

　……そして、魔法陣が書き上がって、ウルフリックが七つ目をはめた瞬しゆん間かん、魔法陣が淡あわく輝かがやき、光の柱が立ち上った。




ベネット：これって、儀式をやっているのが、バレる気がするでやんす（笑）。

ＧＭ：そうだね。戦場で戦っていた数万～数十万のセインや魔族たちも、いっせいに儀式を感知する―――。




　魔族軍は人間では理り解かいできない言葉で会話を交わす。

　ややあって、魔族軍が、儀式を行なっている崖目がけて、殺さつ到とうし始めた。

　もちろん、セインたちも黙だまってはいない。

　どんな儀式が行なわれているかまではわからずとも、そこにいるのがウルフリックだとわかっている以上、魔族軍を近づけるわけにはいかぬと、次々と防ぼう戦せんの構かまえを取り始めた。




ＧＭ：「ウルフリック様、魔族軍に気づかれたようです」ヒューバードが冷静にウルフリックに申告する。ウルフリックは「わかった」と、答えるだけだ。そして、キミたちに「あとはよろしくお願いします」と言って、再び儀式を進めていく。

ピアニィ：はいっ！

ＧＭ：ウルフリックは古エルダ言葉でなにかを呟く。すると……「汝なんじは扉とびらを開くことを望むものか？」という意味だろう古エルダ語が周囲に響ひびく。それに対して、言葉こそちがえど、ウルフリックも〝四宝の試み〟を受けたピアニィと同じように……「はい、望みます」と肯定の言葉を紡いだ。

ピアニィ：……。魔族はまだここにやってこない？

ＧＭ：その言葉に、ヒューバードが力強い笑みを浮かべて答える。「……大丈夫。敵の到達より、儀式の完成の方が早い。一二分の差で我々の勝ちです！」と……。

ベネット：負けフラグを立てやがった……っ！（笑）

ＧＭ：そうベネットが叫んだ時。突如、儀式の場を三角形に取り囲む形で……すぐ近くに三つの暗黒洞が現出する。

ナヴァール：暗黒洞？　穴？　ということは……。

ＧＭ：そう。そこより、ぞろぞろと魔族・妖魔が次々と這い出してくる……！　ヒューバードは、驚きの声をあげた。「……なんと！　このような形で一二分の差を埋めたか！」

ベネット：お前がフラグを立てるからじゃ―――っ!?

ピアニィ：戦闘ですね！

ＧＭ：そのとおり！　では、ここから戦闘に入ろう！

ピアニィ：はーい！（ぐっ、とダイスを握り込む）







◆Middle 07◆七〇〇年前の、儀ぎ。




　それは、ウルフリックの秘ひめたる決意だった。




ＧＭ：では、説明を始めよう。まず、中央に儀ぎ式しきの場があって、そこにキミたちと儀式を執とり行おこなうウルフリックがいるぞ。そして、先ほど演えん出しゆつしたとおり、そこから15メートル離はなれた三ヶ所からエネミーが出しゆつ現げんする穴あながある。
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ピアニィ：15メートル！

ナヴァール：意外に遠いな。

ＧＭ：そこからエネミーがはい上がってきて、ウルフリックを襲おそおうとしている……そんなシチュエーションだ。儀式が終了するまで、のＦＳ判定をしながら、戦闘を行なうという展開になる。

ベネット：念のために質しつ問もんをしておこう。この穴は攻こう撃げきできるでやんす？

ＧＭ：できない（笑）。なお、出現したエネミーは儀式をしているウルフリックを攻撃しようと動く。便宜上、ウルフリックと呼ぶがここにはフェリタニアや部下の三人もいる。

ナヴァール：なるほど、ウルフリックを守れというわけか。

ＧＭ：そういうこと。ウルフリックは【ＨＰ】五〇〇点、【物理防ぼう御ぎよ力りよく】と【魔ま法ほう防御力】は０だ。

ベネット：なんだか共感できるでやんす。あっしも【物理防御力】は０でやんすからな。

ＧＭ：儀式は三ラウンド目のクリンナッププロセスで終しゆう了りようする。それまでウルフリックを守り、彼かれの【ＨＰ】が１点以上残すのが戦闘の目的だ。

ナヴァール：ＦＳ判定の具体的な内容は？

ＧＭ：（ＦＳ判定のシートをテーブルにおいて）……くわしくはこんな感じ。




　次の図版を参照である。

　ただしセッション時には、イベント１、２の内容は伏せられている。
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ピアニィ：完了値９か、そんなに多くないね。

ＧＭ：なお、進行判定はウルフリックとエンゲージしているキャラクターしか行なえないから、気をつけてほしい。

ナヴァール：このＦＳ判定に成功するとなにかある？

ＧＭ：成功すると、儀式の時間が一ラウンド縮ちぢまるのだ。

ナヴァール：なるほど……すると、ＦＳ判定に成功さえすれば、二ラウンド目のクリンナッププロセスで戦闘が終了するんだな。

アル：進行判定、最初は難易度20の【知力】か。

ベネット：【知力】で20。なかなか素す敵てきな数すう値ちでやんすな……（笑）。

ピアニィ：支援判定も同じ難易度？

ＧＭ：そうなるね。

ナヴァール：問題は、【知力】の一番高いピアニィ様が範はん囲い攻撃も得意だってところ。

アル：そうだな。でも、やらない選せん択たく肢しはないだろ。敵てきを倒たおしても、この戦闘は解かい決けつしないからな。解決が早くなるＦＳ判定は優ゆう先せん順位を一番高く持っていくべきだ。

ナヴァール：アルとベネットはせいぜい、支援だよな。

ベネット：そうでやんすね。まあ、この判定ならピアニィ様は余裕。振ふる前に成功しているレベルでやんすが。

ピアニィ：えへへ……（笑）。

ナヴァール：だとすると、ピアニィ様がやるしかないか……。このＦＳ判定なら、一ラウンドちょいでクリアできるだろうし。

ピアニィ：わかりました！

ナヴァール：まあ、状況によるがな。いきなりウルフリックボコボコにされてヤバイとなったら、敵を倒して手数を減へらそうっていう話になるかもしれない（笑）。

ＧＭ：では、始めよう！　キミたちに守られながら、ウルフリックは古エルダ語の呪じゆ文もんを唱えながら、儀式を進める。その呪文や手順はキミらの知識にはない、古い術式のものだ。

ピアニィ：これがセインの儀式なんですね！

ＧＭ：そうそう。ウルフリックのまわりにヒューバードたちが呪文に合わせて……。

ベネット：（セリフを遮さえぎって）ぐるぐる回りながら、踊っていると。

ＧＭ：そうそう。神に祈いのりを捧ささげつつ、ウルフリックの周囲をぐるぐる回りつつ、激しく腰を振りながら踊り狂って……って、変なことを言うなよっ!?（一同爆ばく笑しよう）

ピアニィ：なにこのあやしい儀式！（笑）

ベネット：『かごめかごめ』を歌いながら、ぐるぐる回っていたり。

アル：なにそれ怖こわい。

ＧＭ：そして、儀式を始めると同時に……上空に虹にじ色いろに光る〝神しん竜りゆう〟セフィロスと、〝邪じや神しんの御み子こ〟らしき黒い靄が、絡み合うように出現……空を覆い隠し、戦場に巨大な影を落とす。

ピアニィ：〝御子〟ってどんな姿か、前の時はわかりませんでしたよね？

ＧＭ：わからないな。まるでモザイクでもかかっているかのようで……。

一同：モザイクっ!?

ベネット：な、なんか卑ひ猥わいなものでも映うつっているでやんすかっ!?（笑）

ＧＭ：いやいやいやっ、〝御子〟はなんというか〝直ちよく視ししがたきもの〟と言いますか……目視しても姿を認識できないと申しますか……！　ともかく、絡からみ合あうように戦っていると思ってくれ！（笑）

ピアニィ：形がぜんぜんわからないんだ。

ナヴァール：定番の西洋風の悪あく魔まって蛇へびっぽいの多いですけどね。

ＧＭ：あ、あとひとつ説明を忘れてた。この儀式が成功すると……つまり戦闘に勝つと、全員のフェイトが１Ｄ点回かい復ふくする。

ベネット：それ大事なところ！（笑）

アル：大事だっ！

ピアニィ：大事ですよっ!?




　いきなり目が血走るゲーマーのみなさんである。




ナヴァール：…………（笑）。

アル：ともかく、３点くらいはフェイトを使っても平気だということがわかった！

ベネット：あ、ちなみにフェイトを回復させるためのダイスロールは、フェイトを使ってもいいんでしょうか。

ＧＭ：いいわけないだろうっ!?

一同：ですよね―――っ！（笑）

ＧＭ：んでは、そろそろ戦闘を開始しよう！




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：まず、セットアップ前にヨナルデパズトーリと、バグベアイェーガー、トロウルニゲレイターが一体ずつ別々の穴に登場。それと、ゴブリン超ちよう集しゆう団だんというゴブリンのモブが、穴ひとつに一グループずつ、計三体登場する。

一同：多いぞっ!?

ピアニィ：どんな感じのエネミーなんですか？

ＧＭ：鳥みたいな姿をした中位魔ま族ぞくと、銃じゆうを持ったバグベア、メイスを構かまえたトロウル、そして超ちよう多た数すうのゴブリンの群むれだ。




ヨナルデパズトーリ

　邪神の化身とも言われる中位魔族。真夜中に悪寒を走らせるような音をたて、この音を聞いた者は病に罹るという。姿は一定ではなく、黒い怪鳥、蛇、首のない朽ち果てた死体などさまざまである。
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バグベアイェーガー

　鋼鉄製の装甲すら貫通する強力なライフルで武装したバグベア。錬金術に造詣が深く、武器の改造なども得意としている。




[image: ]




トロウルニゲレイター

　甲冑に身を包んだ、トロウルの殺戮者。極めて凶暴な性質を持ち、

両手に持ったメイスで敵を粉砕する。ニンジャの技に精通しており、荒々しい性格とは裏腹に、振るう技は驚くほど鋭い。
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●第一ラウンド

▼行動値
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ヨナルデパズトーリ　　　　　　24
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ピアニィ　　　　　　　　　　　21

トロウルニゲレイター　　　　　16

アル　　　　　　　　　　　　　12

ナヴァール、ゴブリン超集団　　７
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ＧＭ：じゃ、セットアッププロセスに入ろう。最初はベネットからだな。

アル：《陣じん形けい》使うか？

ナヴァール：《ヘイスト》使ったあとの方がよくないか？

アル：あ、たしかに。それまでに《間合い》なんかで寄よって来られたらその時はその時で。

ベネット：それじゃ、ギルドサポートは宣せん言げんせず、《マスターテイマー》《コールサーバント》でネコに旅人の石を食わせて、ぱくりんちょって言うと、サンバのリズムでダンスを踊おどって、ンゴトモヨロシク。そういう感じで巨きよ大だい化かする。

ＧＭ：お前がなにを言っているのか、俺には理解できない。

アル：流れだけで実のない会話をするのはベネットの得とく意い技わざだから（笑）。

ＧＭ：それはもうスキルだと思うよ、正直言って（笑）。

ベネット：というわけで、いろいろパワーアップしました。

ＧＭ：次はヨナルデパズトーリ…………（シナリオの紙束を見つめて）…………（笑）。

ベネット：どうしたんですか、急に笑い出して。

ＧＭ：いや、今回はエネミーいっぱい出すんだけど、一定数を超こえると人間のキャパを越こえるというか……データをプリントアウトしてきたんだけど、あまりの量にデータを見失った俺おれがここにいる！（一同爆笑）　えー……スキルを使用する。《夜の斧おのの音》！　斧で木を切るような音が響ひびき、キミたちに悪寒が走る。

ピアニィ：悪寒……っ!?

ＧＭ：シーンの場面（選せん択たく）と【精せい神しん】の対決を行なう。これが通ると、使用するスキルのコストが二倍になる！

ピアニィ：いや―――っ、痛いたい！

ナヴァール：おお、私わたしは今回《ベアアップ》を取得しているぞ！（笑）

ベネット：まさかの《ベアアップ》活かつ躍やくのタイミングが！（笑）

ＧＭ：なお、この効果を受けると、消費するコストが【ＭＰ】ではなく【ＨＰ】になるという素敵な効こう果か。シーン終了まで持続するぞ！

ピアニィ：ええー!?　ガリガリ減へるね……。

アル：解かい除じよする方法はある？

ＧＭ：ないね。【ＨＰ】低い人はご注意をっていう、ベルフトさんの教えですよ。

ナヴァール：血を吐はきながらやるしかないか。

ＧＭ：こちらは４Ｄ＋12。

ベネット：それは無理じゃ―――っ！

ナヴァール：私でも無理だな。ＧＭが酷ひどい目を出してくれなければ。

ＧＭ：あのね、もう厄やくは落とした！　（ダイスを振る）…………出目、９。

ベネット：４Ｄ振ふって９。これは酷い（笑）。

アル：でも、判定値12あるから、達成値は21だ。ぜんぜん無理！




　この判定にベネットとピアニィは失敗。

　アルは《ドラゴンソウル》を使用したが、やっぱり失敗する。




ナヴァール：《ベアアップ》あるんで余裕！（ダイスを振る）……あぶねえっ！　目が低くてぴったり21で勝った！

ピアニィ：ダイス目ひどい……（笑）。

ナヴァール：《ベアアップ》がなかったら直ちよく撃げきだった……。

ＧＭ：これでヨナルデパズトーリは終了。次はバグベアイェーガー。コイツは銃使いだから……。

ベネット：その銃で自分を撃うつんですか？　なんて恐おそろしい。

ＧＭ：テキトーなこと言うなよっ!?（笑）

ＧＭ：《ランナップ》でうしろに下がる意味ないし、《クイックフォージ》《ウェポンフォージ》。（ダイスを振る）……ダメージが17点上じよう昇しようした。

ピアニィ：次はあたし。ダメージあげようか？

アル：《インクリーズデバイス》って、ラウンド持続でしたっけ？

ピアニィ：うん。それか《エンチャントウェポン：光》？

アル：ＦＳ判定成功前ぜん提ていで考えれば、２ラウンドで終わるわけだし、《エンチャントウェポン：光》の方がいいかもな。

ピアニィ：じゃあ、久ひさしぶりの《エンチャントウェポン：光》。コストは【ＨＰ】を消費するんですよね、いま……。

アル：しかも二倍！　もし厳きびしければ使わなくてもいいぞ？

ナヴァール：コストいくつ？

ピアニィ：一いつ緒しよに使う《スウィフトウェポン》と合わせて14。

ベネット：倍にして28点ダメージでやんすな。

アル：使わなくていい（笑）。

ピアニィ：わかった。ごめんね、あたし役に立ってない……（笑）。

ナヴァール：いやいや、ピアニィ様の活躍の場面は、あとでありますから！

ベネット：ＦＳ判定があるでやんす！（笑）

ナヴァール：ＦＳ判定をするだけでもかなり役に立ちます。

ピアニィ：それじゃあ、あたしはなにもせずに終わり。のー、ざんねーん。

ＧＭ：次はトロウルニゲレイター。こいつはセットアップなし。いい子だ。次はアル。

アル：俺もなし。

ＧＭ：次はナヴァール。

ナヴァール：来た、ついにこの時が！　まず《マインドマスター》《コーデックス》《メンターアーツ》。クラス指定はアコライト。さらに《インペレイティブ》でスキルをもうふたつ使う。

ＧＭ：もうやだー。

ピアニィ：えへへへへ（笑）。

ナヴァール：ひとつは《スピリチュアルウェポン》。誰にかける？　アル？

ベネット：範囲攻撃できるならアルの方がいいと思うでやんす。

アル：《トルネードブラスト》を持ってるくらいで、あんまり得意じゃないぞ。

ナヴァール：そうか……悩なやむなー。クライマックスの戦闘なら、悩なやまないんだが。ここだと、ベネットの方がいい気がするな。先せん制せいして攻撃できるし。

ベネット：ひゃっは―――っ！

ナヴァール：ベネットにしておくか。《スピリチュアルウェポン》にケセドの杖つえをベネットに。（ダイスを振る）……成功。武器攻撃のダメージに＋20。

ベネット：うす。

ナヴァール：もうひとつは《ヘイスト》《ポストヘイスト》。えーっと……《コーデックス》の効果で……くそっ、ふざけるな！（一同爆笑）

アル：社長が切れた（笑）。

ナヴァール：ナヴァールのセットアップが長すぎるんだよ！（笑）

ＧＭ：まあ、ともかく魔ま術じゆつ判定してくれ（笑）。

ナヴァール：（ダイスを振る）……ふつうに成功。クリティカルしない。（ダイスを振る）……出目が４。ＰＣの【行動値】に＋14。

ベネット：あっしはこれで51！　速い、速すぎる!!

アル：で、ここのタイミングで《陣形》だな。

ピアニィ：じゃあ、《陣形》使用。あたしは進行判定するから、ここに残る。

アル：他の三人は離はなれよう。




　この移い動どうで、アルはトロウルニゲレイターのエンゲージへ侵しん入にゆう、ベネットはバグベアイェーガーの方へ５メートル前進。ナヴァールは５メートル横に移動した。
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ＧＭ：エンゲージを離はなしたか。

アル：ま、ウルフリックは【ＨＰ】五〇〇点あるし、死ななきゃいいからあまり気にしない。範囲攻撃されて巻まき込こまれる方が痛いからな。いざとなったら《カバームーブ》を使ってかばうつもり。

ＧＭ：なるほど。

アル：この攻撃を受けたらウルフリックは即そく死し、みたいな攻撃が雨あられととんでくるようじゃなきゃ、なんとかなるだろ。

ＧＭ：最後、ゴブリン超集団はセットアップを持っていない。これでセットアップは終わって、イニシアチブ。

アル：《カリキュレイト》を宣言。先に封ふう鎖さしておこう。

ベネット：そうでやんすね。

ＧＭ：こっちはなにもない。

アル：それじゃ、俺のメインプロセス。まず、フリーアクションで大だい天てん魔まの兜かぶとを使って、エンゲージを封鎖する。

ＧＭ：ぐ、封鎖されました。

アル：ムーブアクションで《ファストセット》《バーサーク》。マイナーアクションで《フルスイング》《ツインアーツ》。メジャーアクションで《クロススラッシュ》……んー、《戦鬼》使った方がいいか？

ナヴァール：その方がいいかも。【ＨＰ】減へらないし、フェイトは戦闘後に１Ｄ点回復するし。

アル：なら《戦鬼》。一いち撃げき目めはトロウルニゲレイターを攻撃。（ダイスを振る）……命中51。

ＧＭ：コイツはふつうに避さけるしかない。２Ｄ＋８。（ダイスを振る）……13、命中。

アル：スピリットソードの効果を使用。当たったら必ずスピリットソードを使うから、以い降こういちいち宣言しないぞ。（ダイスを振る）……なんかスゴイ出目。[image: 192]点物理ダメージ。

ＧＭ：【物理防御力】38点だから、[image: 154]点ダメージ。

アル：二発目もトロウルに。死ぬまでトロウルを殴なぐる。

ＧＭ：死ぬまで!?（笑）

ナヴァール：キミが死ぬまで殴るのを止めない（笑）。

アル：二発目で死んだら、余あまった三発目はゴブリンを攻撃するくらいの意味。（ダイスを振る）……クリティカル！

ピアニィ：おー、６が三つだ。

ＧＭ：まあ、避ける、気も、あまり、ない。（ダイスを振る）……出目８。クリティカルせず。

アル：（ダイスを振る）……[image: 194]点物理。さっきとあまり変わらなかった。

ＧＭ：すると、[image: 156]点ＨＰダメージか。累るい計けいダメージ[image: 310]点。まだ生きてるね。

アル：それなら三発目。（ダイスを振る）……クリティカルはせず。56

ＧＭ：いちおう回かい避ひを試みる。空気を読まずにクリティカルを……。（ダイスを振る）……しない、出目７。15で命中。

アル：（ダイスを振る）……うーん、１ばっかり。[image: 181]点。

ナヴァール：[image: 143]点ダメージ？

ＧＭ：ですな。累計ダメージ[image: 453]点。あっはっはっ。アルの高速三連撃で血ち飛沫しぶきとなった。バタリ。

ピアニィ：トロウル、ばいばーい♪

アル：倒したか。《クロススラッシュ》だと倒たおせなかったので、《戦鬼》を切って正せい解かいだったな。

ナヴァール：ちなみにトロウルニゲレイターって何レベルのエネミー？

ＧＭ：えーっと、32レベル。

アル：これで俺は終わり。

ＧＭ：おおう、トロウルがなにもしないうちに死んでしまった。

ナヴァール：さらば、トロウル。

ＧＭ：これで《カリキュレイト》の行動が終わり、ベネットの行動だ。

ベネット：ふっふっふっ、ついにあっしの出番でござるな。さて、誰を狙ねらうか……ヨナルデパズトーリか？

アル：とりあえず、倒しやすいヤツから倒していくのも手だぞ。ゴブリンが一番弱そうだからゴブリンとか。

ナヴァール：でも、毎ラウンドゴブリンが出てきそうな……。

ＧＭ：…………（笑）。

ピアニィ：ゴブゴブ～。

アル：まあ、まだ相手が動いてないからなにもわからないし、勘かんでしか狙ねらいを定められないから好きでいいんじゃないか？

ベネット：じゃあ、せっかく範囲攻撃するためにブーストしてもらったんだし、範囲攻撃しようかな。

ＧＭ：どこを攻撃するんだい？

ベネット：ヨナルデパズトーリのエンゲージでやんす。あいつがなんだかむかつく。具体的に言うと能力がむかつく！

ナヴァール：まあいいんじゃないかな。

ベネット：ムーブなし、マイナーアクションで《ブルズアイ》、メジャーアクションで《ワイドアタック》。《デュアルアロー》でリンメルの矢を二本。（ダイスを振る）……目がいいのに、クリティカルはしなかった。56。

ナヴァール：すごいなー、命中。

ベネット：今回はよすぎた。

ＧＭ：そんなん避ける目ないわ。まずはヨナルデパズトーリ。２Ｄ＋14（ダイスを振る）……出目５、19で命中。

ナヴァール：おしかったでちゅねー。

ＧＭ：ゴブリンさん。避ける気もない。

ナヴァール：避ける気ないのか。

ＧＭ：避ける気ないっていうか、能力足らないっていうか、人生悲観しているっていうか。

ベネット：人生に悲観!?（笑）

アル：またてきとーな発言を……（笑）。

ナヴァール：切ない（笑）。

アル：強く生きようぜ、今から俺たちが殺すけど（笑）。

ＧＭ：２Ｄ＋４。（ダイスを振る）……出目５。両方とも命中だ。

ナヴァール：……あ、《チェックメイト》のことすっかり忘れてた。

ＧＭ：アルの攻撃には必要なかったけど。

ナヴァール：存そん在ざい自体を忘れてたんだよ！（笑）　というわけで、今回は使う。ケセドの杖も使用。（ダイスを振る）……47点追加。

ピアニィ：《ディスコード》を使用します。（ダイスを振る）……18点追加です。

ベネット：《ピアシングストライク》。（ダイスを振る）……あっしは[image: 169]点。合わせて[image: 234]点の〈無〉属ぞく性せい魔法ダメージでやんす！

ＧＭ：ゴブリン超集団は駄だ目め、耐たえられない。ヨナルデパズトーリは……【魔法防御力】62点あるんだ。

ベネット：げぇ、高い！

ＧＭ：なので、[image: 172]点ダメージを受けて耐たえきった。

ベネット：意外に効きかなかった。これはアル先生に斬きってもらった方がよさそうだ。

アル：でも、俺の目の前はゴブリン超集団がいるからな。

ピアニィ：そうだねー。

ベネット：これであっしは終わり。コストで32点も【ＨＰ】が減へった。ぐへー。

ＧＭ：次はヨナルデパズトーリ……じゃなくて、《ヘイスト》で【行動力】が上がったピアニィ。

ピアニィ：進行判定しまーす。えーっと、達成値何点ぐらい必要？

ナヴァール：26点くらい欲ほしいですね。

ピアニィ：……ところで、この進行判定ってどんなことするの？

ＧＭ：まあ、儀式のサポートをすると思ってくれ。

ベネット：「ちょっとこの手順省しよう略りやくできそうなんですけど」「あ、なるほど！」みたいな。

ＧＭ：そうそう、そんな感じだね。

ピアニィ：そっか（笑）。

ＧＭ：この儀式は古エルダ語でやってるんだけど、それを聞いて解かい析せきすると。

ナヴァール：今やるなよって話だけどな（笑）。

ＧＭ：で、進行値がある程てい度どになると解析完了して、サポートに入るわけだ。

ピアニィ：儀式の先せん輩ぱいとしてやってあげますか（笑）。

ベネット：儀式先輩（笑）。

ピアニィ：26必要なら、フェイトはいらない。ファンブル以外。

ナヴァール：【知力】判定の判定値いくつですか？

ピアニィ：24。（ダイスを振る）……出目７。31。

アル：達成値を６以上上うわ回まわってるから、進行値＋４だな。

ナヴァール：進行値４だと、進行判定変わったりする？

ＧＭ：変わる。進行度３のところでイベント発生。儀式内ない容ようの解析を完了する。

ピアニィ：きゅぴーん。ウルフリックさん、ちゃんとやってくださーい。

ＧＭ：で、こっから判定が【精神】に、難易度が16に変へん更こうされる。

ナヴァール：うおー、【精神】になっちゃうのか。

ベネット：ナヴァールタイムになるでやんすね。

ナヴァール：難易度16。進行値＋４のためには達成値22必要か。大変だな。

ＧＭ：これは精せい神しん力りよくでふんにゃらー、はんにゃらーとする能力が必要なのだ。

ナヴァール：ですよねー。うおー、私が近づかなくては！

ベネット：別に移動に問題はないのでは？

ナヴァール：いや、ここでエンゲージされると進行判定ができなくなる。

アル：そこまでエネミーが賢かしこい行動をしてくるかはわからないけどな。

ＧＭ：まあ、こっちはそれなりにレベルの高い中位魔族だ。そちらの行動を妨ぼう害がいするように動いてもおかしくはないがな。

アル：進行判定をするために次はナヴァールが移動するってわかるかどうかだな。

ナヴァール：そこは微妙だな（笑）。

アル：ぶっちゃけ、ウルフリックを殴るために来てるしね。

ＧＭ：基き本ほんはね。

ナヴァール：エネミーがこう言えばありだぞ。「まずは神官から」（笑）

ベネット：そうか、ナヴァールが待機するってのも手か。

ナヴァール：それはある、もちろん。

ベネット：ま、ちょっと先の話でやんすが。

ＧＭ：次はヨナルデパズトーリ。コイツは適当にエンゲージして殴るだけ。他にはなにもできない。

ベネット：いやいや、さっき十分特とく殊しゆなスキルを使っていたでやんすよ！

ナヴァール：かなり効きいている。かなり困こまってる。キミは役やく割わりを果たした。……なんなら消えてもいいのよ？

ベネット：仕事が終わったので、穴に戻もどっていくとか。

ＧＭ：いやいやいや（笑）。ナヴァールにいじわるしたいところだけど、ふつうに突つっ込こんでウルフリックさんを殴る方が演出的にはいいかな。

ナヴァール：そうだな。

ＧＭ：ムーブアクションで、中央のウルフリックにエンゲージ。マイナーアクションで《バッドステータス付ふ与よ：毒（４）》、メジャーアクションは武器攻撃。くちばしでつつく。

ベネット：ウルフリックは［毒］になるの!?

ＧＭ：なる。そのあたりはキャラクター扱いで。

アル：なるのか……効果強度が４だと、毎ラウンド20点のＨＰロスだな。

ナヴァール：ちなみに私は《キュア》を持っていない。

ＧＭ：いちおう命中判定を振るぞ。クリティカル、ファンブルだけ見る（ダイスを振る）……どちらもしない。５、２、２、２、１！

ピアニィ：低い……（笑）。

ＧＭ：だめだ最近……ダイス目が……。

アル：一発目だし、《カバーリング》は使わない。

ナヴァール：一発目で五〇〇点はないだろうからな（笑）。

ＧＭ：それはクソゲーすぎる（笑）。じゃあ、ダメージロールに入るぞ。７Ｄ＋78で……（ダイスを振る）……お！　７Ｄ振って29！

ピアニィ：すごーい。

ＧＭ：…………馬ば鹿かにしてる？（笑）

ピアニィ：なんで!?　そんなに馬鹿にした言い方だった!?（笑）

ナヴァール：ＧＭの被ひ害がい妄もう想そうが……（一同爆笑）。

ＧＭ：えーっと、[image: 107]点物理ダメージ。

ナヴァール：…………けっこう痛いな。

アル：ナヴァール、《プロテクション》を頼たのむ。

ナヴァール：…………そうですね。すっかり忘れてた（笑）。《プロテクション》とケセドの杖。（ダイスを振る）……出目がしょぼい!?　６Ｄ振って出目が13しかない。61点軽けい減げん。

ピアニィ：《サモン・アラクネ》する？

アル：【ＨＰ】削けずれるんだよな。しなくてもいいと思う。

ベネット：コスト倍で18点削れるのは厳きびしい。

ピアニィ：わかった。ウリフリックたん、ごめん。

ＧＭ：61点軽減して、46点ダメージ。ヨナルデパズトーリはウルフリックの後頭部をついばんだ。

ベネット：いかんっ、ウルフリックの髪かみの毛けが……っ！

ＧＭ：「さ、最近気にしているのに！」　ウルフリックは、悲痛な叫びをあげ……。

アル：そこ、拾わないでいいですからっ！（一同爆笑）

ＧＭ：そのとおりだ！　ついだよ！　わざとだよ！

一同：どっちだあっ!?（笑）

ＧＭ：……次はバグベアイェーガー！　こいつはベネットの肩かた越ごしに、ウルフリックを狙う。ムーブアクションで前進して、ウルフリックとベネットからともに５メートル離れた位置へ。マイナーアクションは《ゼロイン》を使用。

ベネット：《疾しつ走そう》の効果を得るために移動したでやんすか。

ＧＭ：メジャーアクションは……今、ウルフリックのエンゲージにいるのはピアニィか。

ピアニィ：あとはヨナルデパズトーリさんかな♪

ＧＭ：それは味方なので関係ないだろうっ！（笑）えー……《ワイドアタック》か《ダブルショット》を使うか……。

アル：ウルフリックのことだけを考えれば《ダブルショット》だろうな……（笑）。

ＧＭ：だな！　《ダブルショット》でいく！（一同爆笑）

アル：あ、よけいなことを言った……（笑）。




　両方の射しや撃げき攻撃にバグベアイェーガーは《ダイレクトヒット》を使用。

　ウルフリックに攻撃を直撃させ、それぞれ[image: 174]点と[image: 175]点の物理ダメージを与あたえた。

　しかし、ナヴァールのケセドの杖の効果付《プロテクション》に半分近く阻はばまれ、合計で[image: 184]点のＨＰダメージまで抑おさえられる。

　これでウルフリックの残り【ＨＰ】は[image: 280]点である。




アル：あのバグベア、かなりやばいな。ダメージがでかい……！

ナヴァール：次は私か。攻撃するか？

アル：いや、進行判定を優先しよう！

ベネット：ＦＳ判定に成功させれば、ラウンドを短くできる。で、【精神】判定に成功の目があるのはナヴァールだけでやんす。

ナヴァール：では、ムーブアクションでウルフリックのエンゲージに移動。マイナーはなし。メジャーで進行判定だ。

ＧＭ：では難易度16の【精神】判定を。

ナヴァール：進行値を＋４するには達成値22が必要か。フェイト１点使用だ。（ダイスを振る）……達成値26。

ピアニィ：＋４点♪

ナヴァール：ウルフリック、頑張って！　と、魔ま力りよくを込こめます。うにょん。

一同：うにょんっ!?




　魔力を込めた音らしい。




ＧＭ：進行値８か。６を越こえたのでイベント発生。ナヴァールの援えん護ごによって儀式が動く。いよいよ儀式の山場。さらに集中する必要がある。難易度20の【精神】判定に変更。

ベネット：また【精神】！

アル：まあ、完了値まであと１にしておいてよかったな。

ナヴァール：そうだな。……次はピアニィ様、攻撃をしてもいいですよ。

アル：むしろ攻撃をした方が嬉うれしい。

ＧＭ：最後、ゴブリン超集団か。……コイツらは「射しや程てい：シーン」なので、その場から動かずに武器攻撃をする。ベネットを狙う……。

ベネット：ふふふ、たかがゴブリンごときにこのあっしを傷きずつけられると思ったか！　クラン＝ベルの英えい雄ゆうで、ピアニィ様の盟めい友ゆうである……盟友でいいよね？（一同爆笑）

ピアニィ：おっけー（笑）。




　軽いぞ、ピアニィ。




ベネット：お許ゆるしが出たぞ―――っ！（笑）　そう、盟友であるあっしがお前たちの攻撃などに当たると思ったか!!　ふはは―――っ!!

ＧＭ：……よりも、ウルフリックを攻撃した方がいいか。ベネットには当たらないし。

ベネット：なんですと―――っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：いくぞ。こいつは《ゴブリン超集団》という特殊能力を持っているので、《ゴブリン超集団》を持っているモブの数だけ強化される。

ナヴァール：《ゴブリン集団》みたいなものか。

ＧＭ：それの強きよう化か版ばんだな。一体ごとに、命中判定の達成値に＋５、ダメージに＋20される。

アル：次のラウンドで対象にゴブリン超集団がごっそり出てくると急に嫌いやになるな。

ＧＭ：それじゃ、ゴブリン超集団がウルフリックを武器攻撃！




　ウルフリックに向かって一いつ斉せいに襲おそいかかる無数のゴブリン。

　が、すでに一体倒たおされている現げん状じよう、それは蟷螂かまきりの斧のようなもの―――。

　案の定、ケセドの杖すら使っていないナヴァールの《プロテクション》に阻まれ、与えたダメージはたった３点にとどまった。




ナヴァール：……すまない、ウルフリック殿。けちらないで、ケセドの杖を使っておけばよかった。そうすれば、ダメージは０だった……！

ＧＭ：くっ………。

ナヴァール：ゴブリン、舐なめてはいけない。

アル：これでＰＣ側は全員が行動終了。第一ラウンド終了？

ＧＭ：いや、ここでヨナルデパズトーリが《二回行動》を使用して、未行動になる。

ピアニィ：うわ、そんなスキル持ってたの!?

ナヴァール：じゃあ、次はヨナルデパズトーリだな。

ＧＭ：（エネミーデータを確認して）……あ、いや、イニシアチブプロセスで、バグベアイェーガーが《アデンダム》を使用する。これの処理が先だな。

アル：う、これはきついな。

ナヴァール：いざとなったら、《パトロナイズ》で止めよう。

ベネット：《インターフィアレンス》もまだ使ってないでやんす。

ＧＭ：むう……。ムーブアクションで《高速準じゆん備び》《ゼロイン》、マイナーアクションで《ホロウショット》、メジャーが《ダブルショット》でウルフリックを攻撃！

ナヴァール：《ホロウショット》？

ベネット：《ダイレクトヒット》が残り少ないから、一撃はカバーされることを想定しての《ホロウショット》でしょうね。

ＧＭ：そのとおりだ。一撃目いくぞ……！

ナヴァール：ちょっと待った！　その命中判定に《ブランダームーブ》を使う！　ダイスをマイナス３Ｄだ！

ＧＭ：む？　わざわざ命中判定のダイスを減へらすのか？

ナヴァール：いや、《パトロナイズ》のためだ。達成値を減へらさないと、成功しないからな。

ＧＭ：なるほど。命中判定は１Ｄ。１は出るなよ……。（ダイスを振る）……２（笑）。

ナヴァール：さすが菊きく池ちさん！（笑）

ＧＭ：やかましい！（笑）　達成値24だ！

ナヴァール：24か……。フェイトを１点使おう。（ダイスを振る）……31。

ＧＭ：一発目、失敗。仕方ない、二発目だ。《ダイレクトヒット》を使用。（ダイスを振る）……おしい、クリティカルしない！

アル：（出目を見て）出目が５、５、５、６か（笑）。

ピアニィ：でも、大きいよっ!?

ＧＭ：達成値は……43！

ベネット：《インターフィアレンス》する？

アル：（少し考えて）……しなくていいかな。

ナヴァール：もっと明めい確かくに危き険けんな時に温おん存ぞんしておくといい。次に、なにが出てくるかわからないしな。

ベネット：じゃあ、使わないでやーんす！（笑）

ＧＭ：では、ダメージロール！（ダイスを振る）……低いな。[image: 159]点。

ナヴァール：ケセドの杖つき《プロテクション》をします。（ダイスを振る）……80。

ＧＭ：半分軽減されたがな。これで79点ダメージ。累計ダメージ[image: 302]点、残り【ＨＰ】[image: 198]点だ。

ピアニィ：次はあらためて《二回行動》のヨナルデパズトーリさん。

ＧＭ：じゃあ、再ふたたびウルフリックの後頭部をついばむ……っ！

ベネット：なんで執しつ拗ように後頭部を狙うんだ（笑）。

アル：今まで描びよう写しやがなかったけど、実はウルフリックさんは頭がモジャモジャで、それを巣だとまちがえてつついてる（笑）。




　てきとーなことを言わないでいただきたい。




ＧＭ：ムーブなしで、前回と同じく《バッドステータス付与：毒（４）》で武器攻撃！

ピアニィ：あれ、ウルフリックさんはもう［毒］を受けてますよね？

アル：《カバーリング》された時を考えてるんだろ。

ＧＭ：（ダイスを振る）……31。クリティカルはしない。

アル：うーん……カバーはしない方向で。

ナヴァール：予定どおり、ウルフリックにはギリギリまで耐えてもらおう。

ＧＭ：（ダイスを振る）……[image: 105]点ダメージ！

ナヴァール：ケセドを使いつつ、《プロテクション》！（ダイスを振る）……82。

ＧＭ：23点抜ぬけた！　残り【ＨＰ】は[image: 175]点。ウルフリックは、ついばまれ、血を流しながら儀式を続けているが……（笑）。

ナヴァール：…………す、すまない。

アル：うん、すまない、ウルフリック。俺の《カバームーブ》はな、シーンに２回しか使えないんだ……（笑）。

ピアニィ：（←爆笑している）

ベネット：毎回《カバーリング》するわけにはいかないでやんす（笑）。

ＧＭ：これで、全員行動終了。クリンナッププロセスでウルフリックさんが［毒］で20点ＨＰが減って、第一ラウンドは終了だ。

ピアニィ：ウルフリックの【ＨＰ】、意外に削られましたね……大丈夫かな……（笑）。

アル：０にならなければ問題ない！




　ちなみに、この段階で[image: 500]点あったウルフリックの【ＨＰ】はあと[image: 155]である。




[image: ]




●第二ラウンド

ＧＭ：では第二ラウンドに入ろう！

アル：またエネミーが出てくる気がする……。

ナヴァール：どんなヤツが出てくる？

ＧＭ：そのとおり！　えー、まずアルのいるエンゲージに、追加でゴブリン超集団が二グループ登場する。

アル：うおっと。

ＧＭ：次に、バグベアイェーガーがいた穴から、オウガチャンピオンが登場！

ベネット：げ!?





オウガチャンピオン

　肉体を用いた破壊の技術に長けたオウガ。鍛え上げた格闘技で、あらゆる敵を屈服させる。




[image: ]




ＧＭ：最後に、ヨナルデパズトーリがいたエンゲージにヴァンパイアプリーストが登場する。




ヴァンパイアプリースト

　邪神を深く信仰し、強大な魔力を得たヴァンパイア。長い時を生きる中でさまざまな魔術を身につけている上に、邪神の加護をも得ている。

　単独での戦闘能力はさほどでもないが、支援に長けており、仲間と行動している時は厄介な敵となる。




[image: ]




ピアニィ：エネミー多いっ！

ナヴァール：まずいな……防ぎきれるか？

アル：《精せい霊れい乱らん舞ぶ》の撃ち時って感じではあるな。あるが……。

ピアニィ：あたしの出番!?　出番が来ますっ!?




　敵が多いほど、瞳が爛々と輝く大竹さ……もとい、ピアニィである。




ベネット：ならば、今こそあっしの《エンカレッジ》が輝かがやく時……！

ナヴァール：じゃあ、《ヘイスト》を頑がん張ばらなくていいな。

ＧＭ：じゃ、各人のセットアップいくぞ……！




▼行動値

ベネット　　　　　　　　　　　　37

ヨナルデパズトーリ　　　　　　　24

バグベアイェーガー　　　　　　　23

ピアニィ　　　　　　　　　　　　21

オウガチャンピオン　　　　　　　19

ヴァンパイアプリースト　　　　　13

アル　　　　　　　　　　　　　　12

ナヴァール、ゴブリン超集団　　　７
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ＧＭ：ではベネットから。

ベネット：おう……【ＨＰ】回復できるけど、いまはやらなくてもいいな。なにもなし。

ＧＭ：次はヨナルデパズトーリ！　もう一度《夜の斧の音》を使う。対象はナヴァールだ！（ダイスを振る）……28！

ナヴァール：さすがにそれは難むずかしいな。フェイト１点で期き待たい値ちか……。

アル：ただ、ナヴァールはやるだけやったしな。

ベネット：もうこのあとは【ＨＰ】消費になっても問題ないでやんすな。一ラウンド目に受けなければ被害は小さいでやんす。

ナヴァール：そうそう。なので、ふつうに判定する。（ダイスを振る）……20。失敗。

ＧＭ：次のバグベアイェーガーはなし。ピアニィ、どうぞ！

ピアニィ：《インクリーズデバイス》使っていいよね？

アル：そうだな。

ナヴァール：今回は使ってよろしいかと。三人とも攻撃しますし。

ピアニィ：はい。《インクリーズデバイス》を使います。対象はいつもどおり、あたしとアルとベネットちゃん。

ＧＭ：次はオウガチャンピオン。対象を［逆ぎやく上じよう］させる《コールアウト》を使用。

アル：対象は？

ＧＭ：これ、「射程：10ｍ」なんだよねー。だから、ベネットしか対象にできない。

ナヴァール：よかった……私にかけられると面めん倒どうなことになっていた。

ベネット：お前の挑ちよう戦せんを受け取るぜ！

ＧＭ：では、【精神】判定の対決だ。（ダイスを振る）……こちらは21。

ベネット：はっはっはっ、その程度２Ｄで出目18以上必要なので、余裕でやんす。（ダイスを振る）……達成値９。

ＧＭ：失敗してるじゃねえか。

ベネット：成功するわけねえだろ―――っ!?　つまり余裕で失敗、［逆上］した……！　ぶち切れですよ。うお―――っ、なんぼのもんじゃ―――っ!!

ＧＭ：続けてヴァンパイアプリースト。《スピリチュアルウェポン》を……誰にかけるか。

ナヴァール：オウガチャンピオン？

ベネット：バグベアイェーガー？

ＧＭ：（しばらく考えて）……いや、ここはヨナルデパズトーリだ。その二体は、攻撃する前に死にそう。生き残りそうなやつにかける。

アル：というか、射程的にヨナルデパズトーリしか対象にできないんじゃねえ？

ＧＭ：そうともいう。（ダイスを振る）……発動。ダメージに＋10。くちばしがスピリチュアルなくちばしに。

ナヴァール：スピリチュアルなくちばしっ!?


ベネット：ウルフリックさんの後頭部がきっと、さらに大変なことに……っ！（笑）

ナヴァール：スピリチュアルに大変なことが……っ（笑）。

アル：きっとあれについばまれると、後頭部がミステリーサークルみたいに……。

ピアニィ：…………ぶっ（←想像して噴き出した）。

ＧＭ：今、大竹さんがひどい想像をしている……（笑）。

アル：で、次は俺だけど……なにもなし！

ナヴァール：では私。《ヘイスト》《ポストヘイスト》でピアニィ様と自分に。（ダイスを振る）……ふつうに発動して……＋13！

ピアニィ：【行動値】24になって、ヨナルデパズトーリさんより速くなりました！

ＧＭ：じゃあ、イニシアチブプロセスに入るぞ。

ベネット：《エンカレッジ》するでやんすか？

ナヴァール：いや、ピアニィ様がヨナルデパズトーリより順番が先だから必要なかろう。

ベネット：そうでやんすね。なにもないでやんす。

ＧＭ：わかった。では、ベネットの行動だ。

ベネット：イェーガーを倒たおすべきか。チャンピオンの【ＨＰ】を削けずるべきか……。

アル：それよりも、オウガチャンピオンにエンゲージして足止めしてくれないか？

ベネット：おお？

アル：俺がそっちにいってフォローできないから。だから、［逆上］に乗ったと見せかけて、バグベアを攻撃する。

ベネット：それはいい！　なんという頭ず脳のうプレー。ナイスな作戦でやんす……！　と大声で言いながら、ムーブでオウガチャンピオンのエンゲージに移動！（一同爆笑）

ＧＭ：じゃあ、ベルフトも拍はく手しゆしながら……「さすがは俺の見み込こんだ男よ！」と笑う。

アル：お前いたのか!?（笑）

ピアニィ：ウルフリックさんと一緒にいるってさっき言ってた。儀式で踊ってた（笑）。

ベネット：マイナーは《ブルズアイ》、メジャーで《ダブルショット》。対象はバグベアイェーガー。一発目に《デュアルアロー》でリンメルの矢を二本使用。［逆上］でマイナス２Ｄ。（ダイスを振る）……ちょっと低いか、37。

ナヴァール：まあ、当たるとは思うが……。

ピアニィ：フェイト回復するって言ってたから、振ふり直したら？

アル：ベネットはまだフェイト使ってないしな。

ベネット：そうでやんすね。フェイトで振り直す。（ダイスを振る）……あんまり変わらないでやんすね。39。

ＧＭ：39……いけそうだな。バグベアイェーガーが《インターフィアレンス》を使用する。

ベネット：なんだと!?


ＧＭ：「イェーガー!!」と叫さけびながら、飛んでくる矢を撃うち落おとす。（ダイスを振る）……あぶね、ギリギリ。出目18で40で成功した！

ナヴァール：《パリペイティア》で振り直させるか……？

アル：いや、相手は５Ｄ振って17以上だから期待値なんで、ちょっと分が悪いな。

ベネット：なら、あっしが《影かげ縫ぬい》。その６の目を除じよ外がいするでやーんす!!

ＧＭ：ぐむ、すると達成値34。《インターフィアレンス》失敗だ。

ナヴァール：やるな、ベネット！

ＧＭ：「その程度の攻撃、撃うち落おとしてやる……なにぃ、う、動けん！」

ベネット：ロールプレイ、ありがとうございます！（笑）　……ふっふっふっ、すでに三本目の矢が貴き様さまの動きを封ふうじていたでやんす。ゆっくり、なぶり殺しにしてくれるわ！
















一同：悪役じゃねえかっ!?（笑）

ベネット：とにかくダメージ！　《ピアシングストライク》を使って……（ダイスを振る）……[image: 186]点の〈無〉属性魔法ダメージ！

ＧＭ：ヴァンパイアプリーストが《プロテクション》……いや、届とどかないか。

ナヴァール：バグベアイェーガーが逆ぎや方くほ向うこうに動いていれば、射しや程てい内ないにいたかもな。

ＧＭ：ホントだ―――っ!?　実はこのバグベアイェーガーとヴァンパイアプリーストは仲が悪かったんだよ。

アル：同じ幼おさななじみの女の子を奪うばい合あったとか。

ナヴァール：ヴァンパイアとバグベアが奪うばい合あう女の子ってどんなんだ（笑）。

アル：…………オウガとか（一同爆笑）。

ＧＭ：なんでだよ!?（爆笑）

ピアニィ：いやな三角関係……（笑）。

アル：いや、中間を考えて……（笑）。

ナヴァール：そこのオウガチャンピオンが「あたしを取り合わないでー」と……（笑）。

ベネット：実は女だったでやんすか!?（笑）

アル：いやー、泣ける話だわー（笑）。

ベネット：じゃ、二発目行くでやんすよ。《デュアルアロー》でリンメルの矢を二本使用。（ダイスを振る）……46。さっきの達成値が[image: ]うそだったみたいに出目がいい（笑）。

ＧＭ：うっそ。クリティカルのみ。そろそろ出てくれるはず！（ダイスを振る）……出目１、１、２、３。

ピアニィ：（渾身の笑顔で）駄目だったねー♪

ＧＭ：その口調やめれっ!?（一同爆笑）

ピアニィ：なんでぇ!?（笑）

ＧＭ：回避は大失敗。ダメージをくれ。

ピアニィ：《ディスコード》しますよ。ディスディス～♪（ダイスを振る）……29点。

ベネット：《ピアシングストライク》（ダイスを振る）……合わせて[image: 232]点魔法。

ＧＭ：馬鹿いってんじゃないよ!?　さすがに倒たおれる。ぼがーん（←死んだ音）。

ピアニィ：やった、倒した～！

ベネット：バグベアイェーガー、さらば……！

ナヴァール：キミは強かった……！

アル：なにせ、ウルフリックが受けたダメージの大半が、バグベアイェーガーのダメージだからな……。

ＧＭ：バグベアイェーガーが倒たおれたのを見て、ヴァンパイアプリーストが言った。「これでチャンプは私のもの……」（一同爆笑）。

アル：……その謎の三角関係、拾うんですかっ！（笑）

ピアニィ：それじゃ、次はあたし！　フルでやっちゃっていい？

アル：フルでいいと思う。

ピアニィ：今、コストは【ＭＰ】じゃなくて【ＨＰ】なんですよね？　[image: 130]点くらい【ＨＰ】が減っちゃう……（笑）。

ＧＭ：すげえ、そんなに減るのか（笑）。

ナヴァール：問題ありません！　もし死にそうになったら、私が《クイックヒール》しますので、ご安心ください。

ピアニィ：その時はお願いね（笑）。じゃ、いきまーす♪　一ラウンド目に我が慢まんした分……やっちゃうぞー♪

ベネット：おお、すべてはこの時のために……！（笑）　ピアニィ様のあれが出るぞー。あれを見て、生きていられるものはいない。ウルフリックですらなあ……っ!!




　てきとーなことを言うな。

　

ピアニィ：フリーアクションで《デュアルルーン》《ウォータールーン》《ブライトルーン》。ムーブなしで、マイナー《ブーストマジック》して《フロストプリズム》の《精霊乱舞》！

ＧＭ：これでシーン全体に攻撃か……。ゴブリンたちがつぶらな瞳ひとみでピアニィになにかを訴うつたえかけている。

ピアニィ：なんでなんで？　大だい丈じよう夫ぶだよ？

アル：安らかに殺してあげるってことね（笑）。

ＧＭ：冷たい!!（笑）

ピアニィ：あ、いや、そういうことじゃなくて!!（笑）　と、ともかく判定前に真理の書を使います。（ダイスを振る）……そんなに高くなかった。43。

ナヴァール：《パリペイティア》か《小さな奇き跡せき》使う？

アル：さすがにこれは回避できないだろうし、そこまで頑張らなくてもいいと思うぜ。

ピアニィ：じゃあ、そのままで。

ＧＭ：うおー、これ全部回避判定するのか。基本クリティカルのみ。……ひとりくらい、クリティカルしてほしい。




　念を込こめながらダイスを振るが、ヨナルデパズトーリ、オウガチャンピオン、ヴァンパイアプリーストはいずれも命中。

　ゴブリン超集団もクリティカルすることなく、七グループ中、六グループまで命中した。

　そして、最後の一体は―――。




ＧＭ：ラスト！　（ダイスを振る）……よし、クリティカルだ!!


ナヴァール：じゃ、《パリペイティア》。そのダイスを振り直していただこう。

ＧＭ：だよね―――っ!?（ダイスを振る）……出目８。命中した！

アル：これで全員命中か。

ピアニィ：やったぁ！

ナヴァール：では、《チェックメイト》。ケセドの杖を使用。（ダイスを振る）……51点追加。

ピアニィ：《マジックフォージ》を使います。（ダイスを振る）……合わせて、[image: 313]点の〈水〉〈光〉魔法ダメージの軽減不ふ可かです！

ＧＭ：ゴブリンたちはつぶらな瞳でピアニィを見つめる……（笑）。

ベネット：で、つぶらな瞳のまま、次々と氷漬づけになっていくと……（笑）。

ナヴァール：辛つらいわー。《プロテクション》してあげたいけど、できなくて辛いわー（一同爆笑）。

アル：ナヴァール、性格変わってるんだが……（笑）。

ＧＭ：つーか、《プロテクション》もらっても木こっ端ぱみじんだわっ!?

アル：で、ゴブリン超集団は全ぜん滅めつ？

ＧＭ：ああ、全員氷ひよう像ぞうになったあと、木っ端みじんに砕くだけ散ちる。さらにヴァンパイアプリーストもダメ……っ！

アル：じゃあ、「チャンプは私の……」と言ったところで氷漬けになる（笑）。

ＧＭ：「もうお前なんていらないのさ」　チャンプは冷たく言い放つ。

ナヴァール：なんと冷たい女だ！（笑）

ＧＭ：で、ヨナルデパズトーリは……（計算中）……だめだ。ダメージを受けていたんで耐えきれない。

アル：じゃあ、残っているのはオウガチャンピオンだけ？

ＧＭ：（ダメージを確認中）……うん、ボロボロだけどなんとか立ってる。さすがチャンプだ……っ！

ベネット：チャンプだわー（笑）。

ピアニィ：生き残っているなら、［放心］とラウンド終了まで回避判定にマイナス１Ｄです。これであたしは終わり。

ＧＭ：次は……【行動値】が上がってるから、ナヴァールの番だな。

ナヴァール：アル、【ＨＰ】はどんなかんじ？

アル：60点減ってるだけだな。

ナヴァール：じゃあ、ぜんぜん大丈夫だな。なら、進行判定するか。難易度20の【精神】判定だから、２Ｄで６を出せばいいのか。悩むところだな……。

ベネット：たしかに。

ナヴァール：先にフェイトでダイスを増ふやすか、振り直しに使うか……。でも、使うな。１点フェイトを使って３Ｄ振る。これなら６は余裕。

ＧＭ：いやー、３Ｄ振っても５しか出ない人もいますよ？

ナヴァール：知ってます。目の前にしますから。

ＧＭ：…………俺は深く傷きずついた！

アル：今日、見てて思ったんですけど、菊池さんは５がよく出るんですね。

ＧＭ：うん、出る出る。これはよく人に伝染する。

ナヴァール：いや、そんなことありえないから、変なこと言わないでくだ（ダイスを振る）……うぉ―――っ!?　出目５か―――っ!!


一同：ええ――――っ!?（爆笑）

ＧＭ：（とても嬉うれしそうな声で）ほら、言っただろ!!　やった、やった……っ！

ナヴァール：これはきくたけの呪いだよ!!（爆笑）

ベネット：綺き麗れいに５が出たでやんすね……（笑）。

ＧＭ：（とても嬉しそうな声で）今日一番、楽しいわ……っ！!!（爆笑）

ベネット：菊池さんが生き生きしてる（笑）。

アル：俺、菊池さんのこんな声、初めて聞いた！（笑）

ナヴァール：……ＧＭ、私は怖こわくなったので《パリペイティア》で振り直すぞ。

ＧＭ：《パリペイティア》？

ベネット：フェイトでの振り直しは残しておく、と。

ナヴァール：そう。これでもう一回５が出たらフェイトで振り直す。

ＧＭ：ああー、なるほどね（笑）。

ナヴァール：ふつうなら効果が薄うすいんだけどね。きくたけの呪いを真しん剣けんに考える（笑）。

ＧＭ：うぷぷぷ……（吹ふき出だしそうになってる）。

ナヴァール：（ダイスを振る）……よし、よかった。出目10で達成値24。これで進行値が２点上昇する。

ＧＭ：………………。

ナヴァール：…………。

アル：えー……これでＦＳ判定成功でいい？（笑）

ＧＭ：おう、いいとも！　進行値が完了値以上となったので、ここでＦＳ判定は終了。みなさんの協力によって、儀式の進行が高速化し……完了予定時じ刻こくが早まる。

ピアニィ：やった～。いぇいいぇい♪

ＧＭ：これで、このラウンドのクリンナッププロセスで、戦闘は終了となる。で、次はオウガチャンピオンの行動だ。

アル：どうする？　オウガチャンピオンに攻撃させて終わりにする？　……いや、ベネット、【ＨＰ】けっこう減ってるんだっけ？

ベネット：それなりに減ってるでやんすが……。

ナヴァール：どれくらい減ってる？

ベネット：[image: 118]点！

アル：《エンカレッジ》もらって、俺が攻撃……いや、だめか。射程が届かない。ふつうにオウガチャンピオンに攻撃してもらって終わりにするしかない。

ナヴァール：なら、イニシアチブで使っておこう。《クイックヒール》《ヒール》。（ダイスを振る）……[image: 114]点回復。

ベネット：きゃー、ほぼ全ぜん快かいよー。

アル：では、オウガチャンピオンに最後、ひと暴れしてもらうか。

ＧＭ：よし。もうベネットしか殴なぐれないのでベネットを攻撃する。

ベネット：ふふふ、オウガチャンピオン、お前の愛する男たちは死んだ。なぜだ！

ＧＭ：ベネットだからさ。ムーブアクションなし、マイナーアクションで《覚かく悟ご完了》。［スリップ］を受けるが、その代わり【物理防御力】と【魔法防御力】が上昇。

ベネット：これで《闘とう争そう本ほん能のう》の効果が発動するでやんすね。

ＧＭ：ああ。ＳＬ６なんでダメージに＋６Ｄだな。

アル：「バグベアのことかー」「ヴァンパイアのことかー」とか言いながら攻撃すればいいんじゃない？

ベネット：大人しく帰ってもいいんだぜぇ？　お前ひとりなら、見み逃のがしてやるよ。

ＧＭ：それと、ベネットはバッドステータス受けてるっけ？

ベネット：［逆上］を受けているでやんすね。

ＧＭ：なら、《アディショナルブロウ》の効果でさらにダメージに＋３Ｄな。ちょっと、いい感じになってきたな。

ベネット：ちょ、ちょっと待って！　帰ってもいいって言ったでしょ!?　お家へお帰り!?

アル：《覚悟完了》し、バグベアとヴァンパイアの魂たましいを背せ負おい、さらにトロウルの魂までも背負い、その力が高まっていく。

ピアニィ：トロウルもいるの？（笑）

アル：たぶんトロウルも彼かの女じよが好きだった…………はず！（笑）

ＧＭ：メジャーアクションは《トリプルブロウ》……！

アル：（オウガチャンピオンになって）「これはヴァンパイアの分！　これはトロウルの分……！」（笑）

ナヴァール：いいね、《トリプルブロウ》（笑）。

ベネット：（オウガチャンピオンになって）「そして最後は、ゴブリンの分だ―――っ!!」（一同爆笑）

ピアニィ：バグベアイェーガーの分はどこにいったの!?（一同大爆笑）

アル：あ、あいつ、眼がん中ちゆうになかったのか……（笑）。

ベネット：泣けてくるでやんす……（笑）。

ピアニィ：あ、そうだ。［放心］受けてるよね？

ＧＭ：受けてるね。それでも三回やれば、一発ぐらい当たるだろ。まずは一撃目。命中判定はマイナス１Ｄされて４Ｄ＋26。

アル：意外と高いなっ!?

ベネット：［放心］がなかったらやばかったかも。ありがとう、ピアニィ様！

ＧＭ：（ダイスを振る）……41！

ベネット：《ドッジムーブ》を使う。（ダイスを振る）……クリティカルじゃ―――っ！

ＧＭ：い、いまのはヴァンパイアの分……（笑）。

アル：オウガチャンピオンの背はい後ごに浮うかぶヴァンパイアプリーストの魂が、ニコリと笑って消えていった―――（笑）。

ベネット：どうやら、貴様の愛はその程度のようでやんすね！

ピアニィ：（とても冷めた声で）……なんでここ、盛もり上あがってるんだろう（一同爆笑）。

ＧＭ：ドラマをつけたいんだよ、ドラマを！（笑）

アル：これ、すでに消化試合だからなあ（笑）。

ベネット：あっしがここで倒たおれても、勝利は確かく定ていしているでやんすからな（笑）。

ピアニィ：な、なるほど！　応援するわー。頑張ってー（笑）。

ＧＭ：えっと、どこまでやったっけ？（笑）

アル：残ってるのは、トロウルとバグベアの分よ？

ＧＭ：おお、そうか。じゃあトロウルの分。（ダイスを振る）……クリティカル！

ベネット：トロウルなんぞを愛するとはお前のお里が知れ……うぼあぁ!?（笑）

アル：どうやらトロウルへの愛が一番強かったようだ（笑）。

ベネット：（ダイスを振る）……クリティカルしない。《影縫い》が残っていれば……。

ＧＭ：えーっと、元が６Ｄ＋[image: 130]点。で、スキルの修しゆう正せいとクリティカル分を合わせて、20Ｄ＋[image: 130]点の物理ダメージか。

ベネット：お、おい、ちょっと待ってくださいよ!?　拙せつ者しや、【ＨＰ】が[image: 233]点で【物理防御力】が０でござるのことよ？

アル：すごいな、こいつ。

ベネット：オウガチャンピオンは本当にチャンピオンだった……。

ＧＭ：（ダイスを振る）……出目が60で[image: 190]点の物理ダメージ。

アル：いま俺の頭の中ではベネットがくの字になって浮ういてた、格かく闘とう漫まん画がみたいに（笑）。

ナヴァール：《プロテクション》とケセドの杖を使っておくぞ。（ダイスを振る）……82点軽減。

ピアニィ：《ガーディアン》……はもったいないよね。飛び出そうとするヤンヤンを抑おさえておく。「ヤンヤン、まだ早い」

ベネット：助けてくれって顔でピアニィさまを見るでやんすよ（笑）。

ピアニィ：じゃあ《サモン・アラクネ》は使うね。（ダイスを振る）……21点軽減だよ。

ベネット：87点抜ぬけた。【ＨＰ】は半分くらい残ったでやんす。

ピアニィ：本当は《フォーチュンルーン》使いたかったけど、使っちゃうとあたしが死んじゃうから……ごめんね。

ナヴァール：けっこう危あぶなかったな。

アル：これがウルフリックさんにいっていたら、かなり危なかったな。

ＧＭ：ダメージが入ったので《ヘッドロック》の効果が発動。クリンナッププロセスに40点のＨＰロスだ。

ベネット：げげぇ!?

アル：下手すると、クリンナップでベネットが倒れて、３カウント取られる（笑）。

ベネット：オウガチャンピオンが満足げに、ベルト防ぼう衛えいに成功して帰って行ってこのシーンが終わると（笑）。

ＧＭ：じゃ、三回目、バグベアの分いくぞ！（ダイスを振る）……ちぃ、惜おしい。出目が６、５、２、１っ!!

ピアニィ：こわ―――っ!?


ベネット：40か。《ドッジムーブ》使用。（ダイスを振る）……51で回避。こ、こえー……ノーノーノー、ロープロープ！　冒ぼう険けん者しやセットからロープを取り出して[image: ]つかむ。

ＧＭ：「我わが渾こん身しんの一撃、届かずか」

ナヴァール：三発目もトロウルの分って言っておけばよかったのに（笑）。

ＧＭ：では、これで全員行動終了？

アル：いや。俺が未行動。でも、ぶっちゃけ、これ以上エネミーがすることある？

ＧＭ：…………特にないな。

アル：じゃあ、俺は行動を放ほう棄きする。

ＧＭ：では、全員行動終了でクリンナッププロセス。《ヘッドロック》の効果でベネットに40点ＨＰロス。

ベネット：ぎゃ―――っ！

ＧＭ：それと、ウルフリックさんが［毒］で20点【ＨＰ】減るけど、特に問題なし。

ナヴァール：ＦＳ判定に成功しているから、ここで終わりだな。

ＧＭ：うむ《ヘッドロック》によってベネットの骨ほねがメキリと鳴ったのが終了の合図となる。儀式は無事に完了し、戦闘終了だ！




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、戦闘が終わった直後に、儀式も終わりを迎むかえる。キミたちの立っている場所から光が噴ふき上あがって奔ほん流りゆうとなり、上空で絡み合うようにして戦っている〝神しん竜りゆう王おう〟セフィロスと〝邪神の御子〟をがんじがらめにする。そして、二柱の神は光によって締しめ上あげられていき……まるでオレンジのように、あっさりと握にぎりつぶされてしまう。

ベネット：か、神が死んだ!?

ＧＭ：二柱の神は、虹色の破は片へんと闇やみの破片と化し、そのまま、ウルフリックの中へと吸すい込こまれていく。ややあって、破片はすべてウルフリックに吸きゆう収しゆうされ―――空気が固まったかのような緊きん張ちようが走った。……そして次の瞬間……ウルフリックの立っている場所を中心として、すさまじい爆ばく発はつが巻まき起おこる！

ピアニィ：あたしの時と一緒……？

ＧＭ：すさまじい突とつ風ぷうが吹ふき荒あれ、地じ響ひびきが大地を伝でん播ぱしていく。なお、神喚者になったキミたちは、この爆発に耐たえることができる。フェリタニアやヒューバードたちもそれぞれ防ふせいでいるね。

ナヴァール：ほほう。ヒューバード殿どのらもかなりの実力者のようだ。

ＧＭ：そして、崖がけ下したで戦っていたセインや魔族たちも、爆ばく風ふうに巻き込まれてちりぢりとなる。ここまでは、ピアニィが〝四宝の試み〟を行なった時と、ほぼ変わらない。

ベネット：セインたちは、まあ、セインなんだから、きっと生きてるでやんすよ……（笑）。

ＧＭ：逆に魔族軍は壊かい滅めつ状態だろうね。ややあって光と爆風が収おさまり始め、ヒューバードが言った。「……やったかっ!?」

ベネット：そのセリフはあっしのじゃ――――――っ!?（一同爆笑）　あっしの負けフラグを取るんじゃね―――っ!?

アル：むしろ取ってもらえよっ!?（一同爆笑）

ピアニィ：そんなことより、ウルフリックさんは!?

ＧＭ：巻まき起おこった爆風はすでに収まり、キミたちの視し界かいをふさいでいた砂さ塵じんもしだいに晴れてくる。場を満たすのは静せい寂じやく。……ややあって、えぐれた大地の中心点……爆ばく心しん地ちでは、ウルフリックが立たち尽つくし、空を見上げている。

ピアニィ：うまく……いった？

ＧＭ：立たち尽つくすウルフリックを、全員が言葉なく見入る中……最初に我を取とり戻もどしたのは、フェリタニアだ。「あなた、やったのね！」と嬉うれしそうに声を上げて駆かけ出だす。いや、駆かけ出だそうとして―――。

一同：っ!?


ＧＭ：ウルフリックが、音もなくその場に倒れふした。

ピアニィ：やっぱりそうなるの――――――っ!?

ナヴァール：いや、むしろこうなる可か能のう性せいが高いと、わかっていたのだろう。

アル：ああ。だからこの計画、エル・ウォーデンに伏ふせていた。そういうことだな。

ＧＭ：おそらくはね。精せい根こん尽つき果はてたかのように、目を見開いたまま倒れ伏しているウルフリックに、フェリタニアが血相を変えて再び駆け出そうとしたその時だ。―――ぞくり。その場にいる全員の背せ中なかに悪寒が走った。

一同：っ!?


ＧＭ：キミたち以外に、強い力と意志を持った何者かが、この場にいる―――そう感じた。

ベネット：は！　この頭上から感じるプレッシャーは……っ。

ＧＭ：じゃあ、頭上としよう（笑）。ふいに、キミたちは気づく。真っ青な空に、しゅる……っと、捻ひねれた紐ひものような一ひと筋すじの黒い「なにか」が揺ゆらいでいる。見るだけで、なぜか吐はき気けすらもよおすようななにか、だ。

ナヴァール：〝邪神の御子〟……？

アル：ウルフリックに吸収されたんじゃ……？

ＧＭ：と、ふたりが言葉を言い終える間もなく。その黒い紐のようななにかは、空中で揺らいで弧こを描えがくと……音もなくフェリタニアの背中へ迫せまり、その背中を貫つらぬいた。尾おのようなものを震ふるわせながら、彼女の体内へと潜もぐり込こんでいく。

一同：うぇええええ……っ。

ＧＭ：「……っ」　フェリタニアは、声にならないうめきをあげ、服の上から胸むねをかきむしり……彼女の表ひよう情じようが悲しみと苦く痛つうに歪ゆがむ。「ごめんなさい、押おさえきれません！　みなさん、逃にげて……！」と叫さけんだ瞬しゆん間かん、プツリと彼女のオーラが消え失せる。

ピアニィ：あ……。

ナヴァール：フェリタニア殿どの！　と叫んで、彼女の側へと駆かけよる！

ピアニィ：あたしも！

アル：あ、待て！　近づくな！

ＧＭ：アルの言葉が、ふたりを制せいする。と、同時に……フェリタニアがゆらりと立ち上がった。「〝神竜王〟ごときが、我を封印するなど……っ、愚おろか者ものどもめ……！」

ピアニィ：え？

ナヴァール：これは……。

ベネット：のっとられてる――――――っ!?
















ピアニィ：あなたは……フェリタニアさんじゃない？　〝邪神の御子〟……？

ＧＭ：「ふふ、ご明察。封印される直前、魂だけは切きり離はなせた。エルダが近くにいたのは、僥ぎよう倖こうだった」　フェリタニアは笑んだまま、キミたちを一いち瞥べつした。

ナヴァール：なるほど、もともと〝邪神〟は、エルダが創つくり出だしたものだったな。

ＧＭ：「ふふ、ここまで我を追おい詰つめたことは褒ほめてあげる。でも、もう終わり。残念だったわね？」　優やさしく穏おだやかであったフェリタニアの面おも影かげは、もう、そこにはない。

ピアニィ：なんてこと……。

アル：つまり、俺たちの世界で出会ったフェリタニアは、中味が〝邪神の御子〟だったってことかよ!!

ナヴァール：これまで、歴史の裏側から世界に混沌を巻き散らしてきたのが、〝御子〟であったとは……。

ＧＭ：ヒューバードたちは、ピクリとも動かないウルフリックのもとへ駆かけよろうとする。「……ウルフリック様！　フェリタニア様！」

アル：近づくんじゃない！　そのフェリタニアは、もう、あんたらが知っている奴やつじゃないってわかるだろ!?

ＧＭ：フェリタニアは、駆かけ寄よってくる三人に視し線せんを向けるまでもなく……「邪じや魔まだ」彼らに向けて手を開く。そこから生み出された衝しよう撃げき波はが、彼らをあっという間に吹ふき飛とばした。

ピアニィ：ヒューバードさん、ベルフトさん、ステラさんっ！

ＧＭ：三人はそのまま地面に倒れ伏し、動かなくなってしまう。

ナヴァール：なんという強さ……。

ＧＭ：「さて、次は、神の戦士とやらの番」　そう言いながら、ゆっくりと近づいてくる。

アル：なるほど。はからずとも、俺らはフェリタニア変へん貌ぼうの原げん因いんを知っちまったわけだ。「こいつを今倒したら、俺たちの時代はどうなっちまうのかね？」と言いながら、剣けんを構かまえてピアニィをうしろにかばう。

ＧＭ：「フェリタニア？　ああ、この肉体に入っていた魂のことか。……さあね？　私が入はいり込こむと同時に消し飛んだみたいだけど」

ピアニィ：そんな!?　もう、いないんですか!?

ＧＭ：「ああ、もうどこにもいない。お前らの知っているフェリタニアという女は、消えさったのよ！」

ナヴァール：……ウルフリック殿に駆けよる。ぱっと見の状態を教えてほしい。

ＧＭ：ナヴァールを見て、「に、逃にげろ……」とうわごとのように呟つぶやく。……残念だが、死ぬ寸すん前ぜんだ。手の施ほどこしようがない。

ナヴァール：未来は必ず……それだけは、お約束しよう……そう言って手を取る。そして、〝神竜王の鱗うろこ〟を預あずかる。仇かたきは必ず取って見せます……我が父よ。

ピアニィ：〝邪神の御子〟、フェリタニアさんの体から出ていって！　出て行ってよ……！と、涙なみだ声ごえでなじります。あたし、お母様だけじゃなくて、お母様にそっくりだったフェリタニアさんまで、失ってしまった……。

ＧＭ：「悲しそうな顔ね？　……なるほど、過か去こに母を亡なくし、今さらに母の面影を宿す女も亡くしたのね！　ねぇ、母を二度失うって、どんな気持ちかしら？」とくすくすと笑う。

ピアニィ：返して！　フェリタニアさんを、返して……っ！

ＧＭ：「消してしまったのだから、今さら返せないわ。ただ、お前の亡なき母となら、会わせてあげられるけど」

ピアニィ：お母様と、会わせる？

ベネット：「死ね！　天国で母と再さい会かいしろ！」と言われてると……！（笑）

ＧＭ：正解！（笑）「前に立っている剣けん士しが邪魔なんだけど、剣士から殺そうかしら？」

ピアニィ：そんなの、許ゆるさない！　叫んで、前に出ま……。

アル：ピアニィの肩かたを[image: ]つかんで押おしとどめる。……安い挑ちよう発はつに乗るな！

ＧＭ：一いつし触よく即そく発はつの状じよう況きよう下で、ウルフリックの声が響ひびき渡わたる。「神の戦士たちよ、元の時代に戻ってください。すべての希望は、未来に託たくします」

ピアニィ：ウルフリックさん!?

ＧＭ：「神の戦士……ピアニィよ、〝神竜王〟の力を解とき放はなて！」　ウルフリックがそう叫んだ瞬間、ピアニィの体内から〝神竜王〟の力があふれ出す。そして気がつけば、いつのまにかピアニィの手には虹色に輝く竜の鱗が―――。

ピアニィ：！

ＧＭ：〝神竜王〟セフィロスを象しよう徴ちようする虹色の光が、ピアニィを中心に噴ふき上あがる。〝邪神の御子〟が「この光は……！」とたじろいだ瞬間、キミたちは、〝神竜王〟の力をもって七〇〇年前から現げん代だいへと送そう還かんされる。

ピアニィ：ウルフリックさん！　あなたの願い、聞きき届とどけました！　絶ぜつ対たい、未来を平和にしてみせます……！

ＧＭ：「任まかせましたよ」と呟つぶやき、ウルフリックは目を閉とじ、動かなくなった。では、最後に〝邪神の御子〟に取って代わられたフェリタニアのセリフをもって、このシーンを終えよう。彼女は、周囲を見回し、彼女は囁くように言った―――。




「……まあ、いいわ。この先、楽しめそう」




　その言葉を継いだフェリタニアの哄こう笑しようが、血の匂いの充満する戦場に……鳴り響いた。







◆Middle 08◆アルディオンの変へん遷せん




　ピアニィたちの意い識しきは、ウルフリックたちの時代から、彼かの女じよらがいるべき時代へと飛んでいく。

　その時空跳ちよう躍やくの間、ピアニィたちは、アルディオンの変遷を見つめることとなった……。




ＧＭ：さて、キミたちの意識は、再ふたたび現げん代だいへと向かって飛んでいく。その狭はざ間まで、キミたちは七〇〇年分のアルディオンの歴史を見ていくことになる。

アル：おお、それは面白い。

ＧＭ：この七〇〇年の歴史は、キミたちの心の中にダイレクトに映像情報となって流れ込む。その中には、歴史の分岐点になるような、キミたち自身の体験も見て取れる。例えば、アル……おそらくそれは儀ぎ式しきの後日。テオドールとエル・ウォーデンが袂たもとを分かつ場面―――。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「あの戦いで死んだヤツはどうなる？　犠ぎ牲せいになったアイツらは―――レイルズは、ただ忘わすれ去さられるために死んだのか」

「それは……」

　テオドールの言葉に、エル・ウォーデンが口ごもる。

「エル・ウォーデン、ここでお別れだ。……俺おれは俺のやり方で〝邪じや神しんの御み子こ〟を斬きる」




　　　　＊　　　＊　　　＊




アル：ノベル版のエピソードか（笑）。

ピアニィ：このセリフからすると、儀式のあとの戦いでも、相当の数は死んだみたい……？

ＧＭ：だね。……ともかく、こんな感じでアリディオンの歴史が、キミたちの意識に体感したものとして流ながれ込こんでくる。たとえば、アルはやがて、幼おさない自分がテオドールと出会うところを目もく撃げきしたり―――。

アル：（笑）。

ＧＭ：ベネットは、エリンディルにいた頃ころの自分の生き様をもう一度眺ながめたり―――。

ベネット：絶望して自害します。

一同：死ぬなよっ!?（笑）

アル：ほ、ほら！　お前にだってなにかいい思い出あるだろうっ!?　戦場でうしろに向かって五〇メートルダッシュしたとか！

ベネット：わざと言ってんのか―――っ!?（笑）

ＧＭ：いや、他にもいろいろあるだう。現状で、もっとも古いＰＣだぞ、ベネットは！

ベネット：は！　最初の『アリアンロッド・リプレイ』の頃からでやんすからな！　懐なつかしいでやんすなあ……とポロリと涙なみだをこぼすでやんすよ（笑）。世界を救って人の世界から消えていった仲間のエイジのことを思いだして……。

アル：〝魔将戦争〟のエピソードだな。

ＧＭ：アルディオンの歴史ではないけど、世界に関与した事件だ。




『銀の輪の封印』から始まる初期シリーズでのエピソードである。




ＧＭ：ピアニィはレイウォール王家の者だからな。その生活のすべてが歴史に関わっていると言っていい。例えば、オーギュスト王たちがピアニィを核かくとして神と魔まを消し去る計画を思いつく姿すがた……オーギュストがティナと出会い、その気持ちを変えていく様……そして、計画破は棄きを告げるオーギュストに対して、ヒューバードが憤ふん慨がいし、自分がその計画を継つぐと決めた横顔を見たり―――。

ピアニィ：ヒュー兄様……。

ナヴァール：そのあと、ベネットがアルディオンに渡と来らいするシーンとかが映うつし出だされたりするんだな（笑）。

ベネット：あっしが嵐あらしの海に飛とび込こむシーンでやんすな。

アル：ディアスロンドの神しん殿でんがモンドーラに襲しゆう撃げきされるところも流れたんだろうか（笑）。




[image: ]




　第一巻『戦乱のプリンセス』参照である。




ベネット：モンドーラ……まさかの戦せん闘とうシーンカットで同どう情じようさえしていたというのに！　のちのちリア充じゆうだったという設せつ定ていがつきやがって！　最初に知っていれば、もっとむごたらしく殺したでやんすのに……!!

ＧＭ：無茶言うなよ!?（笑）

ピアニィ：じゃあ、ナヴァールの人生はどんなんだったんだろう？

ナヴァール：少なくとも、幼よう少しよう期きは〝邪神の御子〟に乗っ取られたフェリタニア様を、母として認にん識しきしていただろう。のちに私わたしはテオドールに斬きられて、母と袂をわかち、サザーランド師し匠しように弟子入りしたかと。
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ピアニィ：最終的には、あたしと出会うんですね。

ナヴァール：ええ。使命のために旅立ったはずが、いつの間にかピアニィ様が私の名付け親に……（笑）。

アル：まあ、俺たちの個人のこと以外も知りたいな。〝邪神の御子〟に乗っ取られたフェリタニアがなにをしてきたかと……。

ＧＭ：フェリタニアを乗っ取った〝邪神の御子〟は、歴史の裏うらへと潜もぐっていた。〝Four Deadly Swords〟……すなわち〝始祖の四人〟を呼よびよせ、バルムンクという組そ織しきを作り、世界の裏うら側がわで暗あん躍やくを始めたんだな。

ナヴァール：そういうことになるな。各国に潜ひそみ、操あやつり……やがて、レイウォールでこのアルディオンをエリンから切きり離はなそうという計画にたどり着いた、と。

ＧＭ：ええ。ヒューバードの野望こそ潰ついえたものの、その計画の根こん幹かんにはフェリタニアの存そん在ざいがあった。もっとも、ヒューバードの父親であるところのオーギュスト王はティナに出会い、その計画を破棄しようとしたんだけどね。

ピアニィ：でも、それがかえってヒュー兄様を暴ぼう走そうさせることになったんですよね。

ＧＭ：そういうこと。

アル：でもさ、なんでフェリタニアはそんな回りくどいことをしたんだ？　ウルフリックの身体に、〝邪神の御子〟の力が封ふうじられていることを、知ってたわけだろ？　歴史の陰かげで暗躍するより、それを蘇よみがえらせた方が早くないか？

ＧＭ：いや、それにはひとつ大きな問題があったんだよ。たしかに彼女は〝御子〟の力が封ふう印いんされていることは知っている。それを取とり戻もどせば、再び大きな力を振ふるえることも。ただ―――。

ナヴァール：……なるほど。わかった。

ベネット：なにがでやんす。

ナヴァール：ウルフリックの身体には、セフィロスも封印されているだろう？　フェリタニアは、理り解かいしていたんだよ。〝御子〟の力を取とり戻もどしても、同時に復ふつ活かつしてしまうであろうセフィロスには―――勝てない、と。

ピアニィ：勝てないのっ!?


ＧＭ：もちろん、打うち破やぶれる可か能のう性せいはないわけじゃない。でも、そんなリスクを冒おかすより、最大の敵であるセフィロスを封ふうじたままにした方が、都合がよかった。

アル：なるほどな……（笑）。

ＧＭ：ともかく、キミたちは現代へと帰き還かんする中、そんな歴史を見た。正せい確かくには、心に流れ込んできたものを視し覚かく的てきに理解した、というところか。

ベネット：あと、あっしらがすることは現代に帰還して……。

ＧＭ：（頷うなずいて）……では、アルディオンの歴史を体験したキミたちは現げん世せへ帰還する！　こんなところでシーンを終しゆう了りようしよう！







◆Middle 09◆凍れる世界




　ピアニィたちは時間を跳躍し、再び現代へと帰還した。

　ことは一いつ刻こくを争う。すぐにでも、アルディオンをエリンへとつなぎとめなくてはならない。

　ピアニィは、ひとつの決けつ断だんをした。




ＧＭ：……さて。キミたちが、本来生きるべき時代へと帰還したところから、新しいシーンスタートとしよう。

アル：どんな場面に戻ってくる？　場所と時間は？

ＧＭ：うん、それは周囲を見ればすぐにわかる。モノクロームの景色の中、周囲を確認すべく空を見上げれば……すぐ頭上には、不自然に制止している巨大な岩盤が。

ベネット：やっぱりかあぁああぁぁああぁあああ……っ、ぐしゃ（笑）。

ＧＭ：はえーよ！（笑）　まあ、ベネットが言うとおりで、時間の経けい過かはなく、このままだとキミたちは落ちてくる岩盤に潰つぶされてしまうが……。

アル：過去に飛んだ直後に戻ってきた、と（笑）。

ＧＭ：周囲の景色は、急速にもとの色を取り戻し……時は再び、動き出す。

ナヴァール：とっさにピアニィ様の手をとり、〝神しん竜りゆう王おうの鱗うろこ〟を握にぎらせる。ウルフリック様からの預あずかり物です。

ピアニィ：ぎゅっと握にぎりしめて、祈いのります。セフィロス様、お力をお貸かしくださいっ！

ＧＭ：ピアニィの願いに反はん応のうするかのように、〝神竜王の鱗〟が輝き、落ちてきた瓦礫をはじき飛ばす。

ベネット：ふぅ、焦あせらせやがって！（笑）

ナヴァール：ともあれ、まずは成すべきことをやりましょう、ピアニィ様。

ピアニィ：はいっ。……セフィロス様、あたしの声をお聞き届けください。今、アルディオン大陸がエリンから引きはがされようとしています。〝偉い大だいなるヒース〟が根づくまで、アルディオンを、エリンに留とどめる方法を教えてください！

ＧＭ：では、キミの問いかけに、ピアニィの身体の中に封じられているセフィロスが応える。「〝神竜王の鱗〟を持っているのだろう？　お前が宿している我が力を増ぞう幅ふくさせれば造ぞう作さもないこと―――」

アル：つまり、大陸を引き抜こうとしてるフェリタニア側の力に、ピアニィパワーで対抗しようってことか。

ＧＭ：フェリタニアの計画をつぶすことはできないまでも、状況を固定することはできる。

アル：ピアニィは氷の魔ま法ほうが使えるから、世界の裂け目を氷漬づけにしちまうとか？

ベネット：大陸全部を凍らせて固定するとっ!?（笑）

ＧＭ：おお、かっこいい演えん出しゆつだね。では、それを採さい用ようしようか。

ナヴァール：で……大陸を一時的に固定し、その隙にヒースを植え直す。それで大陸を完全に固定する、と。

ＧＭ：……ただし。ピアニィが力を行使し続けるかぎり、ピアニィ自身はここから動くことができなくなる。

一同：え？

ＧＭ：（少し考えて）……神竜王の力は、人が扱うにはあまりに大きなものだ。その魔力はピアニィ自身にもお呼び、その場に縫い止めてしまう―――早い話が……。

一同：氷漬けっ!?


ナヴァール：ヒースを植え直すって簡単言うが、時間はかかる。スリス陛下やマルセルらにも現状を伝える必要もあろう。その間、ピアニィ様をこの場に残すのは……。
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ベネット：でやんすな。敵に襲われないとも限らないでやんす。

アル：どうする、ピアニィ？

ピアニィ：決まってますよ。アルディオンの状じよう況きようは一刻を争いますよね？　アル、ナヴァール、ベネットちゃん……あたし、全力を尽つくして、アルディオンをエリンにつなぎとめます。

アル：…………。

ピアニィ：ナヴァール、〝偉大なるヒース〟探たん索さくのこと、任まかせましたよ―――って言っておきますね。『ゲッタウェイ』四巻かんで〝ヒース〟探索に来たの、ナヴァールだったし！（笑）

ナヴァール：―――承うけたまわりました。




『ゲッタウェイ』『デスマーチ』シリーズをお読みでない方のために説明しておこう。

『ゲッタウェイ』第四巻にはナヴァールが、『デスマーチ』第九巻にはベネットが、それぞれＮＰＣとして登場している。ナヴァールはゲッタウェイチームにヒースに関する助言を与え、ベネットはエンジェルファイヤーのメンバーに、ピアニィの現状を報告している。




アル：ああ、他シリーズのイベントと[image: ]がってるのか（笑）。

ピアニィ：それから……各国の上じよう層そう部ぶへこの状況の連れん絡らくを。侵しん入にゆうを許ゆるしてしまった魔族の対たい処しよをお願いしないと。

ナヴァール：わかりました。では、マルセルたちエンジェルファイヤーへ、連絡を入れておきましょう。連れん絡らく係がかりはベネット、よろしくお願いする（笑）。『デスマーチ』第四巻的に！

ベネット：はっ、任まかせろでや～んす！

アル：俺はここに残ってピアニィを守る。それでいいな。

ピアニィ：……ごめんなさい、いつもいつも……。

アル：お前に振り回されるのはもう慣れてるよ。今はお互たがい、自分がやれることをやろうぜ。

ピアニィ：じゃあ、それに頷いて……鱗を取り出す。

ナヴァール：ピアニィ様、お願いいたします。

ピアニィ：では、始めます！

ＧＭ：ＯＫ。ピアニィが〝神竜王〟の力を解放すると同時に、足下から徐じよ々じよに凍とう結けつし、澄すんだ氷が隆りゆう起きしていく……！　氷は、アルたちとの[image: ]つながりを裂さくかのように、ピアニィを包つつみ込こんでいく。だが、ピアニィの心に恐きよう怖ふはない。そして、氷が彼女覆い尽くして、次の瞬間―――氷柱を起点に、〝ビシィ……っ！〟　瞬時に、視界の彼方まで氷の白に染め直す。

一同：瞬時にっ!?


ベネット：どんだけすごい魔力っ!?（笑）

ＧＭ：さらに、白く輝かがやく氷の筋すじが大地と海を走り……やがて、結界によって切断されたエリアを凍結させていく……！

アル：これで、魔族の流入はいったん収おさまるのか？

ＧＭ：うん。上陸した敵に関しては、各地の騎き士しや魔ま術じゆつ師したちが対処することになるだろう。

アル：とりあえずひと安心、か。

ＧＭ：ピアニィはアルディオンをつなぎとめることに全力を尽つくすため、動くことはできないけど、会話程度ならいつでも可か能のうだ。だから、黙だまってる必要はないからね？

ピアニィ：は～い、ありがとうございます！（笑）

ナヴァール：私はさっそく〝偉大なるヒース〟や〝もうひとつの石〟の調ちよう査さに乗り出そう。

ベネット：あっしは、言われたとおり、マルセル殿たちにピアニィ様の伝言を伝えに行くでやんすよ！　ついでに、世界の動向も探さぐってくるでやんす。

ナヴァール：……ああ、ベネットにはひとつ頼みがある。

ベネット：お？

ナヴァール：ステラのことだ。敵に捕まっていることは、マルセルだけに話してくれ。他言無用と念押しした上で。

ピアニィ：レイウォールの人とかにも話さない？

ナヴァール：うむ。あの状況では、教えてもなにもできない。混乱させるぐらいなら、教えない方がいいだろう。マルセルにはそのことを伝えた上で、ステラは必ず我々が助ける、と。

ベネット：わかったでやんす。

アル：頼んだ、ふたりとも。

ナヴァール：うむ。アルもピアニィ様を頼む。

アル：俺はピアニィに剣けんを捧ささげてるんだ。あらためて頼まれるまでもねえよ。

ＧＭ：では、各自の方ほう針しんが決まったところで、シーンを終了しよう！







◆Middle 10◆逃亡者たちとの邂逅




　グラスウェルズ東方の都市、イルシールには戦いの爪痕がいたるところに残っていた。

　町の城壁は崩れ、家々は焼け、思いも寄らぬ災厄に人々は疲弊を隠せない。

　すべては魔族・妖魔の襲撃を受けた結果である。

　そして今、このアルディオン最大の研究都市に、ナヴァールは姿を現わした―――。




ＧＭ：さて。次は、ナヴァールのシーンだ。舞台は、グラスウェルズの学園都市イルシール。『ゲッタウェイ』四巻で描かれるリージュたちとナヴァールの出会いを演出しよう。

ナヴァール：了解だ。ピアニィ陛下を救うため〝偉大なるヒース〟と〝もうひとつの石〟の調査の旅へ出かけよう。〝もうひとつの石〟は、私と一心同体！　その力が解放されれば、私がその所しよ在ざい位置を特定できるからな。

ピアニィ：……って、『ゲッタウェイ』四巻で言ってましたね（笑）。

ＧＭ：まあ、そのとおり。『ゲッタウェイ』四巻で「グラスウェルズのイルシールで、魔族の陰謀により人々が次々と邪じや悪あく化する」という事じ件けんを終結させる際さいに、〝もうひとつの石〟の力が使用されたため、ナヴァールはイルシールへと行くことになる。




　人々に災禍を振りまいた魔族ギャラスが打ち倒された直後のイルシール大学。

　ナヴァールは、〝もうひとつの石〟を持つ、ピアニィとそっくりな少女、リージュとその仲間たちの前に立ち声をかける―――。
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ナヴァール：（『ゲッタウェイ』四巻を見ながら）えー……初めまして。私の名はナヴァール。私はフェリタニア合がつ衆しゆう国こく元軍ぐん師しです……と名乗るんだよな。

ピアニィ：本名を名乗らないんですか？（笑）

ナヴァール：長らく「ナヴァール」で通ってたんですから、今さら「ナーヴァスチャン・スタイナールです」って名乗ってもわかってもらえないです（笑）。それに、『ゲッタウェイ』四巻の展てん開かいとも差さ異いが出ます！（笑）

ＧＭ：ちょっとくらいちがったっていいじゃないか。

ナヴァール：……（笑）。とにかく、事情を説明するとしよう。

ＧＭ：ＯＫ。〝もうひとつの石〟の正体や、ヒューバードの背後で蠢いていた黒幕、フェリタニアの存在についてナヴァールは語った―――。




　と、ＧＭも『ゲッタウェイ④』を取り出して……。




ＧＭ：（『ゲッタウェイ』を読みながら）「じゃ、じゃあ……リージュの竜輝石の正体って？」　ヒルダは、どこか驚きを隠せない表情で問うた。
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ナヴァール：（『ゲッタウェイ』を読みながら、わざとらしい口調で）その石は……ピアニィ様が所持している〝真実の竜輝石〟の……バックアップ。すなわち〝もうひとつの石〟だったのだよ……っ！

一同：な、なんだってえええ―――っ!!（←死ぬほどわざとらしく）

ナヴァール：そして、ヒューバード殿の野望を裏うらで利用していた者がいたのだ！　バルムンクが〝あの御お方かた〟と呼よんでいた存そん在ざい。歴史の裏からアルディオン大陸を滅ほろぼさんと画かく策さくしてきた魔ま物もの。……その名は、フェリタニア。かつて、統とう一いつ帝ていウルフリックの妻つまだった女じよ性せいだ。

一同：（『ゲッタウェイ』を読みながら）きたあああ―――っ!!

ＧＭ：（ギデオンになって）「まさに危クリ機テイ的カルな真相……っ！」
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ピアニィ：（ヒルダになって）「真の敵の正体、って奴か……！」

ナヴァール：（『ゲッタウェイ』を読みながら）彼かの女じよは、かつて邪神をこの世界に呼よび込こんだエルダと呼ばれる古代種族の末まつ裔えいだ。さらに巨きよ大だいな邪神を呼よび込こむために、恐おそるべき計画を進めようとしている……って、いつまでこの朗読劇を続けたらいいのだろう（笑）。

ＧＭ：あ、このへんでよろしいかと（笑）。

ベネット：……ともかく、そんな感じで事態の核心をナヴァール殿は、〝ゲッタウェイ〟のみなさんに語ったでやんすな（笑）。

ＧＭ：そうそう。で、神しん妙みような顔で話を聞いていたチコは、「アルディオンがすでに滅びているというのは？」と尋たずねるんだ。
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ナヴァール：「それに関しては、ピアニィ様と直ちよく接せつお話されるとよい」と言う。

ピアニィ：あ、そうそう！　確かここで、リージュの持っている〝もうひとつの石〟が輝かがやき出して、あたしとホログラフで会話をするんですよね！

ＧＭ：そのとおり（笑）。

ピアニィ：じゃあ……（『ゲッタウェイ』四巻を見ながら）―――言葉を交わすのは、これが初めてでしたね……と、自じ己こ紹しよう介かいをしてから事情を説明します。




　自らの幻影をはるかイルシールまで送り、ピアニィは〝ゲッタウェイ〟の面々と邂逅する。

　彼女とナヴァールからの説明により、〝ゲッタウェイ〟伝わった情報は以下のとおり。




・『無印』一〇巻終しゆう了りよう時点で、〝フェリタニア〟によって世界は滅ぼされているはずだった。

・だが、生いき延のびたピアニィの〝すごい力〟により世界はなんとか滅亡を逃のがれた。

・しかし、さすがのピアニィもそこまでで手て一いつ杯ぱい。アルディオンを救うために他人の力を借りなければならない。




ピアニィ：まさか、このシーン。ピアニィの立場からもやるなんて……（笑）。

アル：確かに（笑）。そして実際にリージュたちがエストネルにきて、氷の中の姫さんをみたら、さらにたまげるだろうなあ。そしてそこを護衛中の俺（笑）。

ピアニィ：アルが護ってくれるから安心ね♪　で、色々説明したところで、〝もうひとつの石〟が燃ねん料りよう切れを起こして、通信が終わっちゃうんですよね（笑）。

ナヴァール：その通信の後、私は「〝偉大なるヒース〟が大地に根づけば、ピアニィ様が力を解放せずとも、アルディオンをエリンに縫ぬい止とめることができるのに！」と嘆なげく。

ＧＭ：ふっふっふ。では、ここでチコが帽ぼう子しに手を掛けて―――。

ベネット：うおおっ！　チコさんが帽子をとるというのかぁっ!?　いったい、あの中にはなにがあるでやんすか―――っ!?（←超わざとらしく）

ＧＭ：そんなベネットの叫びに、彼女が芝居がかった動きで帽子をはぎ取ると……ちこーん！　少女の頭頂部には、〝偉大なるヒース〟の芽が鎮座していた。「オイラの頭に生えているのが、〝偉大なるヒース〟の芽っす！」

アル：相変わらずトンチキな設定だなあ……（笑）。

ベネット：ううっ！　あっし、このシーンに登場して、あの芽を引っこ抜きたくてうずうずしてるでやんす。

ＧＭ：すんなっ！　歴史が変わるだろ!?（笑）

ナヴァール：ああ、それだ！　こうやって見つけることができたのは、運命の導みちびきにちがいない。これをもう一度大地に植えれば、アルディオンはエリンにつなぎ止められるであろう。

ＧＭ：チコがどうやったら〝偉大なるヒース〟をアルディオンに根づかせることができるのか、方法を教えてほしいと言ってくるよ？

ナヴァール：それは、ある条じよう件けんが必要なのだ。それは―――。

ＧＭ：「それは？」

ナヴァール：『ゲッタウェイ』五巻のお楽しみ！　ここでは語らないでおこう（笑）。

ベネット：なななな、なんやて――っ!?（一同爆笑）

ナヴァール：いや、ナヴァールは真面目に「こういう方法がある」って教えるんだけど、内ない容ようをここで話さないだけ。あとは『ゲッタウェイ』のＧＭである藤ふじ井いさんがなんとかしてくれるだろう！

ＧＭ：では、〝偉大なるヒース〟の植樹方法を教えたところでシーンを終了しよう。







◆Middle 11◆天使の炎




　ベネットは久ひさしぶりにフェリタニア合衆国を訪おとずれた。

　目的はもちろん、マルセルたちにナヴァールからの伝言を伝えることである。




ＧＭ：さて、次は、ベネットのシーン。

ナヴァール：ベネット殿は、アキナ殿たちへと伝言を頼たのまれていたな。

ベネット：そうでやんす。エンジェルファイヤー部室の天てん井じよう裏うらに忍しのび込こむでやんすよ！

ＧＭ：では、アキナたち四人は集まって、なにごとか話し合いをしているようだが……。
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ベネット：けーっけっけっけ！　あっしは神喚者になったでやんす！　さすがのエンジェルファイヤーも、あっしの気配を察知するはずが……。

ＧＭ：ドランが「くせ者ナリ！」と叫さけんで、天てん井じよう目がけて槍やりをぶすっと（笑）。
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ベネット：お前メイジだろーっ!?（一同爆ばく笑しよう）　はっ、思わず素すで突つっ込こんでしまったでやんすっ!?　べちゃ（落ちた）。

ＧＭ：『デスマーチ』九巻かんだと、ドランの槍は、ベネットの尻しりに刺ささったんだが（←ドランのプレイヤー）。

ベネット：馬ば鹿かな！　尻が割われちまったでやーんすっ!!（笑）

ＧＭ：元から尻は割れてるものだろ!?（笑）

ベネット：（聞いてない）くっ、こうなってしまったら仕方がない！　煮にるなり焼くなり好きにしろ、でやんす！　捕つかまったものであれば、それぐらいの覚かく悟ごはできているっ！

ナヴァール：ベネット殿、伝言を頼たのんだはずなのだが……（笑）。

ベネット：は、そうでやんした。

ＧＭ：「……で、用よう件けんはなんだ？」とマルセルが問いかけてくるよ。

ベネット：ナヴァール殿から、マルセル殿へと伝言を預あずかってきたでやんす。

ＧＭ：マルセルは「なに!?　ナヴァールだと!?」と青あお筋すじをピキリと立てる。だが、ベネットにねぎらいのお茶を出した上で、ちゃんと話を聞こうとするけどね。

ベネット：ああ、茶が旨うまい……。

ＧＭ：とりあえず、マルセルたちはかくかくしかじかと、キミたちが不ふ在ざいだった間にどんな事件が起こったかを教えてくれるよ。

ベネット：なるほど、そっちも大変だったでやんすなあ。

ＧＭ：「で、そちらの用件は？」

ベネット：では、アルディオンがエリンから引ひき離はなされかかっていて、ピアニィ様がなんとかつなぎとめていると説明するでやんすっ！

ＧＭ：「陛へい下かがそのようなことに!?」

ベネット：それから、〝バルムンク・ノヴァ〟の頭とう領りようだったヒューバードを討うった結果、すべての黒くろ幕まくがウルフリックの妻つまフェリタニアだということがわかったでやんす！

アル：本当は、フェリタニアの体を乗っ取った〝邪神の御子〟が黒幕だったわけだがな。

ＧＭ：「なるほど。それで、ナヴァールから我々へ、どのような指し示じが出ている？」

ベネット：ええと……（ちらりとナヴァールを見る）。

ナヴァール：適てき切せつな処しよ置ちをとっていただきたい。それだけだ。

ベネット：……だそうでやんす（笑）。

ＧＭ：マルセルたちは「それだけかいっ！」とツッコミをいれるよ（笑）。

ベネット：あ、あっしのせいじゃないでやんす！（笑）

ナヴァール：私のせいでもない！　『デスマーチ』九巻でＮＰＣナヴァールが言ったことを繰くり返かえしただけなんだから！（笑）

ＧＭ：実じつ際さい、ギィは「こんだけもったいぶっておいて、そんなオチかよっ!?」って叫んでましたしね（笑）。
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ナヴァール：うん。そのあと、ナヴァールらしいなって思い直したけど。

ＧＭ：マルセルは「難むずかしく考えるな。これまでやってきたとおり、ピアニィ様から託たくされたこの国を守り抜ぬけばいい」とうまくまとめる。

ベネット：いいこと言ってくれるでやんすね！　そうそう、ピアニィ様はマルセル殿たちを信しん頼らいして、託たくしたでやんす。みんな、この国が好きだから、今まで戦って来られたでやんす。……これからも、そうであって欲しいでやんす。

ＧＭ：「ああ……そうだな」　おお、珍めずらしくいい感じでベネットのシーンが終わりそうじゃないか。

ナヴァール：どうせなら、レイウォールの様子も見てから帰ってくるといい。

ベネット：バウエストンまで行って、ナイトっぽい犬っころとすれちがうでやんすな？

ＧＭ：ナイトっぽい犬っころ……？

ナヴァール：『メイビー』のバヤンのことだ。プレイヤーはＯはたくん（笑）。
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ベネット：はっ、あっしが登場すると動きを止めるという、不思議な生命体でやんす！

アル：ベネットのロールプレイをしてしまうから、バヤンが動きを止めるということか（笑）。

ベネット：そうでやんす！

ＧＭ：レイウォールでは、行方不明のステラに代わって、リディル・バウエスが新しい女王になったという情報を[image: ]むよ。
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ベネット：それくらい長い間、ステラ殿は国に戻もどれていないってことでやんすな……。

ナヴァール：早くステラを助け出してやらないとな……。

ＧＭ：では、ベネットのシーンはこのくらいにして、アルとピアニィのシーンに移うつろうか！







◆Middle 12◆たくさんの人に支ささえられ




　ピアニィは氷柱の中に在って、大陸をつなぎとめるために力を放出し続けている。

　動けないピアニィは、魔ま族ぞくや妖よう魔まの格かつ好こうの標的にすぎない。

　襲しゆう撃げき者しやたちを撃げき退たいするのが、アルの日課となっていた。




ＧＭ：さて、ミドルフェイズ最後のシーン。ナヴァールとベネットの帰き還かんを待つ間、アルとピアニィがなにをしていたか、というのを演えん出しゆつしようと思う。

アル：たぶん俺おれは、ピアニィの側から動かず、時どき襲しゆう撃げきをかけてくる妖魔とかを斬きったりしてると思う。襲撃がない時は、たき火を焚たいて、座すわり込こんでる。

ピアニィ：あ、せっかくだから、アルとふたりで話をしたいかも。

ＧＭ：お。ＯＫ、いいよ。

ピアニィ：あたし、アルディオンをつなぎ止めるために、全力を注いでいるんですよね？　じゃないですか。だから、日を追うごとに力が消しよう耗もうして、徐じよ々じよに余よ裕ゆうがなくなっていくって演出にしたいんです。

アル：おお。

ピアニィ：この状態になって何日後かに、アルに……そろそろ、会話するのも厳きびしくなってきました、って言います。

アル：……ああ。

ピアニィ：まだ力は尽つきてないけど、もっともっと集中しないと、大陸を押おさえる力が弱まっちゃいそうなの。だから……。

アル：……話すこともつらくなってきた、か。それ以上、言わなくていい。今は、そっちに集中してていい。ナヴァールの旦だん那なたちが戻もどってきたら、呼よびかけてやるから。

ピアニィ：アル……ごめんなさい。

アル：いいさ。任まかせておけ。

ピアニィ：……はい。じゃあ、また、と言って……そのまま、眠ねむったように静かになります。

ＧＭ：そして、時は静かに流れていく。やがて、ピアニィは一日の大半を眠って過ごすようになり―――アルは、ひとり剣を振るって、魔族を駆逐する日々が続く。

アル：……俺は毎日、氷柱にもたれかかって座って……たまに語りかけてくるピアニィに言葉を返す。もちろん、剣は抱えたままだな。

ベネット：食事はどうしてるんだろうか（笑）。

アル：最初に、日持ちするものを大量に用意しといたんだよ。

ＧＭ：だが、それももはや残り少なく……。

一同：はやっ!?（笑）

アル：食う量を絞りつつ……（笑）。

ＧＭ：と、その日の食事……ひと欠片の乾し肉を口にした時だ。「あらら、貧しい食生活だこと」　ふいに、声を掛けてきた者がいた。

アル：お？　って……その口調は……。

ＧＭ：「久しぶりね、アルくん？」　大きな黒い帽子を目深にかぶった、笑顔の女性……、

アル：エルザ姉か！　どうしてここに……（笑）。

ＧＭ：「マルセルから連絡受けてね。ピアニィさんが、アルくんとここにいるからって聞いてさ？　自分たちは今、動ける状態にないからふたりを頼む、ってね。あと、おなかもすかしてるだろーなーって」　真っ赤なリンゴを手のひらで遊ばせながら―――。

アル：め、めし……俺、氷ばっか食って生いき延のびてたんで……（笑）。

ＧＭ：かぷり、笑顔のままにリンゴにかじりついた。

アル：鬼――――――っ!?（笑）

ＧＭ：「はいはい、あわてない」　くいっと、親指で彼女は背後を指し示す。

アル：う？　そっち見ると？

ＧＭ：釣られて、視線を転じると……エルザの少しうしろに、ずらり！　多くの人影がある。ひとりは、眼鏡を掛けた無精髭の男。

アル：ユンガーか（笑）。
















ＧＭ：そして、赤毛の青年に、どう見ても鎧にしか見えない大男―――彼らは、その両手にいっぱいの食料を抱えて……。

ベネット：ツヴァイに、ダイン！　『アクロス』パーティが再さい結けつ成せいされてる！（笑）

ナヴァール：エルザのことだから、きっとシェルドニアン学園にも上手く声をかけて、「戦せん闘とう訓練」として防ぼう衛えい戦せんに参加させてるかもしれないな。

ピアニィ：（ユファになって）「……ピィ姉様をお守りするの、手伝ってあげてもよくってよ！」（笑）　エルザ先生が信頼してる生徒たちもいっぱいで……。

ＧＭ：日を追うごとにピアニィ護ご衛えい部隊の人数が増ふえていくわけで―――。

ベネット：なんか、いきなりお祭り騒ぎに……（笑）。

アル：さっきまでのさびしい雰囲気はどこに……思わずぽかーんとするしか……（笑）。

ＧＭ：わはは（笑）。こんなところで、シーンは終わるんだが……。

アル：なら、最後に氷柱にもたれかかったまま、ピアニィに語りかけよう。……なあ、ピアニィ。今は気づいちゃいないんだろうが―――。




「……お前が目を覚ました時にどんな顔をするか、今から楽しみだよ」







◆Middle 13◆七〇〇年前からの刺し客かく




　時はさかのぼり、七〇〇年前のアルディオン。

　フェリタニア統とう一いつ帝てい国こくの宮きゆう廷ていでは、〝邪じや神しんの御み子こ〟となったフェリタニアが策さく謀ぼうを巡めぐらせていた。




ＧＭ：さて、ここでマスターシーンだ。舞ぶ台たいは七〇〇年前のアルディオン。キミたちが現げん代だいへと戻った、その少しあとの話になる。

ピアニィ：はい。

ＧＭ：場所は、宮廷の一室。フェリタニア統一帝国国王が座すわるべき玉ぎよく座ざに、〝邪神の御子〟となったフェリタニアが腰こしかけている。




　玉座に座るフェリタニアの前に、部下と思しき数点のシルエットが跪ひざまずいている。フードを目深にかぶり、その顔をうかがうことはできない。

　フェリタニアは、ぽつりと呟つぶやく。

「神の戦士とやらは、時を超こえて、未来へと戻ったか……」




ピアニィ：あたしたち、探さがされている!?




「あれはやがて、我わが野望をくじきかねない、最大の障しよう害がいとなるだろう」

　フェリタニアの言葉は、どことなく事じ態たいを楽しんでいるような響ひびきを含ふくんでいた。

「行け。時の壁かべを越こえて、〝神しん竜りゆう王おう〟の魂たましいをとらえ、あれらを滅めつせよ」

　部下と思わしき者たちが「はっ」と礼をすると、その足下にある魔ま法ほう陣じんが光り始める。

「では必ずや、セフィロスの魂は我われらが滅めつしましょう」

　次の瞬しゆん間かん、姿すがたは霞かすみのようにかき消えた。




ＧＭ：という感じで、何者かが、時を超えてキミたちを追ってくる。

ベネット：追っ手が来た―――っ！（笑）

ＧＭ：では、そんなところでマスターシーンを終了しよう。







◆Middle 14◆望まぬ形での再さい会かい




　ピアニィが氷柱に閉とじこもってから、約一ヶ月。

　魔族からピアニィを守るための戦いも、協力者がだいぶ増えていた。

　アルはこの場で寝ね泊とまりしているが、大たい概がい誰だれかが協力者として残るのだが、その夜は珍めずらしくアルひとりきりとなった。




ＧＭ：さて、ミドルフェイズ、最後のシーンだ。シーンプレイヤーはアル。ナヴァールとベネットは適てき当とうなところで登場してくれ。ピアニィは……ちょっとだけ、待ってて（笑）。

ピアニィ：はい（笑）。

ＧＭ：場所はピアニィの氷柱がある付近。今日もアルたちは妖魔を撃退し、一日が終わろうとしているところだ。

アル：はい。そろそろ一ヶ月くらい経たつのかな？　それだと、テントくらいは立てておいて、そこで待機することになるだろうな。

ＧＭ：そうだね。エルザたちは「じゃあ、アルくん。今日はもう襲撃もないと思うから、あとは任まかせたわ。ピアニィ様とふたりきりの晩ばんを楽しんでね！」とジョークを言いながら、手をひらひらさせて去って行く。

アル：ふたりきり？

ＧＭ：アルはずっとここで生活してるじゃない？　他の人は夜当番表とかを決めてアルの補ほ佐さをしてるんだろうけど、たまたま今夜はアルひとりが残ることになった……そんなシチュエーションだ。

アル：そうか。じゃあ、今夜はピアニィの氷柱の脇ででひとり過すごすか。

ＧＭ：では、アルがそう決めて……ひさしぶりの静けさを感じ始めたその時―――ふいに周囲の空気がピンと張はり詰つめた。なにかが近づいてくる気配があるのだが、エルザたちのような、友好的な雰ふん囲い気きではない。氷を踏ふみしめる不気味な足音が、徐々に近づいてくる。

アル：剣けんに手をかけて、音のする方を見る。

ＧＭ：フードをかぶった人ひと影かげが数名、近づいてくる。闇やみが深く、その顔は見えない。

アル：抜ばつ剣けんして、待ち受ける。

ＧＭ：すると、人影のひとつが、少し粗そ暴ぼうそうな感じのする男の声でこう言う。「おや、たったのふたりで、しかもひとりは氷漬づけか。これは、面白くないシチュエーションだ」

アル：誰だれだ……？

ＧＭ：まだ顔は見えないが、別の人影が口を開く。「問題ない。我らの目的は、ピアニィの討とう伐ばつ。好都合ではないか」　少し粗暴そうな感じのする男の声が答える。「……まあいいか。俺が興きよう味みがあるのは、あのアルという男だからな」　最後に、若じやつ干かん小こ柄がらな人影が「まったく、お前は……」と女の声で呟いている。

アル：お前ら……もしかして、ウルフリックの部下だった、ヒューバードたちか？

ＧＭ：そのとおり！　人影がローブを脱ぬぎ捨すてると、ヒューバード、ベルフト、ステラだと判はん明めいする。もっとも、ひと目で邪じや悪あく化しているとわかるけどね。
















ピアニィ：……。

ＧＭ：ヒューバードはアルに向かって「どけ。お前にようはない」と氷柱の中にいるピアニィを見上げ……ベルフトが言う。「兄あに貴きよぉ、この男は、俺にやらせてはくれねぇか？」

アル：ベルフト……。

ＧＭ：「戦いが終わったら、俺と剣を交えるって約束したじゃねぇか」とニヤリと笑う。

アル：俺らが戻ったあと、あんたらがどうなったかと心配してはいたが……一番当たってほしくない予想が、現げん実じつになっちまったようだな。〝邪神の御子〟の力で……邪悪化されたな。

ＧＭ：「だが、俺は今、とっても気分がいいぜ？　今まで理り性せいで押おさえつけていたが、フェリタニア様……いいや、〝邪神の御子〟様の力によって、すべてが解かい放ほうされたようだ！　いい気分だ……！」

アル：そんなの、本当のあんたじゃない。

ＧＭ：アルの言葉を無む視しして、ベルフトたちは武器を手に取る。ヒューバードは武器を手にする代わりに、どこか理性的な口調で警告を発する。「お前には興味がない。無む駄だな戦いをしたくなければ、どくんだな」

アル：どくわけないと、わかってるだろ？

ＧＭ：すると、邪悪化ベルフトが「そうか……じゃあ、真っ向からやり合おうじゃないか」と、うれしそうに言う（笑）。

アル：戦うしかない、か。残念だよ。色んな意味でな。

ＧＭ：「お前ひとりで、この窮きゆう地ちを切きり抜ぬけることができるとでも？」

アル：……ひとりじゃないさ。

ベネット：登場するでやんす！　……アル殿どのの仲間なら、ここにいるでやんす！

ナヴァール：少々到とう着ちやくが遅おくれてしまってすまないな、と私わたしも登場しよう。

ＧＭ：ヒューバードは「だが、お前たちのリーダーであるピアニィを欠いたまま、我ら三人にかなうと思うなよ」とせせら笑う。

ナヴァール：我ら三人は、必ずピアニィ様を守る。

ＧＭ：「面白い。守りきれるというのなら、その力、見せてもらおうか」

ナヴァール：……残念だ。やはり、〝邪神の御子〟の力にはあらがえなかったか。

ＧＭ：「ふふ」とステラが邪悪に笑うよ。そろそろ、ピアニィも復ふつ活かつしていいよ（笑）。

ピアニィ：なんて言って登場しようかな……（長考して）……さ、三人ではありません！

ベネット：ふふふ、これで数の上ではこちらが勝ちでやんすなあ！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：それじゃあ、まるでそっちが悪役みたいだろ!?（笑）

ピアニィ：や、やり直しっ！（笑）　せっかくだから、三対三で戦って、アルたちが負けそうになったところで、氷の中から……がんばって！　立ち上がりなさい！　って言いたい！

ＧＭ：あ、ちなみにピアニィは今回、氷漬けのまま戦闘になるのでよろしく。

ピアニィ：えええええっ!?（笑）

アル：問題ない！　むしろその方がかっこいい！（笑）

ナヴァール：では、演出戦闘で我われ々われが負けそうになり、私が「やはり三人では駄だ目めか！」と呟くんだな。「《プロテクション》だけでは防ふせぎ切れぬか……！　やはりここに《サモン・アラクネ》が重ならなければ守りきれない！」と（一同爆笑）。

ピアニィ：すごい具体的な求められ方をされた!?（笑）

ＧＭ：よし、ではベルフトがベネットに向けて……「お前は邪じや魔まだ、頭をかち割わってやる！」と斧おのを振ふり下おろす！

ベネット：そんなものは指ひとつで……（死ぬほどわざとらしい口調で）な、なんだというのだこのパワーは―――っ!?　耐たえきれない、だと!?　ナヴァール！　早く《プロテクション》を―――っ!?（笑）

ナヴァール：もうやっている！　だが、これでは耐えきれない……っ！（笑）

アル：俺は、振り回された斧の旋風を必死に耐えている（笑）。

ＧＭ：しかし、ナヴァールが張はった《プロテクション》に、《サモン・アラクネ》が重ねてかけられる！　ベネットは奇き跡せき的てきにダメージを受けなかった。

ベネット：こ、これは……！

ナヴァール：我々の中に《サモン・アラクネ》を使えるものは、ピアニィ様だけのはず。ということは……！

ＧＭ：ベルフトは攻こう撃げきがはじかれ、「はじかれた!?　この力は……!?」と言う（笑）。

ピアニィ：大だい丈じよう夫ぶですか!?　……と、氷の中で目覚めたあたしはみんなに声を掛けます。

アル：ピアニィ！　こいつらは……！

ピアニィ：大丈夫、状じよう況きようは把は握あくしています。邪悪化させられているんでしょう？　……って言っちゃっていいですよね？

ＧＭ：もちろん。

ピアニィ：あたしは、今ここで倒たおれるわけにはいかないのです。

ＧＭ：ヒューバードは「それはそうだろうな。だが、こちらにも倒たおしたいわけがある。いいだろう。四人まとめて、仲良くあの世へ送ってやる」と邪悪に笑うった。

ピアニィ：あたしは、仲間と一いつ緒しよに、この世界と守ってみせます！

ＧＭ：「では、お前がフェリタニア様が言うほどの力を持っているのか試してみよう！」では、クライマックスに移うつろうか！
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◆Climax 01◆旧き者との戦い




　その三人と対峙した時、ピアニィの心に痛みが走った。

　それは好意を持って言葉を交わした相手と剣を交えるからなのか、それとも……

　自らの兄をその手に掛けた、心の傷をえぐられるからなのか―――。




ＧＭ：ではクライマックスの戦せん闘とうを始めよう！

ナヴァール：ちなみに名前はベルフト、ヒューバード、ステラでいい？

ＧＭ：ＯＫ。ＰＣたちと、ベルフトたちは双そう方ほうとも一エンゲージで、両者間は10メートルだ。

ナヴァール：もしかして氷漬けのピアニィは移い動どうできない……？

ＧＭ：お、そのとおり。氷の中で目をつぶったまま、心の眼めで戦場を見てくれ。

ピアニィ：心しん眼がんだ！　はーい！（笑）

ＧＭ：では、セットアッププロセスに入ろう！




●第一ラウンド

▼行こう動どう値ち

ベネット　　　　　37

ヒューバード　　　35

ステラ　　　　　　28

ピアニィ　　　　　21

ベルフト　　　　　14

アル　　　　　　　12

ナヴァール　　　　７




[image: ]




ＧＭ：じゃあ、最初はベネット！

ベネット：あっしでやんすか。ふっふっふっ、あっしのスピードについてこられるかな？

ＧＭ：無理無理。だから、先にセットアップしろ（笑）。

ベネット：では、《マスターサーバント》《コールサーバント》。「貴き様さまにはこんなことできまい」と、猫ねこに石を食わせる。「そりゃできねえよ！　猫ねこに石を食わせるとか虐ぎやく待たいか!?　お前、そこ座すわれ！」とあっしが三人に怒おこられてる横で猫が巨きよ大だい化か。

ＧＭ：ひとりツッコミ（笑）。

ベネット：「なに怒おこられてるんだよ、ベネット。いつもやってきたことじゃないか」「そうだったでやんすな、猫。さあ一いつ緒しよに行くでやんす！」と言って、ダメージアップ。

ＧＭ：ベネット……もういい年なんだから、もうそういうの止めたら？

ベネット：年ねん齢れいのことは言うなー!!（笑）　もうこのキャラで売っていくしか、生きる道はないでやんす！

ＧＭ：まあ、一度決まったキャラは変えられないよな（笑）。

アル：で、今のうちに《限げん界かい突とつ破ぱ》使った方がいいんじゃねえ？

ピアニィ：そうだね。《限界突破》を使います！　いぇい♪

ＧＭ：了りよう解かい。次はヒューバードか。ヒューバードはばっと手を広げてオリジナルパワーを使用する。

ピアニィ：パワー持ってるのっ!?

ＧＭ：そうだ！　《魔ま神じんの繰くり糸》……！

ナヴァール：なんか聞いたことある気がするな、そのパワー。

ピアニィ：前回、お兄様が使っていたパワーですね！

ＧＭ：ああ、そのオリジナルだな。しゅるしゅるしゅる……っと、細い糸がヒューバードの手から伸のびて……。

ベネット：くくく、そんな旧きゆう式しきの技わざが我われ々われに通じると思ったか―――っ!?

ＧＭ：早い早いっ！　それはちゃんと防ふせいでから言ってくれ！（笑）

アル：効こう果かは？

ＧＭ：【精せい神しん】判はん定ていの対決を行ない、負けるとあらゆる判はん定ていにマイナス１Ｄ。この効こう果かはシーン終しゆう了りようまで持続。ヒューバードが倒たおれるか、対象がムーブとマイナー、もしくはメジャーアクションを使用すれば解かい除じよされる。

ナヴァール：《ベアアップ》は使えるのか？　スキルのリアクションの【精せい神しん】判定に＋１Ｄって書いてあるが。

ベネット：これ、パワーですから使えないでやんすよ。

ナヴァール：そうか……そいつは厳きびしいな。

ＧＭ：んじゃ、いくぞ。こちらは３Ｄ＋16！

ナヴァール：それなら勝てそうな気がしてきた。こっち今＋２Ｄされてるし。

ＧＭ：（ダイスを振ふる）……低い。３Ｄ振ふって７。23だ。

アル：ここは頑がん張ばって避さけるところだろうなあ……。たぶん、このパワーの効果中にうんぬん、みたいな派は生せいするスキルとかパワー持ってそうだし。

ナヴァール：前回もそうだったしな。ただ、今回はサポーターさんがいない！

アル：あー、俺らの味方だったあの子！（笑）

ＧＭ：お前たちの味方じゃねえっ!?（笑）




　第一〇巻『愚者のサクリファイス』のCLIMAX参照である。

　ボスキャラであるヒューバードの側近で、データ的には彼を守り、支援するキャラクターとして登場。が……一切、守る行動を取ることなく死亡するという画期的な展開を見せた。




ピアニィ：とにかく、頑がん張ばって避よけた方がいいですよね！

アル：だな。俺おれは《ドラゴンソウル》を使用。さらにフェイトも２点使用。（ダイスを振ふる）……よし、クリティカル。成功だ。

ベネット：あっしは《ダンシングヒーロー》とフェイト２点を使用。（ダイスを振る）……あっしもクリティカルでやんす。

ピアニィ：……そういや、あたし氷漬づけだけど避さけられるの？（笑）

ＧＭ：ああ、そこは問題ない。データ的には移動できないだけだ。

ナヴァール：魔ま力りよくを放って相殺したみたいな描びよう写しやになるんです。

ピアニィ：じゃ、判定します。（ダイスを振る）……27で成功しました！

ナヴァール：じゃあ、私わたしも判定しよう。（ダイスを振る）……うん、24で成功。その技わざはすでに見切っておる。

ベネット：知らなかったのか？　神喚者に同じ技は通用しない……！（笑）

ＧＭ：「兄あに貴きの力をこうも簡かん単たんに避さけるとはな。さすがだわぁ……？」（一同爆ばく笑しよう）

ピアニィ：またオネエっぽくっ!?

ナヴァール：戻もどった、戻もどってきたぞ、おい……!!（笑）

ベネット：邪悪化してても基本は同じ……！（大爆笑）

アル：ともかく……これでヒューバードは終わり？

ＧＭ：ヒューバードは終わりだが、このタイミングでエネミー側が《陣じん形けい》を宣せん言げんする！

ピアニィ：ギルドサポートも持ってるの!?

ＧＭ：まず、ベルフトが移動する前に《鬼き神じんの行軍》を使用する。

アル：なにそれ？

ＧＭ：移動の直前に使用。その移動では封ふう鎖さされず、敵てき対たいするキャラクターとエンゲージしても移動終しゆう了りようにならない。さらに、通つう過かしたエンゲージと、移動終了したエンゲージにいる任にん意いの複ふく数すうのキャラクターに50点のＨＰロスを与あたえる。

一同：ぎゃ―――っ!?

ＧＭ：ベルフトが両手剣を構かまえてたまま……ドドドドド……ッ、と砂煙巻き上げながらＰＣたちのエンゲージに突つっ込こんでいく。

ナヴァール：吹ふっ飛とばされて赤い染しみになります。ぎゃー、ぐしゃり。

ベネット：待てナヴァール―――っ！　そういうセリフはあっしのもんじゃ―――っ!?（一同爆笑）

アル：残りのふたりは？

ＧＭ：ヒューバードが横に１メートルくらい移動して、エンゲージを分ける。以上。
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ベネット：わかりやすい。

ＧＭ：次はステラ。長いから一気に宣せん言げんするぞ。《迷まよいなき決けつ断だん》《穢けがれし束そく縛ばく》《インペレイティブ》《ハイロウコール》《ディバインコール》《ソニックハイロウ》《ホーリーアタック》《ホーリーウェポン》。

ベネット：コイツ、サロゲートでやんすか！

アル：…………これ、結果どうなるの？

ＧＭ：まず、召しよう喚かん具ぐ：ガーンデーヴァという弓を呼よび出だして装そう備びしつつ、ダメージ＋15。さらに、ヒューバートとベルフトの【行動値ち】に＋15。最後にＰＣはこのラウンドの終了まで「タイミング：イニシアチブ」のスキルが使用できなくなる。

アル：それはきつい！　【行動値】を上げられるのが嫌いやだ！

ベネット：……これ、《迷まよいなき決けつ断だん》を《時の支し配はい者しや》を止めていいでやんすか？

ＧＭ：まあ、こっちも一気にパワーとスキルを宣言しちゃったしな。使ってもいいぞ。

ベネット：助かるでやんす。おー、《時の支配者》だー!!

ＧＭ：そうすると、ステラのセットアップが全部潰つぶれるわけか。だと、こっちの戦法が全部狂くるうな……。ヒューバードが《時の支配者》を使用して、ベネットの《時の支し配はい者》を打ち消す。

ベネット：ば、馬ば鹿かな！　あっしの速さについてこられるヤツだと!?

ナヴァール：我われらが七〇〇年過か去こへ行ってきたように、ヤツラは七〇〇年過か去こからやって来たというわけか。

ＧＭ：「ふっ、時を支配し、時を越こえるのは貴き様さまらの専せん売ばい特とつ許きよではない」で、《迷いなき決断》は有ゆう効こう。

ナヴァール：これは《インペレイティブ》を《インタラプト》するのも手だな。

アル：武ぶ器きを消されたステラがどう動くかはわからないが……せっかく《時の支配者》を使ったんだし、やってもいいんじゃないか？

ベネット：なら、《インペレイティブ》に《インタラプト》！

ＧＭ：ならその《インタラプト》をヒューバードが《インタラプト》！

ベネット：持っていたでやんすか！

アル：それはもうどうしようもないな。

ＧＭ：ってわけで、こっちのスキルとパワーが使用された。ステラは以上。

ピアニィ：次はあたしね。《インクリーズデバイス》をアルとベネットちゃんとあたしに。ダメージ＋22点。

ＧＭ：次はベルフト。

ナヴァール：同じエンゲージのキャラクターが全員戦せん闘とう不ふ能のうになるのか？

ＧＭ：いや、もっとしょぼい……しょぼいって言うな!?

ピアニィ：自分で自分に突つっ込こんでるよっ!?

ＧＭ：ベルフトは《鬼神の波動》というパワーを使用。ＰＣたち全員が対象。以い降こう、ＰＣがフェイト１点を使用する度に10点のＭＰロスを受ける。この効果は、シーン終了かベルフトが戦闘不ふ能のうになるまで持続する。

ナヴァール：これ、自動成功？

ＧＭ：そう、自動成功だ。

ナヴァール：10点のＭＰロスか……結けつ構こうでかいな。

ピアニィ：かなり痛いたいね……（笑）。

アル：次は俺おれ。《クリアマインド》を使用して終わり。

ナヴァール：最後は私わたしだな。私も一気に宣言しよう。《マインドマスター》《コーデックス》《メンターアーツ》《インペレイティブ》《スピリチュアルウェポン》《ヘイスト》《ポストヘイスト》。

ＧＭ：一気に言われるとなにを宣言してるかわからなくなるな（笑）。

アル：いつものセットだろ（笑）。

ナヴァール：ああ、いつものセットだ（笑）。《コーデックス》はアコライト指定。《スピリチュアルウェポン》は……ベネットだな。

ベネット：あっしでやんすか？

ナヴァール：先せん制せいしてステラを倒たおしてもらうためだ。

ピアニィ：つまり、まずは神官から、ですね！

ナヴァール：そういうことです。ケセドの杖つえを使用して、ダメージ＋20。

ベネット：ついにナヴァールくんも、あっしのよさがわかってきたでやんすな。

ナヴァール：いやいや、昔からわかってましたよ！（笑）

アル：このラウンドで《アデンダム》できないのが惜おしいが……まあ、頑がん張ばれ。

ナヴァール：《ヘイスト》《ポストヘイスト》。判定は……（ダイスを振る）……クリティカルしなくて、ＰＣ全員の【行動値】＋16。

ＧＭ：高いな！

アル：とはいえ、そっちも＋15されてるからな。行動順はあんまり変わってない。

ベネット：ほぼ±０にしただけでも悪くないでやんす。

ナヴァール：ステラがひとり遅おそくなった感じか。

アル：相対的に遅おそくなったな。

ＧＭ：これでセットアッププロセスは終了。ではイニシアチブ。まずはベルフトがオリジナルスキルの《追加行動》を宣言し、即そく座ざにメインプロセスを行なう。

ピアニィ：行動済ずみになる？

ＧＭ：ならない。んじゃ、いくぞ。ムーブアクションなし。マイナーアクションは《巨神殺しの剛ごう剣けん》。武ぶ器き攻こう撃げきでダメージを与あたえると、［放心］と［スリップ］を与あたえる。クリティカルした場合は、スキルでバッドステータスを回かい復ふくできない。

ベネット：ベルフトさんが持ってる両手剣でやんすな。

ＧＭ：メジャーアクションは《三回攻こう撃げき》で三回武器攻撃を行なう。

アル：対象は？

ＧＭ：当然、アルだ。

アル：よかった。下手にピアニィを狙ねらわれるよりマシだ。こい！

ＧＭ：……実はね、アルを攻撃するという理由付けのためにジュテームジュテーム言い続けてたんだよ。

アル：…………はい（笑）。

ＧＭ：では、一発目。「ウォーフォー!!」と叫さけびながら剣を振ふり下おろす。

ベネット：気持ち悪い叫さけび声ごえが！（笑）

ナヴァール：（腹はらを抱かかえて笑っている）

ＧＭ：ど、どうしたんですか、社長？（笑）

ピアニィ：つ、ツボに入ったみたい（笑）。

ナヴァール：さ、先に進めて……（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）……出目が超ちよういい！　３、４、４、５、６で58だ。

ピアニィ：すごーい！

アル：《ディフェンスライン》。えーっと……（計算中）……＋１Ｄほしいな。

ナヴァール：《カノン》を使うか？

ピアニィ：出目がすごいよかったから、《パリペイティア》？

ＧＭ：…………俺、これ振ふり直して、出目が上回る自信はまったくないよ？

アル：振ふり直しー、振り直しー。

ＧＭ：いや、これ越こえるのあと一生に三回しかないよ!?（一同爆ばく笑しよう）

アル：なんで具体的なんだ（笑）。

ナヴァール：三回もあれば十分だろう（笑）。

アル：《ドラゴンソウル》を使おう。シーン二回なんで、これで終わり。（ダイスを振る）……大体期き待たい値ちで61。回かい避ひしたぞ！

ＧＭ：だ、だよねー!!　ここは……シーン三回使えるんで、一回ぐらい戯たわむれで使っておくか。ステラが《パリペイティア》！

ナヴァール：《パリペイティア》三回も使えるのか。このステラ、私よりも強い！

アル：抵てい抗こうする手しゆ段だんはないし、振り直すぞ。（ダイスを振る）……出目よくなったぞ。達成値63……っ！

ナヴァール：さすがステラ。ここはベルフトに言っておこう。「あの女、実は私たちの味方です」（一同爆笑）

ＧＭ：きっとこのステラさんにはまだ正せい義ぎの心が残っているんだよ（笑）。

ベネット：いやいやベルフトとステラは、幼おさななじみを巡めぐって争っているでやんす（笑）。

ナヴァール：ヒューバードを奪うばい合あっているのか（笑）。

ＧＭ：二発目！「この攻撃がとおったら、お前は俺のもの！」（ダイスを振る）……出目16か、低いな。《バトルコンプリート》で振り直す。（ダイスを振る）……出目９!?

アル：すごい下がった！（笑）

ナヴァール：ちょっと、これひどすぎる（笑）。

ピアニィ：《パリペイティア》する？（笑）

ＧＭ：する！　「（情けない声で）す、ステラー!!」「しょうがねえな、兄ぃは」

ベネット：兄ぃ!?　お前もか!!（笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）……おっ、上がった。出目20で達成値56！
















ナヴァール：やっぱり、ステラは敵てきだ！

アル：《ディフェンスライン》。フェイトを使うかどうか……。

ＧＭ：フェイトを使うと、10点のＭＰロスがもれなくついてくるよ？

アル：そこはあんまり。使うと、《戦鬼》を使える回数が減へる方が問題だ……。

ナヴァール：《カノン》使うか？

アル：おお、お願いします。

ナヴァール：じゃ、《カノン》。＋１Ｄだ。

アル：これで７Ｄ。（ダイスを振る）……クリティカル！　ちなみに６が三つあるから、一個こ除じよ外がいするようなパワーを受けても大だい丈じよう夫ぶ。

ＧＭ：「……なっ!?　も、もうっ!!」

ナヴァール：さっきからステラの《パリペイティア》が無む駄だになってるな（笑）。

ＧＭ：ほんと、無む駄だ遣づかいしてる……。

アル：もう一回《パリペイティア》する？

ＧＭ：（少し考え）…………いや、止めておこう。次に賭かける。

アル：わかった。じゃ、二撃目も剣で弾はじいた。

ＧＭ：じゃ、三発目。ここでちょっとちがったことをしよう。

ベネット：「こんな武器などいらぬ」とか言って剣を捨すてて足で蹴けってくるとか。

ＧＭ：そんなことはしない。（ダイスを振る）……出目が19。これじゃ駄だ目めだな。

ナヴァール：ちょっと凡ぼん庸ような感じ。

ＧＭ：ここで《邪じや神しん顕けん現げん》を使用して、クリティカルに変へん更こう！

アル：ふつうに《ディフェンスライン》。（ダイスを振る）……クリティカルした。

ピアニィ：おー。

ＧＭ：…………ヒューバードが《ニゲイト》使ってクリティカルを打ち消す！

アル：了りよう解かい。それで命中だ。《ニゲイト》を使わせたかったんだ！

ＧＭ：アル、恐おそろしい男よ……。

ナヴァール：大だい丈じよう夫ぶだ、ＧＭ。今、我々は「……駄だ目めだ、押おされている。ヤツら強いぞ！」という雰ふん囲い気きになっているから。

ＧＭ：……っていうふうに乗せられて、無む駄だにリソースを使わされている気がするぞ。

ナヴァール：そこに気がつくなよ！（笑）

アル：まあ、ダメージがわかるここからが本番だから！（笑）

ＧＭ：ダメージは５Ｄ＋[image: 150]点に《邪じや神しん顕けん現げん》で＋10Ｄ。さらにクリティカルしたので、［放心］と［スリップ］をスキルで解かい除じよできない。（ダイスを振る）…………うわ、少ない！　15Ｄで42!?

アル：ちょっと低いな（笑）。

ＧＭ：[image: 192]点の物理ダメージ。【物理防ぼう御ぎよ力りよく】は有ゆう効こう。

ピアニィ：両手剣なのにめずらしいね。

ナヴァール：《プロテクション》とケセドの杖つえ。（ダイスを振る）……79点軽けい減げん。

アル：これで64点ダメージ！

ピアニィ：なるべく減へらした方がいいよね。《サモン・アラクネ》《フォーチュンルーン》（ダイスを振る）……わ、低い！　意外に力が足りなかった。23点軽けい減げん。

アル：ありがとう。結果41点ダメージ。［放心］と［スリップ］は《インデュア》で回かい復ふくできないのでそのまま受ける。

ＧＭ：…………ホントにその程てい度ど？（笑）

ベネット：い、いや、守るためにリソース割さいたからこの程てい度どなんでやんす！（笑）

ＧＭ：……これでベルフトは終わり。次はベネット。

ベネット：ようやくあっしの出番でやんすね。

アル：攻撃対象は……まあ、ステラだな。

ベネット：でやんすね、ステラ先生を倒たおすでやんす。ところで知ってるか、ステラ。王様、やめたってよ。

ＧＭ：うるさいよっ!?（笑）

ナヴァール：この人はステラっぽいが、ステラじゃない。王様は関係ないだろ（笑）。……あ、ちなみに、ステラが王様をやめて、ナヴァールは喜んでるけどね。あんまり言う機会がないから言ってないけど！（笑）

ＧＭ：あんまりというか、全然ないね。

ナヴァール：なんで、最さい終しゆう巻かんでステラに再さい会かいしたら教えてあげる。ステラ、お前はもう王様なんてやらなくていいんだ……って。

ＧＭ：がっかりしたらどうするんだ。……いや、しないな。

ナヴァール：うむ、むしろ本人は喜ぶんじゃない？　そういう子だと思うけど。

アル：…………とりあえず、ベネット。攻撃しろ（笑）。

ベネット：おっと。ふつうに話を聞いていた（笑）。ムーブはなし、マイナーアクションで《ホロウショット》。メジャーアクションで《ダブルショット》でステラを攻撃。一発目に《デュアルアロー》でリンメルの矢を二本使用。ステラ野や郎ろう、死ね！

ナヴァール：ステラ野や郎ろうってなんなんだ（笑）。

ベネット：（ダイスを振る）……クリティカルしなかった、52！

ＧＭ：それ避さけられるわけないだろ！（ダイスを振る）……23。命中だ。

ナヴァール：《パリペイティア》で振り直せるぞ？

ＧＭ：成功する目がないのに、するわけないだろっ！

ベネット：《ピアシングストライク》。（ダイスを振る）……[image: 190]点の〈無〉属ぞく性せい魔ま法ほうダメージ。【魔ま法ほう防ぼう御ぎよ力】無む視し！

ＧＭ：[image: 190]点ダイレクトに来た。実はこっち《プロテクション》持ってないんだよ。

ナヴァール：まあ、その分【ＨＰ】が高いんだろう。

ＧＭ：お、そのとおり。

ベネット：では二撃目。《デュアルアロー》でリンメルの矢を二本使用。（ダイスを振る）……うぐ、低い。８Ｄ振ふって19!!　フェイトで振り直し……いや、10点のＭＰロスがあっしには痛いたい！

ピアニィ：振り直さない？

ベネット：たぶん当たるんで、使わないでやんす。達成値42。

ＧＭ：（ダイスを振る）……お？　ぱーぱーぱー、６ゾロクリティカルー♪

ナヴァール：えらい。《パリペイティア》。

ＧＭ：………………ま、ぬか喜びをするまでがセットだよね。

アル：こっちの《パリペイティア》使わせたんだから大きいぞ。

ナヴァール：そうそう。さすが、ステラ！　私の《パリペイティア》二回のうち、一回を使わせるとは！

ＧＭ：（ダイスを振る）……23。命中だよ。

ピアニィ：ここで《ディスコード》使うね。水すい晶しようの中から〝ふぁんふぁんふぁーん……♪〟と変な音が響ひびきます。（ダイスを振る）……29点追加！

ＧＭ：ふぁんふぁんふぁーん……？

アル：《ディスコード》の演出か……（笑）。

ベネット：ともかく《ピアシングストライク》を使用。（ダイスを振る）……うわ、こっちは低かった！　合わせて[image: 218]点でやんす！

ＧＭ：そのまま受けて、累るい計けいダメージ[image: 408]点。まあ、この程度じゃ倒たおれない。次は……ヒューバードが攻撃する……！

ナヴァール：シーフらしく、範はん囲いに武器攻撃か？

ピアニィ：あれ、シーフなの？

ナヴァール：そのはずです。いちおう四兄弟でクラスを分け合ってますから。

ピアニィ：あたしがメイジでステラ姉様がアコライト、ベルフト兄様がウォーリアだから、ヒュー兄様がシーフ……ですね。

アル：だな。シーフ共通パワーの《時の支配者》も使ってるし。

ＧＭ：その認にん識しきは正しいが、ヒューバードははメイジでもあるって、ミドルフェイズでも話したはずだ。

ピアニィ：ですよね！

アル：あ、そういえばさっき《ニゲイト》使っていたな！

ＧＭ：ではヒューバードの行動だ！　ムーブで《滅ほろびのさだめ》を使用。リアクションの判定でクリティカルが発生しなくなり、スキルを使ってもクリティカルにならない。

ナヴァール：げ……！

ＧＭ：マイナーは《ファストドロウ》で三体に変へん更こう。さらに《連続高速展てん開かい》を持ってるので、この効果を受けた魔ま術じゆつはスキルで打ち消されない。メジャーはオリジナルスキル《氷裂魔ま神じん槍そう》……！

ナヴァール：効果は？

ＧＭ：魔法攻撃を行なう。ダメージは８Ｄ＋90で、１点でもＨＰダメージを与あたえたらスキルで回復できない［毒（４）］を与あたえるという、大変お得なスキルだ。

ナヴァール：クリンナップに20点ＨＰロスか。

ＧＭ：対象は……ピアニィは確かく定てい。あとは「神官は先に殺せ」ってことでナヴァール。あとは……アルか。

ベネット：ホワイ!?　なんであっしを狙ねらわないの!?

ＧＭ：お前は回かい避ひするからに決まってるだろ！（ダイスを振る）……41！

ベネット：これは……《インターフィアレンス》で止めておいた方が、安全じゃないでやんすかね？

ピアニィ：《インターフィアレンス》はできるの？

ＧＭ：《インターフィアレンス》は攻撃を失敗にさせるスキルだから可か能のうだな。

ナヴァール：それなら、止めておいたほうがいいだろ。

アル：だな。ベネット頼む！

ベネット：じゃ、《インターフィアレンス》でやーんす！（ダイスを振る）……ちょっと低いか？　オウガチャンピオンにやられた首の傷きずが、完治していないばっかりに。

ＧＭ：ヘッドロック決められ時の傷きずか（笑）。

アル：成功は……したのか？

ベネット：達成値51。止めたでやんす！

ピアニィ：よかった―――っ！

ベネット：魔術を放とうとした瞬しゆん間かん、目をかすめるように矢を撃うって失敗させるでやんす！

ＧＭ：では、思わず目を閉とじてしまい、魔術はあらぬ方向へ飛んでいく。潰つぶされた！

ナヴァール：でも、《インターフィアレンス》使ったから。つらいわー、《インターフィアレンス》使っちゃって超ちようつらいわー。

ＧＭ：では、これでヒューバード終わり。次は……うわー、来た。ピアニィだ！

ピアニィ：頑がん張ばるぞー。フリーアクションで《デュアルルーン》《ウォータールーン》《ブライトルーン》。ムーブなしでマイナー《ブーストマジック》。メジャーは《ダブルキャスト》。一回目は《フロストプリズム》《精せい霊れい乱らん舞ぶ》でエネミー全員攻撃！

ベネット：そして30点ＭＰロス。

ピアニィ：おー、やー!?　やめて―――っ!?

ベネット：文もん句くはベルフトに言ってほしいでやんす（笑）。

ピアニィ：もー!!　真理の書を使う。（ダイスを振る）……やった、クリティカル！

ＧＭ：クリティカル!?　……ふつうに避けるか。（ダイスを振る）……全員失敗！

ピアニィ：じゃあ、《マジックフォージ》！

ナヴァール：さらに《チェックメイト》とケセドの杖。（ダイスを振る）……49点。

ピアニィ：《魔術の王》使っていいかな……？

ベネット：使ってもいいんじゃないですかね。《最後の力》もありますし。

ピアニィ：それじゃ《魔術の王》を使って、フェイトを２点使用して＋10Ｄ。これで28Ｄ＋[image: 219]点！　そして、またＭＰロス20点。

ＧＭ：次々ダメージ乗せてくるな……。よし、ここでヒューバードが《魔神の呪じゆ縛ばく》。ピアニィへ呪のろいをかけて、破は壊かい力りよくを制せい限げんする。ダメージロールにマイナス５Ｄだ。

ナヴァール：フェイト１点分が消えた！

ＧＭ：…………そうね。なんか、悲しくなるな。「氷漬づけのままではこの呪じゆ縛ばくから逃のがれられまい！」とヒューバードさんは勝かち誇ほこり……！

ピアニィ：（冷たい笑みを浮うかべて）…………ふっ。

ＧＭ：こえーよっ!?　キミの方がボスっぽいよ!!（笑）

ベネット：ピアニィ様がその程度の呪縛で攻撃できなくなると、いつから思っていたでやんすか？（笑）

ピアニィ：クリスタルパレスの力、あなどらないでください。（ダイスを振る）……[image: 341]点の〈水〉〈光〉魔法ダメージ！　ダメージを受けたら［放心］とラウンドの間、回避判定マイナス１Ｄ！

ＧＭ：うお、痛って―――っ!?　全員、[image: 300]点近くダメージを受けた!!　さらに三人とも《バッドステータス無む効こう》で［放心］を打ち消し、10点ＨＰロス。（少し考える）……これ、ピアニィ一いち撃げき目だよね？

ピアニィ：そうです♪

ベネット：つまりあと一回、ピアニィ様は攻撃を残している。これがどういう意味かわかるでやんすか？

ＧＭ：わかってるよ！　……ここだな。ベルフトが《ソウルバスター》！　光と氷の乱らん舞ぶの中を突つっ切きって、カウンターのタックルだ。[image: 321]点のＨＰロスをピアニィにプレゼント。これで倒たおれれば二発目はない！

ピアニィ：きゃー!?　[image: 321]点は耐えらない。戦闘不能です！

アル：まずいな……。

ナヴァール：これは切るしかあるまい。《尊とうとき覚かく醒せい》。戦闘不能を回復し、【ＨＰ】30点で復ふつ活かつでございます。

ピアニィ：ナヴァールありがとう！　ベルフトさんのタックルで私の入った水晶がぱたりと倒たおれたけど、起き上がり小こ坊ぼう師しみたいに立ち上がる！（笑）

ＧＭ：やったかと思ったら、反動で起き上がってきた！（笑）

ピアニィ：じゃあ、反はん撃げきの《フロストプリズム》《精せい霊れい乱舞》！　真理の書を使って（ダイスを振る）……あ、低いです先生！

アル：低いなら、一回くらいは振り直してもいいかも？

ピアニィ：じゃあ、フェイトで振り直して10点ＭＰロス。（ダイスを振る）……クリティカル！　やった～、やったよ～♪

アル：素す晴ばらしい……！

ナヴァール：さすがです！

ＧＭ：回避マイナス１Ｄついているので、もともと３Ｄ振ふれるベルフト以外回避できない。（ダイスを振る）……ベルフトも回避できず。

ピアニィ：いえーい！　ダメージいきますよー。（ダイスを振る）……[image: 221]点！　さらに［放心］！

ＧＭ：うぐ、《バッドステータス無む効こう》で［放心］を打ち消し、10点ＨＰロス。このメインプロセスで、全員の【ＨＰ】が[image: 400]点近く消しとんだぞ……。

ベネット：さっすがピアニィ様でやんすなあ！

ピアニィ：やったっ♪

ＧＭ：次はベルフトの行動だな。

ナヴァール：なにしてくるんだ？

ＧＭ：ベルフトのやることは変わらない。移動せず、《巨人殺しの剛剣》《三回攻撃》。もちろんアルを集中攻撃だ。一発目。（ダイスを振る）……出目10!?

ベネット：おっとこれは大変なことに（笑）。

ピアニィ：すごいねえ（笑）。

ＧＭ：振り直しなんてしない！　46だ!!

アル：《ディフェンスライン》だ。（ダイスを振る）……こっちも低い。記録的にひどい出目！

ＧＭ：（嬉うれしそうに）なかーま！

アル：６Ｄ振って出目が11！　達成値46で成功はした。《限界突破》してなかったら、危あぶなかったぜ。

ＧＭ：「くそ、かわしやがって！　ああー、もう、やーめたやめた。他のヤツ攻撃しようっと」と言ってベルフトさんは、狙ねらいを変える。

ベネット：……くるでやんす。

ＧＭ：「え、お前……回避高くない？」

ベネット：くるでやんす！（一同爆笑）

ナヴァール：そう、回避が高いベネットに当ててこそのベルフト！（笑）

ベネット：くくくっ、そんな蠅はえの止まるような剣ではこのあっしをとらえられないと認みとめて、逃にげるでやんすか？

ＧＭ：お前、似にたようなこと言ってクリティカルで命中したことあったろ（笑）。

ベネット：いや、その……今回も、オウガチャンピオンにクリティカルで当てらてるでやんす（笑）。

ＧＭ：ま、いいや。挑ちよう発はつに乗って、二発目はベネットを狙ねらおう。（ダイスを振る）……ちっ、６は一個こだけか。惜おしい。

ベネット：こ、怖こわい！

ピアニィ：でも、出目自体はいいね。

ＧＭ：出目が21で57だ。これは当たったろ！

ベネット：んー……フェイト使わないと難むずかしいでやんすな。うーん……（考え始める）。

ナヴァール：ベネットが悩なやんでいる！　さすがです、ベルフトさん！

ＧＭ：当たってくれると嬉うれしい。

ベネット：フェイト使うと【ＭＰ】減へるんだよなあ……。

ピアニィ：でも、あたしもけっこう【ＭＰ】減へってるし、《祝福》もあるから使っていいと思うんだけど。

ベネット：じゃあ、フェイト２点を使用！　《ドッジムーブ》で（ダイスを振る）……57！

ＧＭ：くそっ、同どう値ちで回避か！

ベネット：せ、セーフでやんす！　フェイト使ってよかったー!?　思ったよりもやばかったでやんすよ……あわわわ。

ＧＭ：次々と攻撃をかわされて「遊ばれてる！」と思ったベルフトさんは、三発目で一番当てやすいだろうナヴァールを攻撃。

ナヴァール：そんなことしなくていいよ！

ＧＭ：ナヴァールに攻撃！

ナヴァール：ほら、私なんかを攻撃するよりももっと別の人にね!?

ＧＭ：「そろそろ自信を取とり戻もどさないと、俺は先に進めない男になっちまった！」

ベネット：意外にガラスハートでやんす！（笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）……高め。56！

ナヴァール：（ダイスを振る）…………クリティカル（一同爆笑）。

ピアニィ：６が三つ出てる!!（爆笑）

アル：すごい、これはすごい！（爆笑）

ＧＭ：ふざけんな!?　オチをつけなくていいんだよ!?

ナヴァール：いや、これはミドルフェイズの復ふく讐しゆうだよ（笑）。

ＧＭ：「ばき、ぎゃー、ナヴァールは死んだ」っていうのを期待していたのに！

ナヴァール：私もそれを期待してして振ったんですけどね。無心の勝利ですよ。

ＧＭ：ここでラストの《パリペイティア》使う……？

ナヴァール：使われたら、さすがに回避できないな（笑）。

ＧＭ：よし、《パリペイティア》だ。振り直してくれ。

ナヴァール：（ダイスを振る）……さすがに二回目はないな。命中だ。

ＧＭ：やっとダメージロール振ふれるよ……。

アル：じゃあ、ここで《カバーリング》を使う。［スリップ］でこけてるから、ごろごろごろーっと、転がってかばう（笑）。

ピアニィ：アル……（笑）。

ＧＭ：ダメージいくよ。（ダイスを振る）……[image: 166]点物理ダメージ。

ナヴァール：それはすごい痛い。《プロテクション》＋ケセドの杖。（ダイスを振る）……76点軽減だ。

アル：【物理防ぼう御ぎよ力りよく】で防ふせいで41点ＨＰダメージか。

ピアニィ：さらに《サモン・アラクネ》使うね。（ダイスを振る）……14点軽減です。さっきからあんまり出目よくないよ！　

ナヴァール：ほ、ほら、ここは寒いですから、変温動物のアラクネは出てくるのつらいのではないかと……！

ピアニィ：おお、なるほど！

ＧＭ：それ納得するところっ!?

ベネット：はたして動物の王に気温が関係あるでやんすかねえ……（笑）。

アル：ともかく、これで27点抜ぬけた！

ＧＭ：ベルフトさん、ぱっとせずに終わってしまいました。

ナヴァール：ベルフトさん、けっこう頑張っているから大だい丈じよう夫ぶです。

アル：それなりにこっちのリソース切らされてますからね。

ピアニィ：あたし、フェイトなくなっちゃいましたよ。

ＧＭ：そうか……。

アル：次は俺か。ムーブで起き上がって［スリップ］を回復。マイナーで《バーサーク》。メジャーは……生命の呪符を使おう。

ナヴァール：おー、攻撃しないか。

アル：いろいろと全力出せないからなー。あとのことを考えると、今のうちに《バーサーク》しつつ、【ＨＰ】を回復させる方がいい気がした。

ベネット：弱い攻撃をするくらいなら、回復して態たい勢せいを整えるでやんすな。

アル：ピアニィに《インクリーズデバイス》をもらっておいて申もうし訳わけないが、ここは体たい勢せいを整える方がよさそうだしな。

ピアニィ：いいと思います！　アルの【ＨＰ】は重要ですから。

ＧＭ：次はステラ。ぱっとしない兄あに貴きたちの代わりにステラが攻撃するよ。ムーブはなし。なんと、マイナーもなし。

ベネット：おお、めずらしいでやんすな。優やさしい。

ＧＭ：女神のようでしょ？　メジャーアクションがオリジナルスキル《女神の裁さばき》。

ベネット：女神!?　なんで女神が裁さばくの!?

アル：なんで!?　女神、なんで!?（笑）

ナヴァール：処しよ女じよ神は大たい抵ていの神話で危あぶないからなあ。ブチギレやすい。ちょっとしたことで、人間を殺すんで。

ＧＭ：うむ！　対象のリアクションにマイナス２Ｄ、【物理防ぼう御ぎよ力】【魔法防御力】を０としてダメージを算出する射しや撃げき攻撃だ。四本の矢をつがえて、一いつ斉せいに撃うつ。《超ちよう広こう範はん囲い攻撃》でＰＣ全員を対象にする。

ナヴァール：…………止める？

アル：止められるなら、止めた方がいいな。

ナヴァール：ふむ……そちらの命中判定はいかほど？

ＧＭ：私は優やさしいＧＭなんで教えてあげよう。３Ｄ振るぞ。

ナヴァール：固こ定てい値ちは教えてくれないの？

ＧＭ：私、エネミーが持つ個々データは、そのデータを使うごとに教える方針ゆえ。

ナヴァール：（わざとらしく拗すねた口調で）わかった。そういうＧＭならいいっすよー、わかりましたよー。

ＧＭ：それ、パワハラですよ、社長！（一同爆笑）

ナヴァール：いやいや、あなたは副社長なんだから、ぜんぜんパワハラじゃない！（笑）

ピアニィ：…………（笑）。

アル：まあ、リアクションの判定にマイナス２Ｄされて回避は絶ぜつ望ぼう的てきだし、《パトロナイズ》で止めるタイミングではあると思う。

ナヴァール：……そうだな。というわけで、《ブランダームーブ》する。命中判定にマイナス３Ｄだ。

ＧＭ：これで１Ｄしか振ふれないのか。１が出るとステラさんマジでポンコツってことになる……（ダイスを振る）……ほっ。出目３で達成値43！

ナヴァール：けっこう高いな!?

アル：判定値が40もあるってことか……（笑）。

ナヴァール：《パトロナイズ》を使用！　ステラの攻撃を失敗させる！　……と、言いつつ……43を出すためには出目で30必要だな。

アル：出目で30なら10Ｄはほしいところだな。11Ｄあれば、余よ裕ゆうだろう。

ナヴァール：すると……私が振れるダイスは今５Ｄだから、フェイト５点で10Ｄ……フェイト12点あるし、６点使って11Ｄ振ふろう。で、60点ＭＰロス。

ＧＭ：11Ｄだと、期き待たい値ち[image: ]かな。

ナヴァール：（ダイスを振る）…………お、６が三つでクリティカル！　……ステラ、お前の弓は撃うたせん！　と言うと、弓の弦げんが切れるんだ。

ＧＭ：では、そんな演出で！　放つ途とち中ゆうで弦げんが切れたため、矢は飛ぶことなく地面に落ちた。

ナヴァール：……やっぱり、《限界突破》強いな。

ＧＭ：では、弦が切れたのでキュキュキュっと張はり直す演出をはさんで……ステラの行動は終了する！

ナヴァール：最後、私だな。《ジョイフルジョイフル》かな……。

アル：（全員の配置を確認して）対象はベネットかな。

ベネット：おう！　ステラを倒たおせばいいでやんすな。

ナヴァール：その前にムーブで離り脱だつする……いや、《カバーリング》してもらえる位置にいた方がいいか。ムーブマイナーなしで《ジョイフルジョイフル》をベネットに。（ダイスを振る）……成功した。ベネットが未行動に。

ベネット：そして、あっしの行動でやんす。テメエらを蜂はちの巣にしてやるぜー!!　まずは、ステラとかいう女からだ―――っ!!

ＧＭ：なんという、下品な女。

ベネット：今は悪あく魔まが微笑む時代なんだ！　ムーブなしの《ホロウショット》。メジャーアクションは《神速の鼓こ動どう》でメジャーアクションを二回行なうでやんす！

ＧＭ：む……来い！

ベネット：一回目は《ダブルショット》。一発目はステラを狙ねらって、《デュアルアロー》リンメルの矢二本。これで《デュアルアロー》は打ち止め。（ダイスを振る）……ちょっと低い。《ハードラック》を使うか……？

ナヴァール：いや、相手の回避判定はマイナス１Ｄされてるから、あとで使った方がいいだろう。

ベネット：そうでやんすね。達成値49でやんす。

ＧＭ：１Ｄしか振ふれないので、どうやっても避さけられない。

ベネット：《ピアシングストライク》。（ダイスを振る）……[image: 177]点。防御力無む視しでやんす。

ＧＭ：累るい計けいダメージ一〇〇〇点越こえた！

ナヴァール：そろそろ倒たおれそうなサインを出してくれてもいいんじゃないですかね？

ＧＭ：さすがにステラはふらついており、立っているのがつらそうではあるな。

ベネット：二発目。対象は同じ、リンメルの矢は一本使用。（ダイスを振る）……クリティカルでやーんす！。

ＧＭ：だから避けられられないっちゅーの。

ベネット：《ピアシングストライク》。（ダイスを振る）……[image: 185]の防御無視。

ＧＭ：ま、まだ生きてる！

ベネット：なら、二回目のメジャーアクションでスキルを使用せずに射しや撃げき攻撃をステラに。リンメルの矢を使用。（ダイスを振る）……クリティカルでない。54。

ＧＭ：避けられない。命中だ。

ベネット：《ピアシングストライク》。（ダイスを振る）……[image: 172]、防御力無視。

ＧＭ：[image: 172]!?　それは喰らうと死ぬねん。

ベネット：ほう……！

ＧＭ：……ので、《慈じ愛あいの御み手て》を使ってダメージを０にする！　飛んできた矢に手をかざし、光の盾たてを構こう築ちくして、矢を弾はじく！

ベネット：馬ば鹿かな、あっしの神速の一いち撃げきを受け止めるなんてー！

ＧＭ：とはいえ、大きく肩かたで息をしているけどな！

ベネット：あんた、やるじゃなーい？　だが次は死ぬじゃなーい。

ＧＭ：（しわがれた声で）「死なない。こんなところで死ぬわけにはいかん……！」

アル：だ、誰だお前っ!?（一同爆笑）

ベネット：邪神のパワーを手に入れて、ずいぶんキャラが変わったようだ（笑）。

アル：ともかく、これで全員行動終了だな。

ピアニィ：それじゃ、《再さい行こう動どう》です！

ＧＭ：ヒューバードが《連係瓦が解かい》を使用、《再行動》を打ち消す！

ベネット：む、対たい抗こう手しゆ段だんはなにもないでやんす。

ピアニィ：ああー、《再行動》消えちゃった……！

ナヴァール：これでこちらは行動終了が確かく定ていだ。そちらはなにかするのか？

ＧＭ：なにもしません。なので、クリンナッププロセスへ。

ピアニィ：《二回行動》も持ってない!?

ナヴァール：めずらしいな……。

ベネット：クリンナッププロセスに《バーサタイル》を使って《ホロウショット》の回数をひとつ増ふやすでやんす。

ＧＭ：ＯＫ。えー……他にはないな？　それでは第一ラウンド終了だ！




●第二ラウンド

▼行動値

ベネット　　　　　37

ヒューバード　　　35

ステラ　　　　　　28

ピアニィ　　　　　21

ベルフト　　　　　14

アル　　　　　　　12

ナヴァール　　　　７




[image: ]




ＧＭ：じゃあ、第二ラウンドのセットアップ。ベネットから。

ベネット：あっしは……《シニスター》は使う必要ないでやんすな。特になし。

ピアニィ：ここで《最後の力》を使いますよね？

ナヴァール：おお、そうですな。使いましょう。

ピアニィ：はい！　えーっと……４点回復します。すごいじゃーん。

ＧＭ：ヒューバードは《魔神の繰くり糸》を使用。【精神】判定の対決だ。「今度こそ操あやつり人にん形ぎようになーれ」（ダイスを振る）……お、クリティカル！

ベネット：なんだってー!?

ナヴァール：《パリペイティア》するか？

アル：振り直して意味があるのはたぶんナヴァールだけだ。俺はどっちにしろ、避けられない。

ピアニィ：あたしも無理です！

ナヴァール：それだともったいないな。やめておくか。ダメ元でふつうに振ってみよう。




　早々都合よくクリティカルが出るわけもなく、アル、ピアニィ、ナヴァールは失敗し、このラウンドの間、あらゆる判定にマイナス１Ｄとなる。

　残るベネットは……。




ベネット：（ダイスを振る）……お、６がひとつでた。ここは使い時でやんすな、《幻げん想そう舞ぶ踏とう》をもっているのでリアクションでも使用できる。《ハードラック》を使用。ダイスひとつを６にしてクリティカル！

ＧＭ：避けられたか。では、ベネット以外の三人に、魔ま力りよくで紡つむがれた糸がまとわりついて、シーン終了まであらゆる判定にマイナス１Ｄだ。

ナヴァール：次はステラか。

ＧＭ：《迷いなき決断》《インペレイティブ》。パワーは《穢けがれし束そく縛ばく》じゃなくて《不ふ可か侵しんの聖せい域いき》を使用。【物理防御力】【魔法防御力】＋10し、スキルやアイテムの効果で防御力を０扱あつかいする効果を受けなくなる。

アル：め、面めん倒どうな……。

ＧＭ：スキルは《ソニックハイロウ》と、《スピリチュアルウェポン》。《スピリチュアルウェポン》の対象はベルフト。（ダイスを振る）……発動した。

ナヴァール：これでベルフトのダメージが＋10か。

ピアニィ：あたしは《インクリーズデバイス》をあたしとアルとベネットちゃんに。

ＧＭ：ベルフトはもうセットアップなし。

アル：俺もない。

ナヴァール：最後の私だ。えー……《スリアチュル……》（一同爆笑）。

ＧＭ：し、社長、ろれつ回ってませんよ……？（笑）

ナヴァール：ちょっとくたびれてきた！（笑）《インペレイティブ》から《ファイトソング》《ヘイスト》《ポストヘイスト》。《ファイトソング》は……《インタラプト》で消せるスキルはある？

ＧＭ：ヒューバードとステラの攻撃はスキルだぞ。

ナヴァール：じゃあ、《インタラプト》の回数を増ふやす。そして《ヘイスト》《ポストヘイスト》。（ダイスを振る）……ＰＣ全員、【行動値】＋14だ。これで行動順は前のラウンドと変わらないな。

ＧＭ：これでセットアップは終わりだな。次はイニシアチブプロセス。

アル：……《エンカレッジ》か？

ベネット：誰だれがいいでやんすかね？

アル：ピアニィ。《精霊乱舞》で全員を攻撃してもらおう。

ベネット：なるほど。じゃあ、ピアニィさまに《エンカレッジ》！

ＧＭ：こちらはベルフトが《追加行動》を宣言する。

アル：待った！　俺が《カリキュレイト》で割り込む！

ナヴァール：（少し考えて）いちおう宣言しておくか。《クイックヒール》だ。

ＧＭ：では、【行動値】順に処しよ理りしていこう。まずはベネットから。

ベネット：《エンカレッジ》。くくく……貴様らは呼よび覚さましてはいけない怪かい物ぶつを起こしてしまったのだ。さあ、ピアニィ様。やっておしまい！

ＧＭ：なんでエネミーの方が、悪に挑いどむＰＣみたいになってるんだよ（笑）。

ピアニィ：じゃあ、あたしの行動。ムーブなし、《ブーストマジック》《フロストプリズム》に《精霊乱舞》です。では、命中判定いくよ！

ナヴァール：あ、６が一個でも出してくれると嬉うれしいのですが。

ピアニィ：はい、出します！（ダイスを振る）……ああ、低い。６がひとつもない。

ＧＭ：振り直す？

ナヴァール：ここは振り直した方がいいかもしれません。

ピアニィ：それじゃあ、振り直します！（ダイスを振る）……あ、６が一個だけ。

ナヴァール：じゃあ《小さな奇き跡せき》を使用。ピアニィ様のダイスの出目をひとつ、６に変更します。

ピアニィ：ありがとう、これでクリティカルです！

ＧＭ：く……しかし、ここで使わないとステラが墜おちる。しかたない、ヒューバードが《因いん果が変転》！

アル：攻撃を失敗させるオリジナルパワーか？

ＧＭ：いや、微び妙みようにちがう。命中判定の達成値を難なん易い度どに魔術判定を行ない、成功したらその攻撃の対象をこちらが決め直すスキルだ！

ベネット：ほほう……。

ＧＭ：あらためて言っておくが、ヒューバードの魔術判定は４Ｄだぞ！

ナヴァール：…………うむ、使えばいいんじゃないか？

ＧＭ：どうせクリティカルしないだろうと馬鹿にしている？

ナヴァール：してはいないが……私はあと一回《パリペイティア》を使えるぞ？

ＧＭ：なにっ!?

ベネット：さらにあっしが《影かげ縫ぬい》を残しているので３個以上、６が必要でやんす。

ＧＭ：…………二連続で全部６を出せばいいだけだ！　でも、どうせ出ないと思ってるだろ？

ナヴァール：いやいや、菊きく池ちさんならきっと出せますよ（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）…………出目５、３、２、６。

ナヴァール：惜しい。すごい粘ねばりだったよ、菊池さん！

ＧＭ：あのね、こういうパワハラ的なやりとりは止めた方がいいと思うんですよ（笑）。

ナヴァール：だからパワハラじゃないって！（笑）

アル：どっちかというと褒ほめ殺ごろしだな（笑）。

ＧＭ：というわけで、切り札失敗！　ふつうに回避するぞ。（ダイスを振る）……全員失敗だ。氷と光の嵐あらしが戦場全体に吹ふき荒あれる！

ナヴァール：んじゃ《チェックメイト》とケセドの杖。（ダイスを振る）……46。

ピアニィ：（ダイスを振る）……ふつうかな？　[image: 204]点だから、足して[image: 250]点。［放心］と回避判定にマイナス１Ｄです！

ＧＭ：［放心］は《バッドステータス無効》で回復して……（計算中）…………駄目だ、ステラさん死んだわ。氷と光の乱舞に撃うち抜ぬかれて、ステラは「おのれ、ぴあにぃぃぃぃ………！」と恨うらみの声を上げながら死ぬ。

ピアニィ：ええ―――っ!?

ＧＭ：だが、すぐにピアニィは気づく。倒たおれたステラの体からキラキラと魂たましいの光が立ち上り、空へと駆けていく。「助けてくれてありがとう……」ステラの心の声が響ひびいて――彼女は昇しよう天てんした。

ピアニィ：ど、どういうこと!?（笑）

ベネット：きっと邪じや悪あく化した肉体から魂が解かい放ほうされたので、ピアニィ様にお礼を言ったでやんすよ。

ピアニィ：……そっか。せめて魂が救われたならよかったな――。で、振り直しのフェイトでのＭＰロスで【ＭＰ】がなくなっちゃったから、《祝福》を使ってもいい？

ナヴァール：使いましょう、使いましょう。

ピアニィ：それじゃあ《祝福》を使用して、みんなの【ＭＰ】を全ぜん快かいです！

ＧＭ：さて、ステラが倒たおれたところで、彼女から発されたオーラ……なんか靄のようなものが、残るふたりの体にまとわりつく。

ナヴァール：よくもステラを殺したな―――っ！　……って？

ＧＭ：そういうこと。ひとり死ぬごとに、残された者が強くなるんだ。残りがふたりとなったので、オリジナルギルドサポート《デルタバランス》の効果で、命中判定＋１Ｄ、ダメージロール＋50される。

ナヴァール：それは……ベルフトの攻撃がかなり強くなるな。

アル：そうだな、ベルフトが面めん倒どうなことに。

ＧＭ：で、そのベルフトの行動。ベルフトさん、マジベルフト。

ナヴァール：強いぞ、ベルフト。マジベルフト。

ＧＭ：…………自分で言ってて意味がわからない……（笑）。

ベネット：でも、コイツベルフトじゃないんですよね（笑）。

ＧＭ：じゃあ、同じく《巨神殺しの剛剣》《三回攻撃》で攻撃。対象どうしようかな……。アルとベネットを攻撃しても、当たる気がしないんだよな……。

アル：いや、今度は当たるぞ。もう《限界突破》が切れてるから。

ＧＭ：そっかそっか。じゃあ、一発目はアルに。（ダイスを振る）……53！

アル：ここは凌しのぎたい。三発くらうと倒たおれる、二発までは耐たえられる……。とりあえず、ふつうにやるか。《ディフェンスライン》。（ダイスを振る）……クリティカル！

ＧＭ：うわっ!?

ナヴァール：やるな……！

ＧＭ：攻撃を避けられムキになったベルフトさんは、再ふたたびアルへ攻撃。（ダイスを振る）……んー？　なんかアルに優しい。52。

アル：《ディフェンスライン》。フェイト２点使えば余よ裕ゆうか……。（ダイスを振る）……あーっと、低い。振り直そう。（ダイスを振る）……よし、今度はクリティカル！

ピアニィ：おー、やったー。

ＧＭ：くそ、三発目！　（ダイスを振る）……56か。いや、ここは使おう。《邪神顕現》を使用して、クリティカルに。

アル：クリティカルのみか。ふつうに回避する。（ダイスを振る）……クリティカルせず。命中だ。

ＧＭ：ダメージが15Ｄ＋[image: 210]。（ダイスを振る）……出目50！　[image: 260]点の物理ダメージだ。

アル：そのダメージで、死にはしないし……素直に受けておこう。

ナヴァール：なら《プロテクション》＋ケセドの杖。（ダイスを振る）……くわっ。

ピアニィ：（出目を見て）……んー、出目はふつうかな（笑）。

ナヴァール：そうですな。74点軽減だ。

ピアニィ：さらに《サモン・アラクネ》《フォーチュンルーン》。（ダイスを振る）…………あはははは（笑）。

アル：スゴイ出目が出た……！（笑）。

ベネット：６が四つも出てる（笑）。

ピアニィ：38点止めました！　すごいねー（笑）。

ナヴァール：見ろ、これが我われ々われの力だ！　人のダイス目で勝かち誇ほこってみる（笑）。

アル：これで99点ダメージに［スリップ］と［放心］だ。

ＧＭ：これでベルフト終了。えーっと……次はアルの《カリキュレイト》か。

アル：ああ。ムーブアクションは［スリップ］を解除。マイナーアクションは《フルスイング》《ツインアーツ》、メジャーアクションが《戦鬼》。

ＧＭ：対象はベルフトね？

アル：ああ、ベルフトにしか俺は攻撃できないからな。それに、最後のひとりになった時、さらにパワーアップとかされそうだし、ベルフトは倒たおしておきたい。一撃目に《ボルテクスアタック》を使用。（ダイスを振る）……うおー、ひどい出目だ！

ＧＭ：わーい！

アル：振り直しても、《戦鬼》が使えなくなるわけじゃないが、フェイト使用時のＭＰロスのことを考えると……そのままでいいか。42！

ＧＭ：それだとクリティカルのみ。回避にマイナス１Ｄされてるから……（ダイスを振る）……回避失敗。

ピアニィ：《ディスコード》。崩ほう壊かいの角笛も使う。ぱおー。（ダイスを振る）……19！

アル：スピリットソードを使用。（ダイスを振る）……[image: 463]点物理ダメージ。

ＧＭ：ベルフトさんの【物理防御力】40点。[image: 423]点ダメージだな。ごっそり持っていかれたぞ。

アル：では二発目行くぞ。（ダイスを振る）……50。

ＧＭ：避けるのは無理だな。（ダイスを振る）……２ゾロ。命中だ。

アル：スピリットソード使用。（ダイスを振る）……[image: 205]点。

ＧＭ：[image: 165]点抜ぬけた。これで累計ダメージが約一四〇〇点。しかし、まだ倒たおれない。ベルフトさん、マジ壁かべ……っ！

アル：ラスト！（ダイスを振る）……52！

ＧＭ：回避！（ダイスを振る）……出目７、命中だ。

アル：スピリットソード使用。（ダイスを振る）……[image: 199]点物理だ！

ＧＭ：[image: 159]点ダメージで、累計ダメージ一五〇〇点突破！　まだ生きてる！　ベルフトは口元についた血をぬぐいつつ、言う。「……ふふふふ、なかなかのしばきっぷりよ」

アル：…………ベルフトのキャラ、なんか変なところを行ったり来たりしてないか？（笑）

ベネット：安定していないでやんす（笑）。

ナヴァール：次は私の《クイックヒール》だな。《ヒール》でピアニィを回復しよう。（ダイスを振る）……[image: 114]点回復しました。

ピアニィ：ありがとう！　これで残り【ＨＰ】[image: 144]点です！

ＧＭ：ゾンビか、ＰＣは……。

アル：いや、さすがに一度、戦闘不能になると立て直すのは難むずかしいぞ。

ナヴァール：戦闘不能になる前になんとか防いでる状じよう態たいだ。

ＧＭ：そうか……。それじゃ、このラウンド終了……。

ナヴァール：待て。今、最初のイニシアチブプロセスが終わったところだ（笑）。

ベネット：長い長いイニシアチブが終わって、やっとあっしの行動でやんす！

ＧＭ：おおう……。すまん、すっかり一ラウンド終わった気になってた（笑）。

ピアニィ：イニシアチブで四人も行動したから、勘かんちがいしちゃうね（笑）。

ベネット：我わが世の春が来た！　ムーブで《フェイドアウェイ》だ！

ＧＭ：それに対たい抗こうするパワーをヒューバードが持っているぞ。《亡ぼう霊れいの枷かせ》。バックダッシュしようとするベネットの足に魔力の糸が絡からみつき、足を止めようとする。

ベネット：ほほう。これは離り脱だつする時に行なう判定だから《ストライダー》の効果ありますよね？　ないです。すみません（笑）。

ＧＭ：離脱の判定じゃなく、【行動値】の対決だ（笑）。

ベネット：【行動値】……【行動値】でいいの？（笑）

ＧＭ：しかたないだろ、そういうパワーなんだから！　ただ、こっちには＋２Ｄの修しゆう正せいがくるから、４Ｄ＋50だぞ。

ベネット：こちらは２Ｄ＋51。おお、案外いい勝負だ。というか、負けてるでやんす。

ＧＭ：判定するぞ。（ダイスを振る）……うん、あんまりぱっとしない。63だ。

ベネット：63か……出目で12必要でやんすな。

ナヴァール：クリティカルのみだな。……とはいえ、ここで足を止められて、ベルフトを攻撃できないのもないだろう。

ベネット：ですよねー。では、フェイトを３点使用！（ダイスを振る）……出目17。68で勝ったでやんす！　糸を振ふり切きって、五メートル後こう退たいするでやんす。もう、五〇メートルとか下がらないでやんすよ。

ＧＭ：やっぱそれ、心の傷になってんだな……（笑）。

ベネット：マイナーアクションで《ホロウショット》、メジャーアクションで《ダブルショット》。一発目にリンメルの矢を使用して、ベルフトを攻撃。（ダイスを振る）……52！

ＧＭ：ベルフト狙ねらいか！　52……くそ、ピアニィ！

ピアニィ：え、なに、怒られてる？（笑）

ＧＭ：ピアニィの回避判定マイナス１Ｄがなければ……っ！

ピアニィ：ふふっ、あたしの魔術でお前の足は凍こおっている！（笑）

ＧＭ：クリティカルのみ！（ダイスを振る）……出目２ゾロ。命中だ。

ベネット：《ピアシングストライク》（ダイスを振る）……[image: 166]点、防御力無視。

ＧＭ：[image: 166]点抜ぬけ。まだ、生きてる！　が、そろそろ限界。いい感じになってきた。

ベネット：「なら、死ね、死んでしまえ、化け物！　うわー!!」といいながらもう一撃。

ナヴァール：「なんで生きているんだ、こんなにダメージを与えているのに！」

ＧＭ：昔のベルフトよりも【ＨＰ】が少ないわけにはいかなかったんじゃー！

アル：メタな答えを……！（笑）

ベネット：リンメルの矢を使う。（ダイスを振る）……クリティカル。

ＧＭ：もういいよ、よけられないよ。ベルフトさん、マジ無理。（ダイスを振る）……うわ、惜しい。出目11 !!　命中だ。

ベネット：うおー、どっきりさせてくれる（笑）。

ナヴァール：無心の窮きゆう地ちに至いたると、こんなふうに光が見えることもある（笑）。

ベネット：《ピアシングストライク》。（ダイスを振る）……[image: 187]、防御力無視。

ＧＭ：[image: 187]……（計算中）……うん、生きてはいる！

ベネット：なんて怪かい物ぶつだっ！

ＧＭ：ただ、かなりギリギリ！　次の行動は……。

ベネット：その前に、イニシアチブプロセスで《アデンダム》を使わせていただきます。

ＧＭ：おお、したまえ。

ベネット：《アデンダム》。さっきのラウンドは《穢れし束縛》のせいで使えなかったが、今なら使い放題だぜ―――っ！

ＧＭ：……ってことは、ベネットにベルフトが倒たおされてしまうかも!?

ベネット：悲しいお話でやんす。お前を倒たおすのは、お前が愛した男ではない。このあっしでやんす！　ムーブなしで《ブルズアイ》《ダブルショット》。一発目、リンメルの矢を使用。（ダイスを振る）……50！

ＧＭ：（ダイスを振る）……出目７。クリティカルのみ回避なので失敗。

ベネット：《ピアシングストライク》。（ダイスを振る）……[image: 171]点魔法ダメージ。

ＧＭ：【魔法防御力】20点あるが……（計算中）……だめだ。累計ダメージ二〇〇〇点越こえたので倒たおれる。「うぼわぁ!?　この犬女が……っ!!」

ベネット：犬女とあなどったからこそ、お前はここで倒れるでやんす。あっしを誰だと思ってる。クラン＝ベルの四英えい雄ゆうにして覇は王おうピアニィの盟めい友ゆう、ベネットでやんす!!

ＧＭ：「うーん……知らんな」

ベネット：そりゃ知らないでやんすな（笑）。

アル：七〇〇年前の人だからな……（笑）。

ナヴァール：クラン＝ベルの四英雄が生まれる事じ件けんすら起きておらん（笑）。

ＧＭ：「まさか、この俺が倒れるなど……」といって、ベルフト戦闘不能。ヒューバードさん、ひとりぼっちになってしまった。

ナヴァール：ちゃんと、本ほん編ぺんで倒された順番どおりに倒れていくもんだな（笑）。

ベネット：綺き麗れいにステラ、ベルフト、ヒューバードの順でやんす（笑）。

ＧＭ：ヒューバードひとりになったので、ギルドサポート《デルタバランス》の効果が変更される。あらゆる判定に＋２Ｄ、ダメージに＋[image: 100]、スキルに《二回行動》と《アデンダム》が追加された。

ピアニィ：おー、強い！

ＧＭ：それと、ベルフトが倒れたので《鬼き神じんの波動》の効果が切れ、フェイト消費に付ふ随ずいするＭＰロスがなくなった。

ベネット：楽になったでやんす！

ＧＭ：では、ヒューバードのメインプロセス。いくぞ、全力でぶちかます！　ムーブ《ランニングセット》＋《ファストドロウ》。

ベネット：今あっしの中で、《ファストドロウ》を《インタラプト》で打ち消せと誰だれかが言ってるでやんす。

アル：いいんじゃないか？　《高速連続展開》つきの《ファストドロウ》だと、メジャーアクションで使う魔術を《インタラプト》で消せないし。

ナヴァール：そうか。メジャーアクションの魔術は消せなくても、《ファストドロウ》自体はただのスキルだから、《インタラプト》で消せるのか。すごい！

アル：この局面だし、使っていいと思う。

ベネット：では《インタラプト》でその《ファストドロウ》を打ち消すでやーんす！

ＧＭ：…………てへ。こっちにはなにもないので、打ち消された。続けるぞ。マイナーが《魂砕くだき》で、ダメージを与あたえたら30点のＭＰロスを追加。メジャーは《氷裂魔神槍》。対象はピアニィ。（ダイスを振る）……クリティカル！

ナヴァール：げ。

ピアニィ：……これ、《アベンジ》したいなー。

ベネット：《アベンジ》してもいいのでは、とあっしの心の声も言っているでやんす。

アル：回避も難しいし、ありだと思う。

ピアニィ：《リゼントメント》が残ってるから撃うたせてほしいの。

ナヴァール：了解しました。そういうことなら、《パリペイティア》しようかと思いましたが、とっておきます。

ピアニィ：じゃあ、《アベンジ》です！

ＧＭ：なら、ここでピアニィを沈しずめてやる……！

アル：《カバーリング》しまふ（しれっと）。

ＧＭ：ならばアル、貴様だけでも連れていく！（ダイスを振る）……[image: 214]点の〈水〉属ぞく性せい魔法ダメージ。ダメージを受ければスキルで打ち消せない［毒（４）］。

アル：えーっと……《プロテクション》もらわないと落ちるな。【魔法防御力】で止めて、[image: 202]点ダメージ。残り【ＨＰ】が[image: 145]。

ナヴァール：ふつうに《プロテクション》で大だい丈じよう夫ぶかな。

アル：たぶん大丈夫。……なんだが、いっそのこと《ラストアクション》発動させて、《アベンジ》と一緒に叩たたき込こむのがいいと思う。

ナヴァール：そのあとに私が《レイズ》すればいいか……では、その方向でいこう。

ＧＭ：や、やばい。もう調理法の選定に入っている……っ！

ピアニィ：調理法って……（笑）。

アル：では、[image: 202]点ダメージをくらって戦闘不能になる！

ＧＭ：「よし、倒した……！」

アル：待った！　そこで《ラストアクション》を起動、メインプロセスを行なうぞ。ムーブでヒューバードにエンゲージ！　マイナーで《死神の手》。メジャーアクションは《戦鬼》だ。一撃目は……（ダイスを振る）……50！

ＧＭ：４Ｄ振れるが……（ダイスを振る）……無理よね。命中した。

アル：（ダイスを振る）……[image: 418]点物理ダメージ。

ＧＭ：[image: 398]点ダメージ。が、まだ生きてる！

アル：まだまだ！　二撃目は（ダイスを振る）……44。

ＧＭ：（ダイスを振る）……出目12。無理！　回避失敗。

アル：（ダイスを振る）……[image: 417]！

ＧＭ：[image: 417]!?　[image: 397]点ダメージ……っ。

アル：そして……三撃目！（ダイスを振る）……46！

ＧＭ：（ダイスを振る）……出目は10で、回避失敗！　無理だって！

アル：では（ダイスを振る）……[image: 422]点ダメージ！

ＧＭ：つまり、[image: 402]点。あ、あぶねえ……。倒した！　と、思った次の刹那……アルが振るった剣に斬り裂さかれて、ヒューバードを血を噴き出す。「……!?」　それは一瞬のことで、噴き出した血を見るまで、ヒューバードは斬られたことに気づかなかった。

アル：倒したか……っ!?

ＧＭ：……切れそうになる意識をかろうじて[image: ]ぎ止め、ヒューバードは大地を踏みしめる！　なんとか、立っている！

一同：倒れない……!?

アル：ここで俺は倒れる……ピアニィ、あとはまかせた！

ピアニィ：はい！　よ、よくもアルを殺したな―――っ!!　と、怒りに燃えて……。

一同：死んでない死んでない！（大爆笑）

アル：せ、戦闘不能になっただけだ……（笑）。

ピアニィ：アル、仇かたきは取ってあげるからね！（←聞いてない）　《アベンジ》いきます！

ＧＭ：こい！

ピアニィ：《フロストプリズム》《リゼントメント》！（ダイスを振る）……クリティカルはしなかった。41。

ＧＭ：ここで空気を読まずに、クリティカルで回避してやる。

ナヴァール：だから《パリペイティア》がまだ残っているって（笑）。

ベネット：《影かげ縫ぬい》も残ってるでやんす（笑）。

ＧＭ：…………。（ダイスを振る）……ぶぶー。41は届とどかない。命中した。

ピアニィ：じゃあ、《魔術の王》を使って、最後のフェイト１点で＋５Ｄする。（ダイスを振る）……[image: 378]点の魔法ダメージ―――っ！

ＧＭ：……さすがに、それは耐たえきれない。ヒューバード怨嗟の言葉を吐きながら……倒れていく―――。「く……こっぱみじーんっ！」

一同：こっぱみじーんっ!?

ナヴァール：どんな断末魔の悲鳴だ……（笑）。

ＧＭ：ヒューバードさんは倒れ、氷漬けとなり、それが木こっ端ぱみじんに砕くだける。倒れた戦士たちの魂は光となって、空中に消えていく。これで戦闘は終了だ。エンディングフェイズに入ろう……！











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆真実




　ピアニィの放つ冷気と光に討ち滅ぼされ、邪悪なる者は虚空へと消えた。

　だが、堕ちた魂を掬い取る手は、ふいに現われた。

　ピアニィにとってそれは……淡く、懐かしき光だった。




ＧＭ：では、これよりエンディングに入ろう。邪悪化した三人のエルダは、ピアニィの力の前に倒され、その邪悪に満たされた魂は虚空へと消えた。

ピアニィ：ああ……七〇〇年前は、あんなにいい人たちだったのに……。

ＧＭ：ちなみにこの三人は、キミたちが過去の世界から帰ったあと、邪悪化されて長きにわたって〝邪神の御み子こ〟の手足として働いてきたらしい。

アル：あいつら、なんでヒューバードたちの姿に似ていたんだろうな。

ナヴァール：因果関係はよくわからんが、きっとオーギュスト王の実子として全員が生まれ変わったのは、なにかしらの理由があるのだろう。過去で〝御子〟や〝セフィロス〟を封印する力を持っていた者たちだからな。

ベネット：ああ、その魂を、オーギュスト王がなんかの方法で呼び寄せて、現代に復活させたのかもしれませんなあ。計画に必要なコマとして。

ピアニィ：もしそうなら、ここから転生したりするのかな。

ＧＭ：お、いいこと言った。キミたちに倒された三人は虚空へと消えていった。いや、いこうとした時―――その昏い空に一点の光が灯った。

ピアニィ：光？

ＧＭ：そうだ。闇に溶け込み、霧散しようとした三人の邪悪化した魂……それが、現われた暖かな光に包み込まれる。するとね、今まさに消えようとした三つの闇は、光に浄化されて淡い輝きを放ち始める。

ナヴァール：なんだ、あの光は。邪悪化が解除されていく？

ＧＭ：お、そのとおり。浄化された魂は、ふわりと舞い散る花びらのようにキミたちの眼前に降りてきて……再び人の形を成す。光を纏い、半透明の……七〇〇年前と同じ姿で。

ベネット：おお？

ＧＭ：穏おだやかに笑う彼かれらは、ピアニィたちに向かって静かに言葉を紡ぐ。　「解放してくれたことを心より感謝する。我われ々われは、キミたちに伝えなければならないことがある」

ナヴァール：幽ゆう霊れいのような状じよう態たいだと考えていいのか？

ＧＭ：そんな感じですな。先ほどまでの邪悪な表ひよう情じようは消え去り、穏おだやかな顔をしている。

ベネット：奇き麗れいになったでやんす……！（笑）。

ピアニィ：せめて、健やかになったと言いましょうよ（笑）。

ＧＭ：まず最初に、口を開いたのはヒューバードだ。「まず……七百年の時を経へて、相対することになろうとは思ってもみなかった。お礼を言う。そして聞いてほしい」

ピアニィ：……はい。

ＧＭ：「もはや気づいていることとは思うが……キミたちからみて七〇〇年前のフェリタニア様と、この時代にいるフェリタニア様は、別の存在だ。肉体こそ彼かの女じよであるものの、その心は〝邪じや神しんの御み子こ〟に支し配はいされている。我われらが愛したフェリタニア様は、もういない」

ピアニィ：……。

ＧＭ：ベルフトは肩かたを竦すくめながら言う。「お前たちも見ていたよな？　七〇〇年前の戦いの時、フェリタニア様の肉体に、〝邪神の御み子こ〟の魂が入はいり込こんだのを」

アル：……ああ。

ＧＭ：「〝邪神の御子〟となったフェリタニアは、あれから七〇〇年もの間、世界の闇やみに隠かくれ、蠢うごめいてきた。〝バルムンク〟という名の組そ織しきを立ち上げてな」

ナヴァール：つまり、〝あの御お方かた〟とは、〝邪神の御子〟となったフェリタニア様だったということだな？

ＧＭ：ヒューバードは頷うなずく。「そのとおりだ。力こそウルフリック様の中に封ふうじられたものの、その英知と邪悪な心が依然健在―――彼女世界の裏うら側がわに潜ひそみ、暗あん躍やくをしてきたのだ」

ピアニィ：バルムンクを立ち上げたり、いろんな国の中枢に入ったり。

ＧＭ：「〝始祖の四人〟もまた、フェリタニアを乗っ取った〝邪神の御子〟に呼よび出だされ……彼かの女じよの下で暗あん躍やくを繰り返してきた」

ナヴァール：〝血の螺旋ダーインスレイブ〟に関しては見たことがあるので、一いち応おうわかる。〝邪神の御子〟に殺されたフェリタニア様の魂が安らかに眠っていること心より祈ろう、と黙[image: ]を捧げ……。




[image: ]




ＧＭ：その動きを言葉で制止したのはステラだ。「……いいえ、ちがうわナヴァール」

ナヴァール：ちがう？　

ＧＭ：「ええ。七〇〇年前の世界でフェリタニア様の魂は消しよう滅めつを逃れています」

ピアニィ：えっ!?　じゃあ、フェリタニアさんの魂は……？

ＧＭ：「はじき出された魂はすぐ様に神界に送られ……時代をずっと見守りながら、機会が訪おとずれるのを待っていたの。そして、やがて転生したわ。その御お方かたこそが……」　そう告げたところで、三人はすっと身を引き、跪ひざまずいた。そして、キミたちの眼前に、もうひとつの光が輝きながら現われ……人の形を成した。

ピアニィ：え？

ＧＭ：現われたのは、優やさしく微笑ほほえみ、慈じ愛あいに満ちあふれた女性だ。その姿すがたは、ピアニィにとってとても懐なつかしいもので―――。

ピアニィ：もしかしてお母様……っ!?

ＧＭ：そのとおり！　もちろん、それは実体ではない。三人と同じように、魂の光が人の形を成しただけのものだ。「―――久ひさしぶりですね、ピアニィ」

アル：ティナはフェリタニアの転生体だったのか。

ベネット：つまり、第一巻の……あのデスダンジョンは、フェリタニアさんのお手て製せいだったと言ってもまちがってないと！（笑）

ナヴァール：ピアニィ様が使命を果たせるだけの力をつけられるように、一いつ生しよう懸けん命めいダンジョンを作って用意していたのだろう。そこに、〝もうひとつの石〟も隠かくしておいた、と。

ＧＭ：「ええ。ダンジョンを作るのは、単なる趣しゆ味みではなかったのです。すべては、あなたたちの成長を促うながすため―――」

一同：うそだ――――――っ!?（大爆笑）

ピアニィ：生前、お母様はとても優やさしく、でも時には厳きびしく育ててくださいました！（笑）だからウソじゃないと思います！　「神官から殺せ」というあの言葉、今の胸の奥に……。

ＧＭ：「なにを言っているのです、ピアニィ。その言葉はもともと、七〇〇年前のあなたから聞かされたものです」（一同大爆笑）
















ピアニィ：そ、そうだったのぉっ!?

ナヴァール：（←大爆笑している）

アル：お前、そんなこと言うために出てきたわけじゃないだろう……（笑）。

ＧＭ：アルの言葉に、彼女は頷き―――その表情を引き締める。「……ピアニィ、あなたが生まれ、育ち、力と、そして信頼できる仲間を得ました。ついにこの時がやって来たのです」

ピアニィ：この時……？

ＧＭ：「そう。七〇〇年前、ウルフリックが果たせなかった願いを引ひき継つぎ、悲願を果たしてほしいのです」

アル：悲願……〝邪神の御子〟を倒たおすってことだよな？

ＧＭ：「―――そのとおりです。〝偉い大だいなるヒース〟がアルディオンに再ふたたび根付いた時、その日は訪おとずれましょう。今、終わろうとしているこの世界の、救世の主となるのです」

ピアニィ：はい！　あたしはこの世界を幸せに導みちびくために戦います！　この世界を全力で守ってみせます！

ＧＭ：ティナはピアニィの言葉に微笑ほほえむ。そしてナヴァール、ベネット、アルに視線を向けて……「あなた方はこれまでピアニィを助け、よくがんばってくださいました。悲願が果たされるその日まで、もう少しだけこの子と共に歩み、力をお貸かしください。これは、ウルフリックの妻つまとしての言葉であり、ピアニィの母としての願いでもあります」

ベネット：はっはっは、どーんと大船に乗ったつもりで任まかせるでやーんす！　このジェネラル・ベネットの船に乗れば、目的などは簡かん単たんに達成できるでやんすよ！（胸むねを張はる）

ＧＭ：「さすがはエリンディルの英えい雄ゆう―――期待していますよ」

ベネット：おおっ!?　わかってくださるとは――――――っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：ティナは、次にナヴァールに視線を移す。「……あの時の赤ん坊が、こんなにも立りつ派ぱに育っていたのですね……ナーヴァスチャン・スタイナールよ」（一同大爆笑）

ナヴァール：はっ、とかしこまる……（笑）。

ピアニィ：お母様、その名前をちゃんと憶えていてくれた！（笑）

ＧＭ：「最後までピアニィと共にあれ。この子の力になってあげてください。それが、あなたの使命です」

ナヴァール：はい。元よりそのつもりです。

ＧＭ：「ありがとう。……血はつながっていなくとも、大切な我わが子こよ」

ナヴァール：私は母に捨すてられたのではなかったのですね―――と、にこりと笑おう。（素すに戻もどって）それにしても、適てき当とうにつけた設せつ定ていをここまで拾ってくれるとは……（笑）。

ＧＭ：え、ええ………………（笑）。

アル：フェリタニアとナヴァールは母と子、ティナとピアニィも母と子。フェリタニアとティナが同一の魂を有しているとなると……ナヴァールとピアニィって、魂的には兄妹になるのか……？（笑）

ＧＭ：さて？（笑）　彼女は最後にアルの方に向き直る。「……アル・イーズデイル。あなたはこれまで、自分の使命を持ちつつも、今までピアニィを支えてくださいました」

アル：……別に支えたってほどのもんじゃないけどな。

ＧＭ：「どうか最後のその時まで、ピアニィの剣けんであり、盾たてとなってあげて」

アル：ふん、言われるまでもねえな。

ＧＭ：ティナは、アルのその態度に小さく笑う。「ほんと、ツンデレですね」

アル：ええ……っ!?（一同大爆笑）

ピアニィ：お母様、アルはツンデレとは言えないです……（笑）。

ＧＭ：「テオドールがこの場にいたら、『やれやれ』って顔をしたでしょうね」

アル：…………（笑）。そんなことより、〝邪神の御子〟を倒すための、ヒントみたいなサムシングをくれるとかないのか？（笑）

ＧＭ：彼女は、静かに首を横に振る。「……語るべきことはもはやありません。今のあなたたちなら必ずや、かの敵を討ち滅ぼすでしょう。だから、ひとつだけのこの言葉を贈ります」

ピアニィ：はいっ……！（←ぐっと乗り出す）

ＧＭ：「……勝て!!」と（一同大爆ばく笑しよう）

アル：ま、待て！（笑）　お前、基き本ほん的てきにそんなノリなのかよっ!?（笑）

ピアニィ：「勝て」が、「殺れ！」にしか聞こえない！（笑）

ナヴァール＆ベネット：（←大爆笑している）

ピアニィ：（姿し勢せいを正して）もちろんです、お母様。あたしは、お母様の子供なのだから……と真っ直ぐに見つめ返します。

ＧＭ：その言葉を聞くと、安心したかのようにティナと他の三人は、微笑み、頷き……ゆっくりと姿を消していく―――。

ピアニィ：お母様……あたしたち、必ず……！




　明かされたのは世界の真実。

　その胸きよう中ちゆうに秘ひめるは、決意。

　アルディオンの未来を掛かけ……今、ピアニィたちは最後の戦いへと赴おもむく。








『アリアンロッド・サガ・リプレイ』

第一五話「世界終焉のメシア」

―ＦＩＮ―













超ちようあとがき＋解説






　さて、『アリアンロッド・サガ』シリーズが始まったのは二〇〇八年夏のことである。

　あれから、あっという間に五年が経たった。

　戦記というジャンルをベースとし、複ふく数すうのＧＭによるが並行して複数の物語を繰くり広ひろげるこのキャンペーンリプレイ……企き画かく開始当初は、二〇一二年の冒ぼう頭とうには終わる予定であった。

　しかし、当初予定していたストーリー展てん開かいは紆う余よ曲きよく折せつあって大きく変わり……気がつけば、この『無印』は全一二巻かんで終しゆう了りようするという構こう成せいとなっていた。

　並行するシリーズも、企画開始当初からあった『アクロス』『ブレイク』以い降こうも、『デスマーチ』や『ゲッタウェイ』が生まれ……単発ものを含ふくむと13シリーズに及およんでいる。




　そんな『サガ』シリーズも、この二〇一三年末……次巻で終了となる。

　本シリーズをずっと追ってくださってる方も、「あれ？　あのイベントは何なん巻かんだっけ？」とか「第七巻ってなにやったっけ？」など、記き憶おくがいろいろごっちゃになってる人もいることだろう。

　最さい終しゆう巻かんを前に、これまでの流れをおおざっぱに振ふり返かえっておこう。




▼第一巻『戦せん乱らんのプリンセス』

　すべての始まりとなる物語。実兄・ヒューバードの奸かん計けいによりレイウォールを出しゆつ奔ぽんしたピアニィが仲間と出会い、フェリタニア王国を興おこす。必要に迫せまられてダンジョンに入った結果、「この迷めい宮きゆうを造つくったアヴェルシア王家の血ち筋すじは殺意が高い」ことが定番となる。




▼第二巻『最強のフィアンセ』

　メルトランド王国の存そん亡ぼうを巡めぐる本ほん巻かん。ピアニィの婚こん約やく者しやとして、グラスウェルズ最強の騎き士し・リシャールが登場。だが、「鼻からリシャール」という言葉が定着した結果、いろいろ悲しいことに―――。

　ちなみにピアニィ＝殺意様が定着したのも、ここである。




▼第三巻『殺意のエトワール』

　運命の分かれ道となった巻。レイウォールとグラスウェルズという二大国に攻せめられたフェリタニアが、プレイヤーの機転により大だい逆ぎやく転てんをかます回だ。バルムンクのボスらしき〝あの御お方かた〟という存そん在ざいが（参加者の会話によってアドリブで）生まれた。

　また、『ブレイク』のＰＣである〝ファントムレイダーズ〟とのＰＶＰが行なわれている。




▼第四巻『裏うら切ぎりのマリオネット』

　前ぜん巻かんの流れを受け、ファントムレイダーズとメンバーをスイッチしてそれぞれの事じ件けんに挑いどんだ巻で、鈴吹太郎すずふき・たろうとの共きよう著ちよである。私わたしは『無印』の著ちよ者しやなのに、パーティメンバーはベネット、ナヴァール、カテナ、ゼパという脇わき役やく組だけで構成されたぽんこつ組担たん当とうだった。




▼第五巻『激げき闘とうのピースメイカー』

　二派はに分かれたグラスウェルズ。フィリップ国王派はからの救きゆう援えん要よう請せいに対し、レイウォールを攻せめることで彼かれらを助けようとする。この戦いの中でピアニィはレイウォール王国首都ノルドグラムを陥かん落らくせしめ、王位を奪だつ取しゆする。

　この戦いののち、ヒューバードは失しつ踪そう、地下に潜せん伏ぷくすることとなる。大だい規き模ぼ戦せん闘とうルールを初めて扱あつかった回でもある。




▼第六巻『運命のダイナスト』

　レイウォール王国への帰き還かんを命じられていたはずのベルフト（レイウォール王家の次兄）が、「一度戦って見たかった相手だ」という言葉どおりピアニィに戦いを挑んだ巻。ベルフトはフェリタニア王都を奇き襲しゆう、ノルウィッチ城じようを陥落し……物語は兄きよう妹だいとの決戦へ。




▼第七巻『終末のエンプレス』

　この巻より、『無印』は事実上の第二部へと突とつ入にゆう。ベルフトを打うち倒たおしたピアニィは、これをもって世界の覇は者しやとなった。統とう一いつ帝ていとなることが決まり、儀ぎ式しきを受けるべくエストネルへと赴おもむく様が、他リプレイシリーズのＧＭ陣じんをゲストに迎むかえつつ描えがかれる。

　だが、儀式の最後にピアニィを起点として大だい爆ばく発はつ―――のちに〝大崩壊グレートデイストラクシヨン〟と呼よばれる事象が発生。ピアニィは、これにより〝神しん竜りゆう王おう〟セフィロスと〝邪じや神しんの御み子こ〟をその体内に吸きゆう収しゆうし、意い識しきを失ってしまう。




▼第八巻『新世界のサーヴァント』

　前巻の事件により、周囲に存在するあらゆる〝生命〟を喰くらい尽つくす力を得てしまったピアニィ。その対たい処しよ法ほうを探さがす中、地下に潜伏していたヒューバードが動き始めたことが判はん明めいする。その中でピアニィらレイウォールの四兄妹は、このアルディオンを世界の外へと切きり離はなすために造つくられた存在であったことが判明し―――アルディオンの歴史の裏うらで進行していた真実の一いつ旦たんを垣かい間ま見みる。

　なお、ラスボスは、ヒューバード配下のピアニィ・クローンだった。

　また、この巻でも各シリーズのＧＭがゲスト参加してセッションを大いに盛もり上あげている。




▼第九巻『妖よう精せい郷きようのピルグリム』

　ピアニィの〝吸収能のう力りよく〟を解かい除じよする方法を求め、一行は〝幽ゆう界かい〟にたゆたう地〝アヴァロン〟へと赴く。そこで自らが戦う意味を知り、決意を経へて、一行は〝神喚者〟の力を得る。新たに〝パワー〟なる力を振ふるい、地上へと帰還……フェリタニアの危き機きを救ったピアニィ。正式にスリスに王位を譲ゆずり、地上は仲間たちに任まかせて別れを告げる。そして、歴史の裏うら側がわで起こる戦いへとその身を投じる決意をする。倒たおすべきは、実兄ヒューバード……！




▼第一〇巻『愚ぐ者しやのサクリファイス』

　ヒューバードの計画が、実働段だん階かいへと突入したことを知り、ピアニィらは彼の居い場ば所しよを突つき止とめ、その地へと赴く。だが、征いく道に立ちふさがったのは、かつて〝逆ぎやくモヒカン〟の名をほしいままにした、ヒューバードの部下・キンバリー。激闘の末、彼を打うち破やぶったピアニィはヒューバードへと挑いどみ、これを打うち破やぶる。だが、安あん堵どする間もなく……そこに姿すがたを現あらわしたのは、これまでのすべての事件の黒くろ幕まく＝〝あの御方〟―――フェリタニアだった。




　……と、このような流れを受けての本巻だ。

　先ほど、〝当初予定していたストーリー展開は紆余曲折あって大きく変わり……〟と書いたが、全ぜん巻かんの流れを書き出してみると明めい確かくに浮うかびあがる事実が見える。

『無印』における、最大の分ぶん岐き点てんは……第三巻『殺意のエトワール』にあると……！

　はっきり言おう。リプレイ開始当初、ボスがフェリタニアになる予定ではなかった。

　だが、第三巻においてアドリブで出しゆつ現げんした〝あの御方〟の存在はそのセッション以降、えんえんとＧＭ陣の間で物議を醸かもしたわけで―――。

「セリフからして、〝あの御方〟ってバルムンクのボスだよなあ」「始祖の四人か？」「でも、〝始祖の四人〟は『ブレイク』と『アクロス』でふたり消費。読者自由枠わくでひとり消費……あと、開始予定の『デスマーチ』で使うかも」「なにいっ!?」「じゃあ、〝あの御方〟って誰だれだよっ!?」「始祖の四人より上か!?　上なのか!?」「なんか使える設せつ定てい残ってるか!?」

　幾いく度どとなく話し合われ、使える設定を探さがし、内ない容ようを洗あらい直し、ストーリー構成を組み直し、他シリーズとの調整をし……そして、フェリタニアは『サガ』シリーズのラスボスとなった。

　この第一一巻では、フェリタニアにまつわる〝世界の真実〟の多くが判明している。

　あとは、この冬に発売される第一二巻での最終決戦を残すのみだ。

　五年以上に及んだ、『サガ』シリーズの最さい終しゆう幕まくを―――今しばらくお待ち願いたい。
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